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が
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陪
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仇
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什
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叶
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／
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茨
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れ
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司
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仙
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p
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が
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滅
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を
ホ
与
し
は

ι
E伴
可
ノ
ω
作
奈
川
会
決
議
は
句

川淵
J

は
公
lv

t
f
h
r、
〔
口
完
投
世
会
刊
の
執
行
h
くの
m
F
汗
キ
或
足
ノ
ヰ
ゆ
る
以
締
川
て
た

決
誌
に
お
い
と
、
山
川
「
JAA

併
停
の
対
象
こ
な
る
執
行
役
少
収
締
役
キ

ヰ小

μ
て
切
る
場
合
に
は
単
一
↓
点
取
舵
役
1

h

石
公
止
な
議
決
依
行

悼
ん
が
明
日
で
き
な
い
の
一
＼
当
該
攻
科
J
は
、
決
議
に
つ
き
特
別

の
利
害
関
係
を
有
す
る
お
J

－
c、
一
話
決
に
批
わ
ゐ
こ
か
で
き

九
ふ
い

川
ち
が
院
が
主
！
日
、

f
七
τr

一
日
町
娘
婿
）
ヲ
F
V
h
古
川
況
に
退
任
さ
れ
、

松
合
後
一
、
w
h開
札
さ
れ
た
取
結
均
六
百
に
心
い
い
て
り
が
代
表
民
約
泣
い
包
丘
町
l

p
江
戸
と
し
て
、
三
小
川
」
〕
公
事
実
泊
な
い
I
L
J

も
か
か
わ
～
え
す
＼
て
の

官
の
N
A
d

一
己
を
一
け
コ
ハ
一
C

U

一
日
り
の
た
す
安
心
v

ふ
、
れ
の
い
川
）
辻
、
久
へ
日

辻
の
T

八
件
松
ん
で
↑
ド
ぃ
M

什
る
取
的
役
お
よ
び
吟
査
役
主
早
川
八
歳
引
不
行
在

確
認
3
4
h

中
小
め
て
芯
え
主
旧
民
川
千
：
？
」
と
を
校
討
中
ご
み
る
「

rL

相
続
財
ト
討
、
九
九
っ
た
株
ヘ
ヘ
に
つ
い
－
＼
指
紋
人
出
の
リ
剖
協
議
J
M

調
1

れ
い
な
い
き
は
、
と
勾
林
氏
の
山
市
民
は
l

う
な
る
か
J

川
一
こ
の
で
ず
，
な
渇
～
ー
に
お
い
て
、
相
続
財
庄
、
、
み
る
株
式
ヲ
ー

一
、
、
判
例
千
持
を
行
使
寸
る
一
一
め
に
は
、

ρ

刀
よ
う
な
了
読
J

炉二位一民

刀
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i

心
元
制
限
評
し
た
一
場
合

1

J

J

訂
正
↓
れ
る
A
会
L
ロー
μ

ら
の
九
九
人
品
川
山

こ
の
よ
、
フ
な
り
の
Jυ

一

山い

u
n
4一
川
北
は
認
め
）
札
る
べ
き
か
け
拭
判
一
昨
レ
一
J

一
三
心
判
断
と

n
v
Mを
涜
へ
ん
い
き
い
い

引
こ
の
コ
4
M

訟
の
継
続
中
に
、
｝

d
m
取
九
千
は
お
よ
び
民
査
役
の
円

苅
ゑ
消
i

J

て
、
－
介
三
円
株
土
栓
〈
五
日
日
J
O
v

て
杭
析
日
刊
お
よ
び
目

作品
i

グ
い
か
迄
伴
主
れ
た
t
何
人
口
、
は
、
」
の
訴
訟
の
行
ん
は
と
う
な
る
カ

｛
お
ス
問
〕

新
続
発

h
の
州
、
効
に
出
向
す
。
別
紙
山
町
、
ノ
の
判
伏
を
ま
ん
〈
、
以
ヘ

の
校
一
い
に
H
人円、
ζ

な
き
し
な
お
判
決
D
U
、
判
決
E
に
つ
い
亡
の
主

石
川
何
で
32
ム
切
れ

刊
次
、
式
。
最
判
同
点

r、
に〉

r
w
 

｛いれ
I
J
h
u｝

以
卜
の
究
了
／
一
詩
人
で
、

U
F
F
J
向
い
に
答
え
な
与
し
ん

へ
林
h

人
へ
戸
祉
は
、
食
料
品
目
冗
需
を
汁
む
取
締
役
、
山
一
日
宮
会
比
れ
で
か

円
d
m
査
没
出
向
J
4

一
へ
？
と
で
あ
る

A
九
九
位
江
、

o
k
兵
話
C
あ
ゐ
れ
が
発
行

治
株
式
総
数
の
全
割
合
竹
内
行
J

て
い
た
が
、
日
が
死
亡
い
と
結
束
一
躍

一
日
脅
か
e
L
）
、
相
続
人
出
二
恩
恵
相
恥
午
、
引
に
ハ
じ
た
た
吟
、

A
会
仕

株
式
に
ツ
い
γ

～もト
V
L」
涜
誌
が
布
わ
な
い
ま
主
で
め
っ
J
J

そ
乃
一
氏
J

も
な
く
、
丸
公
辻
は
、
定
時
料
治
メ
パ
£
；
作
総
ん
こ
で
、
は
同
の
は

け
一
ハ
い
代
わ
〉
之
、
「
（
U

竹
内
後
妻
、
日
（
れ
の
い
へ
ん
九
一
、
レ
し
へ
お
乃
一

万、
己ノ

ヨ；

~ 

' 

'7 

フ

イ

''J 

.］ー

ラ

一
三
民
五
を
一
号
六
｛
山
五
日



刊
は
日
故
村
阻
ん
相
川
ヘ
七
八
判
作
八
回

4ι

ケ
九
七
只

司
氏
じ
は
叫
刈
μ

成
六
e
r
r
d
e

川
山
判
引
け
ず
サ
〕
日
、
立

判

決

口

店

刊

附

和

川

口

ヘ

八

氏
υ

一

ん
ω
立
七
号
七
問
与
は

1

判
渋
九
、

E
、
｛
ぞ
れ
そ
れ
～
リ
、
一
二
、
新
株
允
h
が
糾
効
し

と
つ
な
い
庄
ー
一
か
え
心
べ
な
さ
い
J

山
判
決
、
、
レ
刊
以
υし
を
比
較
r
f
d
i
p
－
ヂ
の
四
市
村
リ
ー
に
つ
け
f

～

f
一
山
仇
つ
戸
弁
こ
〆
山
J

品、んザ勺
j
h
d
v

V
民
事
訴
税
法
2

八問ユ学辺i式験問題

品
川
相
九
九
士
投
投

い
刊
尚
（
羊
、
教
授

干

Fh
不

利

民

投

校

以
の
」
十
日
却
を
読
ん
で
、
久
1
問
い
｝
川
h
出
チ
ド
什
川
〆
て
泣

λ
よ
な
お
、

化
合
氏
、
ν
日山拍
M
U
－
－
た
も
の
と
し
て
V
O
ズ
ゴ
J

｛刊江川川｝
L
ふ代打山

xlxりコ
ν
パ

1
ゐ
ー
が
一
日
同
＝
さ
れ
工
い
る
υ日
巾
行
的
出
市

戸
れ
ん
も
以
内
主
一
1
h
h
引
し
一
に
い
た
A
江
、
、
成
五
年
じ
ベ
バ
ニ
（
）

U
、

同
注
特
の
コ
レ
べ

l
タ
l
じ
乗
ろ
っ
／
ご
－

7
y
τ
F
ムリ、

γ
ア
L

悦↓一品れ、

そ
の

t
士
動
え
中
川
ノ
チ
コ
し
ベ
ー
タ
と
花
村
山
と
の
同
に
枚
ま
れ
ぐ
ら
凡

「
卜
し
た

ヰド札

仁
お
引
棋
の

J
t、
l
々
ー
は
お
巾
内
の
百
一
回
市
常
日
立
ア
）
、
同

一円～
J
L
l
M
置
J
J
れ一、

u
r
が
、
計
成
今
日
午
二
ウ
か
ム
、
ド
一
合
同
問
ν

た
ま
ま
わ
訴
え
山
L
1ハr
、
物
が
？
に
い
挟
ま
っ
て
訴
か
な
ノ
な
コ
た
り
、

人
が
閉
じ
こ
め
ら
札
ト
り
す
h
v

不
白
F

や
が
刊
に
ー
に
ず
い
！
日
間
同
川
市
巾
什

宅
一
心
、
川
内
川
リ

E
Xら
は
、
日
十
は
に
品
川
し
、
ボ
H

円
八
人
口
が
」

ν
ゐ戸／｝げ
p

工

レ
ベ
タ
に
欠
陥
が
め
ぶ
の
で
は
な
、
か
J

ド
J

入
れ
た
が
、
仁
へ
－

社
山
川
、
ア
ム
ハ
共
行
h

T

一
L
べ
？
グ
内
保
守
川
崎
を
た
と
し
て
F
h
J
？にい

る
D
公
社
内
ミ
ス
で
あ
る
と
報
ぺ
I
υ

こ
し
た
f
u
u
市
以
、

U
ムバ打、庁、つ

の
凡
F
ロ
プ
A
h
h

広
め
る
ご
と
ア
h
y

＼
、
仁
一
入
古
川
口
の
ず
円
単
有
｛
昨
日
川
、
』
レ
、
？

夕、
i

辛
口
政
に
汁
す
る
対
交
は
1

／
一
っ
と
こ
な
カ
コ
三

主
円
相
続
人
ょ
、
文
（
ぎ
と

X
～
長
男
）
内
了
八
K

一
け
で
必
ゐ
）

r
L
X
、
L
m
、
じ
た
い
十
政
び
わ
え
い
江
を
ね
J

F

し
て
一
也
戸
川
肝
心
情
キ

求
人
り
ム
匂
一
で
え
を
提
起
7

た
ー
ぞ
の
訴
訟
ザ
（
会
社
は
、
j

九
一
死
亡
字

放
の
県
出
カ

D
公
社
昨
日
不
J
H一
検
の
不
主
で
あ
る
L

ギ
張
亡
、

〔
会
引
の
製
造
用
ψ

「
者
一
、
あ
る

E
f
z「
へ
と

L
C内
請
し
、
持
討

さ
札
た
亡
へ
古
川
什
の
主
張
及
川
J
E
の
証
円
は
、

X
、
丸
心
口
人
民
社

に
い
訂
正
る
一
山
求
｝
の
院
wmと
も
戎
一
一
主
斗
と
な
る
1
μ
c

2

v
ん
は
、
丸
川
乙
今
一
E一河川
L
I
る
の
は
こ
、
〆
）
て
も
J

叫
が
主
ま
ま
し
ω

そ

こ

で

、

五

は

、

成

ヘ

斗

七

月

、

了

ヘ

C
L’バ引
AhJ

U
会
不
を
何
r
；
－
し
て

J4、
χ
手
話
起
た
～
）
丹
訴
え
は
也
伝
治

X
、
v
h

が
仁
之
内
及
び
口
へ
口
土
士
川
千
戸
一
二
、
提
起
v

〕
た
相
害

M
L
貴
一
叩
不
一
h
一
訟
に
お
い
て
、
第
帯
決
判
川
止
、

C
ん
九
社
円
f
h
一
司

る
刊
訂
以
を
巽
刻

L
、
日
ム

p
rに
FJ
イッ
7d47λ
をイ
J
L討
し
だ
－
口
九
百

辻
は
、

μら
投
訴
3

〉
ゐ
と
と
も
に
、

x、
xmJ〕
伺
肋
寺
山
人
ー
と

υ

ζ

、
（
会
社
に
対
J
ゐ
請
求
有
事
訓

l
た
判
伏
二
、
u

と
4
控
訴

J
9
る
こ
J

い
が
で
主
る
か
一
r
山
内
に
、
と
え
」
ム
仰
V

J

ー
す
れ
ば
、
マ
芯
了
門
討
の
州

助
参
加
し
一
喪
主
る
の
は
と
の
主
う
な
、
ん
し

V
刑
事
訴
訟
法

付
件
ド
ト
投
校
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川1
4
4

一
J

、
記
七
月
二
戸
、

υ
ず
れ
も
銅
山
」
よ
還
の
で
机
I

Y

J

て
州

立
透
指
さ
れ

f
被
疑
許
A
、
川
B
疋
び
日
仁
川
ぷ
に
つ
ミ
一
、
寸
注
営

～F
h円
寸
り
ね
W
T
官
芯
故
が
主
さ
れ
た
r

同
事
刊
を
芝
田
一
1
た
約
ぷ
J
J
P

ぺ
椛
悦
ぶ
や
ら
の
J
h
u
w
～
ェ
山
求
L

一
一
品
以
ピ
ゴ
内
イ

υ
J
、
技
実

v
Jハ
搾
取
官
ペ
4
完
結
す
ノ
ム
却
な
P

ムA
ご
の

ほ
査
キ
也
げ
え
へ
ロ
で
つ
ゆ
る
伐
背
を
的
f

I

L

J
／
｝
結
束
、
山
h
h
i
凶
剖
声

押
収
L
た
凶
山
rA

（斗
F
f
づ

J
）
、
減
i
F
4
h
甲
の
日
V
4

迎
、
被
疑
v
f
A
、

司
B
、
ィ
叶
仁
及
び
苅
係
封
ら
の
名
い
供
品
位
干
の
士
山
拠
か
円
、

i

抗
続
V
七
久
は
、
定
職
に
梓
ス
カ
ず
一
戸
ヂ
／
↑
J
t小
茂
、
日
竹
之
さ
を

し
て
い
た
が
、
遊
興
費
ト
治
し
て
古
物
問
丹
波
見
詰
じ
に
相
談
し

た
ζ

こ
ろ
、
仁
か
ら
、

。

「資一帯ル

rを
の
川
γ
は
、
員
会
門
備
を
沢
l
r附
句

L
C
い
ゐ
の
↑
＼

火
川
｝
と
よ
ん
つ
よ
う
J

吟
太
？
JfJ
い
山
内
円
以
に
止
山
来
ゐ

と
ゴ
一
わ
れ
、
主
は
、
f
A
民
芸

zふ
と
二
1
4八
十
一
一
い
平
方
に
行
入
ご
よ
H

A
M
田
山
本
窃
取
す
み
こ
ど
を
決
註
し
た

主

は

川
J

プ
プ

υ
（、
f
ン
勺
二
L

小
込
L
夜
ぎ
存

L
r
、い／山

者
｝
仲
間
の
被
抗
h
w
n
n
に、

「以川
J

を
す
ゐ
乃
で
、

uu一」訳
J

そ
し
て
＼
れ
〈

と
依
利
三
見
張
り
役
を
し
て
」
】
ゴ
ノ
高
札
と
J

て
日
に
現
金
二

h

円
2
r
則、
rL
でよほ
l
r
上
、
計
成
今
八
午
日
月
日
円
行
前
（
昨
日
川
、

un
誠
一
転
引
互
に
J

円一一

J

C

閉
力
付
一
七
三
7
B
を
Y
A
升
J

、
路
卜
ド

貯
市
工
i

車
内
p
u
o

ド
口
～
怯
町
立
さ
一
己
、
マ
フ
ク
レ
J
f
ン
ク
弓
ス

f
J
町
四
手
法
山
し
一
、
川
叩
方
版
呂
町
叫
の
何
日
絞
の
窓
か
ら
い
用
ー
一
円
に
匁
入
L
、

U

さ

γし

応
長
問
内
で
一
7
1
）ノ九九、パ

1

1イ
ト
の
抽

qを
問
け
て
物
色

M

、
物
音
、
口
主
五
占
し
た
U
Y
カ
h
l
A

一
付
計
三
乙
北
何
さ
九

久
止
、
÷
ド
ド
い
一
一
川
携
わ
ナ

1
フ
を
川
T
の
市
町
一
ん
円
だ
き
つ
け
、

続
く
と
殺
す
れ
ゲ
υ

今
川
は
す
こ
に
あ
る
よ
υ
J
一
と
脅
迫
一
て
一
一

ω

I

己
主
で
案
内
さ
せ
、
長
百
十
品
企
産
を
山
ー
に
同
日
さ
せ
た
が
、
リ
パ
金

山片内
f
j
y

三
あ
っ
と
た
め
、

A
足
、
青
山
円
九
開
店
町
引
を
一
対
一
仏
町
、
川
γ
山
川

千
を
ガ
ム
二

1
プ
ご
校
ろ
手
に
ぷ
抑
J

、川
γ
を
J

一人
J
J

亡需
1
υ
L
以

十
円
い
令
官
一
さ
せ
七
、
川
守
刀
1
4
問
か
お
り
去
へ
山
け
ん
。

J1ι

ムマ

η
同、

m
y
J什
一
主
山
村
仁
に
註
平
l
人

μ

内
山
一
ヴ
、
見
張
り
ゃ

て
い
た

μ
は
、
主
が
叶
T
t
刀
、
民
八
L

て
M
h
少
人
川
市
「
山
元
」
八
川
ん
一
二
米
J

ー

も
の

f
R
川
、
主
を
川
円
三
只
段
、
そ
の
様
か
ら
池
山
し
た
J

一y
U

方
乃
応
接
一
一
ノ
i

プ
ル
刀
円
九
の
折
紋
が
山
間
山
さ
れ
、
前
利
引

み
る
A
m
米
調
＼
、
供
述
げ
に
り
、
日
比
円
い
U
L
会
順
次
逮
指
さ
れ

J
 

こ
の
半
%
を
町
詩
的
い
認
定
J

た

（
問
忠
一
一
検
察
斗
ド
ヘ
J
h
u
疑
者
八
、

M
B及
ヴ
い
V
L
を
共
同
誌
告
人
と
し

て
担
竺
ヲ

Q
Z
レ
こ
た
夕
、
再
被
従
ν引
に
勺
い
一
へ
と
の
よ
、
な

一
込
町
一
地
ノ
R
C
P
わ
事
中
λ

認
定
ρ

～
前
北

f
L
亡
、
年

υ一、中年

7
、問中山

条
ご
そ
の
理
引
戸
を
す
べ
主
か
～
抗
日
出
法
違
反
を
ぷ
く
つ

中
枚
祭
ド
h
u
A
は
ー
を
蛤
盗
半
出
、
日
え
山
町
山
肌
じ
い
込
内
部
助
、
仁
子

窃
仰
天
逐
乃
投
陵
、
こ
し
て
起
訴
し
た
3

こ
ろ
、
記
訴
売
の
い
止
に

ミミ
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八問ユ学辺i式験問題

お
け
る
刊
拠
調
べ
及
び
怜
察
官
P
円
筒
人
中
川
県
A
い
の
結
弘
、

小川
J

A
は
、
甲
方
文
民
カ
丸
山
プ
之
内
へ
い
仙
一
ぷ
n
M
棋
の
リ
師
つ
恨
ん
に

め
斗
手
中
川
向
仏
ぃ
ヂ
川
「

V

ん
ソ
ン
一
ン

l
数
ム
刀
の
山
J
i
m
v

コm
U
主
品
川

口
令
制
川
町
価
九
（
正
d

円
相
、
ιつ〆

ro札
竹
下
「
l
、
そ
の
二
日
J

去、

U
O

カ
ぉ
～
指
示
三
れ
て
ヲ
）
れ
ず
一
（
内
一
一
じ
持
一
土
込
丸
、
じ
が
AMLr｛y

M
ヲ
t
L
て
こ
れ
を
川
口
ん
刊
一
、
買
い
山
市
コ
た
ニ
レ
ぃ

A
ら
の
起
訴
慢
に
、
当
法
接
関
置
が
軒
く
な
ハ
て
い
勺
ニ
し

に川
T
が
／
内
？
さ
、
世
宗
に
川
内
1
1
属
キ
促
山
川
工
こ

r
か
ら
、

wr柄

小
J

取
の
行
が
免
リ
兄
J

と
一
し
じ

じ
一
じ
か
ら
時
、
大
れ
一
よ
－
d
仙況を
J
h
色
L
J
一
と
い
う
A
門
社
、
治
は

虚
依
可
、
じ
が

A
に
白
山
内
を
唆
L
た
宇
ア
、
は
認
定
凶
性
で
一
め
る
か
、

仁
一
凸
い
お
叫
る
故
由
民
ハ
恒
一
尚

m
を
正
只
す
る
陪
業
軒
J

F
、
A
e

u
n
F
は
追
認
さ
れ
る
直
前
、
一
《
が

A

R

か
ら
い
舟
抗
チ
司
い

市北

3
f
こ
と
は
、

t
J
一
工
〕
れ
〕
有

v

」
ピ
叶
、
二
志
台
わ
っ
乞

し
ぐ
い
p

」
ル
ダ
、

A
パ
川
、
一
凶
↑
り
て
い
立
J
V
一φ
詐
！
？
と
そ
苛
め

た
旨
乃
府
儀
供
述
争
以
プ
ニ

小
川
仁
は
、

A
J
Z刀
υ
n
e

仁
レ
一
山
い
い
試
合
わ
い
ド
の
約
束
を
す
一
J

て
来
航

ナ
ケ
じ
に
允
剖
し
ん
／
－
T
J
T
を
山
立
f

G

H
ム
ベ
喧
し
一
に
い
な
い
こ
と
を
r
h
j

M
ーし、

A
の
む
か
斗
窃
濯
を
ι
F
没
さ
れ
た
〔
」
」
同
ー
の
V

J
紛
れ
の

川
同
甲
山
に
、
山
首
l
て
一
れ
を
は
ほ
認
め
も
川
、
述
を
！
と
い
と
ニ
し
C

Y）
A

d
段
L
1
の
は
、

A
の
一
見
出
一
む
引
日
で
め
ー
、
日
目
、

A
か

ら
沿
路
、
去
に
説
い
て
い
h
v
u
寸
判
設
さ
れ
f
目
、
主
に
付
ゾ
、

官
町
家
の
川
叩
方
か
久
宣
告
属
を
盗
J

ん
で
元
J

人
ら
、
げ
峰
山
午

ヰド札

く
つ
い
直
ぐ
い
出
来
ワ
h
v
I

俺
は
1
T方
的
事
怖
い
を
仇
、
泊
っ
て

い
み
い
か
、
田
は
人
負
】
ら
し
の
上
、
1

打
、
金
円
曜
日
を
山
川
持
J

ご

し

ゐ

円

1
1喝
の
窓
、
点
、
つ
筒
申
い
屋
内
へ
入
れ
る
f

ん
山
の
た
め
に
、
一
J
人
々
と
サ
ノ
グ
ラ
ス
で
筏
J
Z
U
い
肥
し
て
行
げ

［
昌
幸
〆
l
J

主
主
属
ベ
｛
心
日
叫
間
の
勺
イ
ド
ぷ
ド
ゎ
拾
げ
「
の
巾
に
あ
ん

f
l
i
p
Lド

以制J
h
J

↑
氏
、
し
っ
か
向
／
一
口
拍
抗
れ
を
じ
て
一
γ
る
J

ん
h
、
ず
八
じ
l

r
A
4
m
マ
ヘ
を
－
て
く
札
l

貴
人
高
が
「
に
久
っ
た
り
、
政
百
回
FU
（
に
け
HH
い
取
っ
て
貰

お
う

C
か
お
り
貰
う
九
ず
は
も
記
に
お
間
内
山
行
け
だ
っ

〆山町
v
d
向
山
f
F
L
A
P
い
そ
の
常
生
川
き
さ
1

た
上
、
引
と
店
内
の
「
L

紋

7
M出
を
内
山
て
主
に
一
す
践
し
、
犯
行
前
日
、
日
ん
付
近
ま
ご

A
勿

山
一
一
れ
て
行
コ
、

F
見
さ
バ
口
一
、
犯
行
当
日
は
、

A
士
勺
で
」
同
来
ν
f
一昨JL

て
中
十
ハ
ャ
竹
辺
に
古
I
り
、
九
A
b

ヤ
除
草
さ
づ
て
ド
々
へ
向
か
わ
工
、
什

公
以
山
町
上
ト
む
斗
十
し
だ

247」
見
山
？
を
し
一
、
い
た
が
、

A
が
プ

ィ
ブ
を
M

陳
情
？
J

ご
し
た
P

と
や
引
ら
ず
、
山
γ
i
F
A
づ
一
ゲ
札
ず
に
ミ

が
良
企
一
高
を
渋
み
出
亡
中
お
も
の
J
U
R
コ
て
い
丘
一
と
）

必
れ
は
、
引
力
か
ら
灼
仁
川

f
AベA
ム
》
に
一
犬
片
山
一
ふ
引
げ
る
注
ー
一
、

ム
ベ
ハ
ら

1由民へ＋比一同同は
p
f，
刀
う
な
か
J

た

r、
川
を
7
1
Y
夕、今

t
y早川口凶の
u
p
v一
泊
三
心
杭

J
＼
来
た
一
山
口
け
Ar口
を
受
け
、

故
訂
｝
rdι
、
ド
竜
一
古
手
叩
「
J
7
L

抗

M
2
J
7
v
v込
む
の
で
！
只
ー
、
山
川
つ

）、紋
1

L
ぃ
」
レ
マ
ド
め
述
捺
し
そ
、
そ
の
一
「
J

徒、

λ
を
仁
丹

日
へ
わ
か
け
一
守
、
昨
日
付
茶
悩
制
士
［
山
づ
一
一
υいいい一、
C
に
日
い
山
川
九
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i¥ 

五
方
円
を
ほ
一
、
自
の
よ
か
一

j
u円
正
取
得

J
K

" 」

L
5
B
に
古
〈
五
で
山
山
J

た
一
勺
円
泣
一
九
川
取
り
の
け
刈
日
て
は
な
く
、

中
山
ガ
ノ
リ
／
九
円
、
で
あ
っ
た
ム
－

L
、
A
L
M
、
兄
中
川
公
の
お
か
」
恥
ば
〆
亡
、
日
に
は
怯
れ
を

d
c
u
J
H
P

れ
三
と
の
み
え
住
民
亡
ぜ
た
こ
と
よ

必

川
T
二
、
主
L
V
v
h

咋
上
二
土
、
飛
ば
さ
れ
こ
転
倒
1
た
際
、
山
噴

約
一
一
週
明
を
支
十
全
凶
ザ
面
行
世
間
心
悔
い
吉
b
v
r
H
〔
っ
と
L
J
一ニ〆一
P

か
明
〉
か
「
な
人
／
一
」
十
一
己
点
ん
h

v

－
必
口
外
の
半
半
ん
に
J

ご
～
は
、

引
の
変
乏
な
l
）

校
同
J

官
P
2川、
1
4
γ

じ
り
＼
の
仕
討
作
一
ヘ
」
及
ワ
「
1
ァ
干
仁

ωー

を
れ
れ
ル
ピ
7
事
実
一
い
い
円

μ
て
も
帯
口
一
～
川
叫
ん
早
77h一
め
る
？
｝
F

J

し

た
か
、
被
ロ
人
A
、
H
H
Aぴ
司

tι
ハ
い
夕
、
、
ど
れ
「
れ
了
め
よ

〉
長
持
寄
一
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
措
室
町
内
祥
L

そ
河
川

川
ナ
ケ
咋
一
べ
仇

3

担
芯
伐
の
川
畑
充
授
売
台
、

B
F
J
＋
誌
が
検
察
官
P
に
庄
は
同
店
山
川
し
た

日
の
セ
カ
ン
ド
パ
ゾ
が
の
中
力
六
日
の
混
一
川
免
一
一
什
誌
と
た
に
、

斗

成

八
A
リ
〕
司

H
t
t削
二
吋
G
仇
行
門
川
脅
γ
す
ゐ
怜

ス
ヶ
、

A
j
J

グ
ラ
ス
ぃ
川
リ
々
へ
は
A
が
忍
び
込
む
「
そ
の
問
、
俺
が

見
張
れ
「
ム
内
ょ
μ
m
I
ピ
ト
ハ
民
い
攻
ら
せ
る
ャ
士
山
川
、
ホ
ヒ
ノ
ベ
川
市
J

一いり

げ
一
な
y
L
Y

日
設
立
わ
た
エ
J

森
川
玉
川
メ
モ
一
枚
三
一
共
梢

2
1州中

代
主
川
ハ
り
刊
の
内

r
J
i
j
h刊
え
強
か
に
立
領
し
た
）
」

U
H
4

設
さ
れ
一
、
可
戎
一
ヘ
’
斗
「
〕
月
h

口
付
け
の
λ
円
円
む
の
あ
る

B

－M

の
怖
い
収
古
一
辺
を
だ
児
押
収
だ
こ
J

か
っ
、
桁
内
甲
山
門
ρ
ー
は
、
山
一

日
刀
べ
件
犯
行
を
引
い
し
た
も
の
で
ゐ
る
こ
と
を
V
圭
【
す
る
ど
拠
と

J

ご
円
、
王
一
役
者
、
必
死
且
品
事
内
！
冗
却
代
合
の
、
つ
士
主
刀
川
や

主
か
収
得

L
た
こ
と
ふ
7
0
1
υ
hー
す
る
計
提
ノ
じ
て
、

ιし
ど
は

i
：b
同制

札
占
引
什
十
代
μ
札
口
吃
の
記
載
］
ヨ
一
治
会
げ
一
迂
す
る
正
拠
シ
－
、
河
訂
以

吉
直
や
一
、
と
れ
そ
れ
取
り
制
、
へ
請
求
し
そ
v
L
F
一
＃
え
た
が
、
副
拠

法
一
正
拠
開
h
ど
上
、
」
内
ー
で
ノ
な
〕
司
自
ふ
J

J

め
る
元
c

V
R事
訴

怠

法

水

行

規

男

教

授

間
忠
1

心引の）
μ
例
を
口
一
山
み
、

λ

の
問
L

に
答
み
ん
な
r
A

一いじ

岐
に
人
え
は
、
必
定
作
除
外
i
了
出
が
な
い
の
＋
旬
、

Y

氏

〕

斗

月

八

に

、

d

F

る
U
川
い
、
八
日
限
川
旦
hr市
内
二
人
一
は
、
の
辺

に
。
ね
い
て
、
，
d
せ
い
山
市
句
、
あ
ふ
ノ
「
一
川
凡
『
ミ
ノ
プ
打
。
h

J

」
包
含
有
す

之
、
一
ソ
一
ル
を
似
閉
す
る
な
r
一
の
ん
慢
に
主
り
拡
舟
ド
沼

R
L、
も
っ

て
背
サ

v

刑
不
一
見

m
L」
」
と
の
ポ
f
バ
で
起
J

冊
子
れ
亡
、
も
よ
記
長
に

ど
了
ゾ

μvtM川
川
、
ー
の
返
り
↓
、
ぁ
ゐ

干
占
状
七
小
一
円
二
化

l
正
川
こ
ろ
、

l
八
十
阪
市
北
一
以
内
の
路
｝

づ
＼
久
、

J
O

九
三
て
の
加
入
で
あ
お

B
が
路
ょ
に
車
を
止
必
し
仮
眠

く
い
る
乙
こ
ろ
を
主
宗
一
日
ド
－

U
古
見
削
れ
れ
一

p
h
l十円以↓、
1
J
C

V

2

ω

γ

八日町
J
V
N
d
F

れ
も
未
成
町
内
臼
ご
は
な
い
；
ア
一
思
わ
れ
た
こ
と
、
そ

1
1
辺
恒
吋
で
阿
川
り
て
U

ゐ
日
日
ャ
ゐ
軒
先
昨
で
山
を
山
地

U
し
て
、
た
川
町
能

性
ア
め
る
J

司
副

ζ
七」

r
一
か
っ
火
川
汀
て
い
一
品
t
i

刑判刊で運

h
却
の

」
J

ン
へ
ー
を
叩
き
、

H
L
Y
担、

υ
t車

γつ
降
り
る
よ
ノ
指
小

1
t
h

n
j
h
I
L
H
て
た
だ
け
れ
、
ん
片
一
な
ど
い
」
十
人
可
を
い
な
い
が
い
り
半
か
ら
治
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八問ユ学辺i式験問題

り
と
が
、

F
が
直
の
訪
に
げ
た
せ
た
と
こ
ろ
、
日
の
呼
荒
か
ら
わ
ず
か

に
ア
ル
コ
ル
ロ
〈
が
漂
い
、
h
u
h
－－
J
一…z廿
小
川
医
求
に
も
芯
一
な
い
ご
、

「
じ
わ
主
命
、
つ
平
と
凶
l
h
v

打
、
そ
れ
で
九

r
や
み
つ
な
と
と
買
問
を

活
っ
て
持
ぴ
芦
に
余
り
比
一
件
、
逃
干
し
J
う
こ
す
る
え
配
E
見
せ
た
v

f
F
f
f
、
れ
ど
は
、
一
山
許
？
ω
か
戸
っ
か
硲
誌
で
じ
ん
の
ド
、
行
か
せ

る
わ
け
に
は

v

作
、
一

L

一
述
べ
、

h
f
を
聞
け
え
よ

Z
エ
ン
／
ユ
を
始

動
L
J
う
ご
し
た

E
的
行
手
を
一
ハ
か
み
、

J

J

、J
J

キ
を
は
き
取
っ

一
、
日
ひ
n
n
b
平
山
杭
に
引
っ
払
れ
出
J

た
白
い
山
戸
一
カ
叫
占
か
～
コ

一
何
一
ム
右
v

ん
が
、
～
一
u
日
J
U
J
せ
ゐ
か
ら
南
＃

t
々
」
な
p
y
L

ー兄

事
す
る

U
訴
に
な
り
、
コ
ン
ジ
ン

q

p
返
品
も
求
め
な
か
っ
心
九
J

、

nー
は
さ
ら
に
割
問
を
い
E
F
F
ゐ
必
買
が
あ
る
ζ

判
断
J

、
派
内
叶
へ
の

同
h
f
o求
め

f

h
は
h
行
に
は
応
じ
る
て
ぷ
り
ふ
γ

不
L
た
が
、
防
f

m
E
倒
J

て
恨
っ
丈
ま
ま
の

A
L
〉
い
て
は
一

4
ハ
一
～
は
は
ん
ム
ヱ

L
Eハ

／にが
E
U
い
ん
や

FJ
か

じ

a
h
f
一
つ
一
、
く
川
」
な
と
と
述
ぺ
、

U
’グ
κ

け
が
一
山
内
ハ
μ

に
「
刊
＼
H
い山
γ
、
を
小
し
た
日

y
は
、
人
ひ
L

を
市
臼
に
え

〕
ご
上
く
わ
什
に
は
し
か
主
い

J
A
U
y
＼
杭
巾
川
刈
に
付
総
点
時
v

一、苦

打J
門
ド
ド

ι
l
ぃ
比
認
を
求
孔
五
へ
J
仙
吹
い
ノ
「
カ

C
刈
若
J

b

川
p
t
レ
一
〉
れ

に
＼
ナ
ケ
起
↑
エ
ヲ
こ
L

に

己

t

こ
ん
が
、
？
が
人
の
川
を
揺
守
、
J

て

起
よ

j

J

」
と
こ
人
、
主
は
制
以
初
公
の

y
を
戸
ん
て
抗
て
て
也
げ
ず
そ
う
と

し
、
中
か
ら
一
出
い
出
才
ず
が
、
ナ
／
、
｝
い
U

、
れ
に
山
航
行
抑
戸
主
一
九
り
れ
ず
一
v

v、
nu一
T
h
A
会
一
川
路
か
ら
お
山
て
パ

l
アd
l

に
京
せ
よ
う
J

工
／
が

L
は
体
に
方
が
人
ら
右

v
ぷ
4
J
？

一
Z

味
不
同
の
言
葉
支
玲
ゾ
、
身
を

γ

。
い
ノ
り
て
抵
抗
し
よ
う
と
し
f
」
も
の
の
、
て
の
ま

I
パ
T
刀
の
持
部

ヰド札

陀
席
に
来
？
I

つ
れ
、
日
と
と
も
に

M
－
午
前
、
三
時
一
一
（
J
J
今
泉
寄
り

の
x
n
U
A品川
4
hに
主
い
て
行
か
れ
た

X
払
間
小
宮
で
パ
v
m
E
Jは
P
に
社
九
十
糸
川
一
に
仔
川
尚
訂
を
〕
K
小
J

、

ヘ
日
午
後
六
時
」
入
カ
い
り
宣
而
川
内
心
ス
ハ
ナ
ヴ
ク
と
と
？
－
M

、
本
切
り

な
ご
を
飲
ん
だ
が
、
引
弔
「
川
り
い
し
絡
に
府
に
米
一
A
が
一
気
一
台
F
f

v
h

口町る｝
L

l

一
言
い
出
了
ん
の
て
、
午
後
八
時
F

九
に
さ
を
山
イ
、

E
t
A
a
が
人
三
ア
パ
ト
を
は
作
り

t
注
ん
点
、
i
v
q
k
呪
寸
官
一
H
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円
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か
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中
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佼
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与
え
た
町
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防

局
に
半
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止
叫
に
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、
什
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山
川
叫
し
と
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た
こ
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Jめ
れ
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こ
で
、
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L
M
、

ん
バ

l
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ニ
町
、
呼
気
検
査
H
L
っ
て
も
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7
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／
か
快
山
川
J

れ

な
い
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し
た
う
ヌ
ご
、
日
J
F
y

大
阪
府
＃
計
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記
山
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プ
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ろ
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察
官
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者
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収
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山
山
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え
汁
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や
き
、
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を
へ
戸
に
か
＼
な
し
、
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怖
干
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お
か
J

治
J

九
九
一
的
、

P
仏
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引
桔
h
u
川
手
段
い
、

A
を
保
改
三
に
収
討
し
7

ス
で
、
J

ヨ
戸
ヘ
ン
し
た
な
い
う
〉

v

た
か
コ
ん
ら
こ
札
に
己
い
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L

ム
ド
J

民
べ
て
f

ノ
内
い
あ
っ
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べ
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p

ド
ー
ル
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司

九
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、
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F
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た
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ボ
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収
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川
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仇
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M
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7
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ν
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／
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さ
れ
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L
V向
者
J

J

一
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保
持
孟
い
バ
ニ
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E

J

人
／
ヘ
ー
が
任
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し
た
尿
中
川
f

う
常
生
い
制
成
分
が
検
出
さ
れ
た
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こ
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訣
忠
］
つ
を
作
成
し
、
炉
、
れ
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検
査
結
川
れ
い
U

刊
寸
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い引
l｝

4

て
A
の
也
拍
状

zz市
求
J

、
同
U
ハl
日
旬
、
そ
の
受
付
を

い
夕
、
入
手
一
色
せ
い
J

九
日
一
い
い
伎
川
川
一
け
引
汁
で
直
一
H
1
4
u市
l
れ〈

4zw河
段
、

F
m
取
両
ィ
、
ー
し
刈
L

I

J
怖い瓦
du
い
剤
向
山
勺
事
実
を
民

認
し
、
一
八
日
に
い
れ
こ
飲
稲
川
し
た
附
況
に
、
ス
↑
j

ゥ
ク
約
三
迫
容
か
ら

一Zτ
計
い

ι
め
引
p
f
E
J
J
C
υ
、
了
た
刀
ヮ
プ
亡
じ
が

R
j一
い
す
爪
だ
〆

た
り
花
性
が
め
り
、
そ
の
カ
プ
J

凡
一
江
側
、
広
／
徒
主
に
体
調
が
お
か
レ

ど
な
っ
た
の
之
、
以
旧
日
に
貸
せ
と
司
氏
守
か
ん
h
い
た
と
い
う
の
九
一
あ
れ
ば
、

ご
れ
が
草
川
え
μ

思
う
、
三
万
堺
－
た

J

カ
υ
、

p
が
A
引f
F

訓
歪
キ

問ムは
d

た
と
ミ
入
、
ミ
に
は
笠
せ
い
M
川
健
店
の
じ
山
監
が
↓
件
あ
り
、
ス

ナ
ッ
ク
凶
土
に
事
主

E
A
ト
力
ブ
上
ル
チ
寝
し
た
3

い
つ
尽
さ
容
に

つ
、
て
む
！
？
l
hり
J

乞
吋
J

ね
て
も
』
y

士
が
「
心
当
た
！
り
は
な
い
、
〆
笠

ヲ
ム
た
の
て
、
一
月
一
一
ハ
J
H半
後
一
庁
、
ミ
の
汗
町
与
が
収
し
に
一
肉
声
1
v
f

罰
品
川
培
A
A
r
新
呆
H
州
市
益
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U
J
ク
間
十
1
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つ
れ
－
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枕
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川
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を
お
J

て
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検
d

子
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に
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J
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検
察
宮
J
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λ
の
弁
解
工
府
川
尚
一
二
あ
ム
し
一
円
七
二
一
d

を
ね
た
乃
で
、
話

せ
い
地
の
人

T
t
h
的川町
J
J
げ
A
L
つ
い
ご
王
争
収
一
品
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で
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と
も
に

A
円
山
宅
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「
一
同
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ナ
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ク
町
内
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つ
い
て
収
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押
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状
の
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作
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亡
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れ
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し
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に
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併
を
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、
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九
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に
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っ
て
J
弘
、
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川
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J
U
h
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比
三
弘
一
長
か
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た
ま
た
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を
い
汗
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汁
わ
れ
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引
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A
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柿
人
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よ
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叫
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仁
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検
立
て
は
、

4
4
度当品川
V

一
い
計
成
分
九
ノ
埼
／
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／
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守
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事
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汀
J
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に
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山
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川
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場
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な
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事
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で
但
〕
訴
し
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て
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一
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て
間
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検
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＼
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／
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介

［
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仁
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3
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検
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1
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憤
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ノ
ク
内
一
主
主
客
カ
ら
も
ム
（
た
カ
プ
ト
ル
が
広
川
内
一
仏＼
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什

J7J
古川
U

〆

コ

ャ

す

る

阪

出
門
包
リ
ノ
ペ
の
泣
例
を
一
司
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っ
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－
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叶
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収
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台
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叫
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を
迎
行
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ヲ
」
ド
を
泊
川
叩
J
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駈
け
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ん
堂

r
h
J
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カ
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お
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、
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で
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〉
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岳
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叫
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述
べ
た
の
市
也
で
年
一
パ
は
ミ
を
六
阪
府
述
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仇
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＼
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述
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翌
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叩
ト
叫
い
工
、
弓
一
い
マ
の
一
に
uu
と
犯
人
伐
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古
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伐
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述
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h
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］
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／
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搭
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、
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［
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／
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、
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述
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＼
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－
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＃
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／
収
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司
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叫
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検
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叫
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な
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／
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h
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市
二
、
う
弘
、
日
も
私
も
本
件
l
h叫が
H
八刀

迂
の
も
の
だ
F

戸一門乙てよ
V

L
安
一
板
キ

V
一
一
、
る
な
ど

L
託
す
て
k
た
の
て

す
ら
：
り
、
れ
吋
対
ド
ド
よ
コ
て
と
力
内
有
桂
子
一
取
得
三
、
し
る
は
三
一
一
L
J
J
a
l

先
口
、
人
ノ
J

の
た
的
、
本
ρ

仁
川
出
を
可
川
別
に
よ
J

て
も
取
日
〕
た
m
w
c
、

京
什
一
地
】
ゆ
J

り
店
、
い
＼
r
a
p
－
－
」
い
つ
川
田
U
H
内
主
ー
回
を
世
μ
で
じ
店
）

ボ
ト
忠
一
人
ム
γ

七
ず
一
（

J
U、
机
！
日
に
そ
の
い
円
由
は
到
、
だ

J
Z
L
たー

に
ほ
口
の
け
い
ら
と

わ仏川
r
A
A

件
！
＋
泊
三
一
取
得
L
た
の
は
、
市
成

4
2
4
一

月

h
H
で、

知
人
E

い
の

W
か
ら
代
八
L
f
O
5
M円
て
」
れ
い
一
～
日
た
も
内
庁
、
河
月
一
、
リ

円
に
、
0
4

記
を
移
転
す
る
引
ζ

引
換
ス
に
〕
〔
一
刀
ト
打
を
え
官
い
ま
し
7

不
円
上
岨
は
、
私
小
v
h

吐で肯
I

J

一
－
い
み
建
築
山
川
係
勺

L
場
心
一
一
斗
く
に
あ
J

い、

掛
弘
、
快
走
場
に
F
3

－

T
ノ
か
と
者
J
X
W
L

縞
I
八
J

ま
J

た
ュ
寸
パ
一
品
五

1

九
一
、
プ
レ
ハ
ベ
プ
の
注
特
～
京
円
建
物
）
を
い
ロ
ハ
ん
ご
廷
内
へ
L
、
て
の

と
き
か
ム
り
ん
「
I

三
で
機
快
百
九
場
と

υ
t利
店

て

、

士

て

木
引
一
泊
ト
品
、
』
ど
と
む
江
川
へ
の
も
の
戸
（
た
一
ー
で
つ
と
す
が
、
久
日

間
て
こ
日
夕
主
わ
い
が
さ
れ
～
と
↓
1

／
一
日
以
却
り

z
dん

A
E
田
刊
の
ふ
只
長
約

百
を
よ
4

読
む
し
r

一
、
市
！
？
唱
に
「
木
戸
上
！
立
の
代
金
は
、
所
有
枠
弘
一
山
山

守一石川幹

f
役
に
支
む
h

l

こ
と
f

一
寸
る
と
あ
い
l

、
un
ト
守
一
川
が
さ
れ
？
に
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v

な
追
っ
七
一
」
1

少
か
ら
す
Q
L
一
、
木
片

l
出
代
ヘ
ム
は
支
払
打
れ
亡
、
な

い
は
す
ご
す

A

れ一、

wの
一
一
同
に
よ
久
恒
三
、
ぞ
も
そ
も
ヘ
ペ
り
竹
中
同
日
光
民

旬
、
約
守
は
、

B
m
m則
在
者
じ
見
せ
る
た
め
た
け
に
作
戎
た
も
の
で
、

実
路
い
売
円
一
す
る
青
山
凶

t
A
h
t
J
B

～4
な
h

っ

r
よ手
j

で
す
代
ふ
一
L

i
仏
も
な
く
、

π買
の
口
火
も
な
い
以

I
、
原
子
ロ
ド
コ
十
八
円
地
乃
江
h
y
何

者
に
な
る
令
沿
は
な
し
一
、
う
て
弐

C
Lヲ
ニ
口
w
が
九

T
B本
社
「
十
一
日
仏
を

民
、
受
け
る
ま
と
の
問
、
ド
汗
L

祉
の
い
凶
乏
人
代
需
税
を
A
h
J
F
つ
J
よ払

い
続
け
に
之
に
こ
ど
も
、

nn
か
所
ム
コ
守
に
な
っ
丈
二
、
こ
が
な
い
こ
〆
の

訓
怯
だ
と
同
じ

v
i
1
9

む
し
、
仮
に
ミ
日
間
円
売
目
、
わ
人
し
引
が
有
物
と
あ
っ
人
と
し
ど
も
、

W
は川、

A
カ
入
J

ヤ
式
立
と
！
八
月
二
一
じ
戸
ー
代
八
士
グ
｛
一
計
一
刊
で
本
件
l

v
取
を
非
へ
L
、
此
J

臼
を
行
川
、
そ
の
後
、
勺
弘
治
H
H

小
ら
本
件
厄
を
い
民

し
受
け
と
伐
記
ふ
一

h
A
J
）
一
二
い
る
の
一
J
q
p
F
J

十
川
件
ム
リ
川
町
I

叶
y
仙
台
付

主寸♂）占什小L
寸
は
、
官
山
本
件
l
m取
得
F
J
J
E
様
が
庄
内
H
℃
i
k
v
v
ん
こ
と
を
謀
よ

い
！
山
詞
J

て
い
る

L
Tーで！一
T
が
、
口
札
口
は
、
九
や
日
と
は
河
川
U

古
品
、
な

／、

W
し一丸、

B
の
出
係
や
、
口
仰
が
’
「
件
地
名
山
口
一
つ
こ
と
に
な
コ
た

託
料
な
ー
と
は
知
る
は
ず
も
あ
り
ν
一
二
一
ん
c

マ
よ
ー
カ
ら
、
そ
の
あ
ん
一
り
の

事
情
凶
二
五
の
rmIH権
ノ
ゅ
ふ
く
関
係
が
な
、
d
u

の
ど
J

一
芯
ぜ
ま
ナ
F

田町佼ト
L

吋
ム
到
の
I
刊
に
う

L
て
は
、
前
記
の
と
い
ね
ー
、
り
成
一

πι

末
？
円
一
、
私
が
木
作
包
功
を
建
一
三
ー
、
松
げ
甲
山
豆
地
と
と
、
利
店
、
不
作

l

地
」
三
次
〉
乙
い
主
こ
と
が
山
ん
汀
ぐ
す
か
ら
、
1
1
1叫
は
お

fZL成
h
F
l
v

八問ユ学辺i式験問題ヰド札

れ
な
、
も

σ
j
号、ぇ

f
？）

t
た、

h
，
が
、
時
効
が
成
υ

p
ゐ
ょ
と

ん
あ
つ
れ
一

J
L
一
fu、
弘
正
江
W
内
荒
川
川
市
川
以
得
ぃ
九
J
Eた
一
出

LX虫
、

あ
り
山
門
U

記
勺
取
行
も
吋
u

一
式

υ
伐
す
ゐ
’

T
Z一
か
ら

T
れ
ば
、
結
局
、

時
効
か
出
す
宇
る
余
地
二
な
、
〆
一
考
人
ら
れ
ま
す

［
魚
、
三
日
↓
パ
恥
枚
、
の
｛
守
主
経
過
去
託
人
亡
、
一
次
ゎ
各
設
田
↓
ず
い
答
、
〆
よ
。

な
片
山
、
夜
間
I
b
一
点
問
、
一
は
独
ム
ノ
れ
問
題
で
あ
る
「

設
問
1

広
川
日
開
、
一
均
台
い
町
1
1
、
事
件
収
物
、
た
ら
退
た
し
て
本

門
上
山
安
一
明
い
J

浪
j
p
f
z
l
出
求
づ
る
rmv
訟
を
提
担
ヤ
－
た

uh円
以
令
所
右
作
に
基
っ
し
工
昔
日
正
一
山
町
市
ト
ボ
を
行
っ
た
と
よ
九
、

J
h
t
］は、

hh
件
、
巳
特
者
へ
じ
で
は
な
く
）
れ
か
A
貨
…
惜
し
く
ゐ

刀おっふ
γ
件
建
物
に
＝
一

rv怯
9
7心
権
利

T
め
ゐ
J

反
論
J
h

一J

ヴ
ヱ
ー
は
、

こ
れ
に
川
L
、
日
カ
り
（
＼
山
本
内

T
ほ
の
宮
一
（
治
権
の
財
制
該
－
…

合
引
ぺ
出
♂
！
一
9
Z
R
u勺
ヘ
一
全
況
に
甘
ん
ヤ
ウ
／
仰
加
除
す
〆
可
抗
れ
川
｝
）

〆
て
張
？
を
、
レ
一
子
寺
三
に
い
P
Q

乙
こ
ろ
ご
、
一
代
以
八
一
多
、
品
に
忠
、
ノ
、
前
玲
の
出
火
件

γ
ぺ

L
f
l、
は
、
賃
貸
人
／
一
品
只
併
人
判
の
い
H

詩
併
い
弾
約
の
給
料
及
び
川
口
λ

約
に
根
づ
く
引
は
ご
い
加
y

＼
何
が
必
要

hr
！
二
、
亡
、
次
の

川一円必告、二
i
h

川吋
J
L
P向
4
Q
ぃ

一人
F
H
凡
〕
竺
党
人
に
齢
J

ぽ
権
が
認
め
ら
札
ゐ
ト
は
1
m
w

市

νイ
に
日
常
柱
J
P
F

衣
夜
、

r
人
は
宮
市
物
を
転
貸
し
た
二

r

、
山
山
一
告
J
一
yd
が
ゲ
爪
円
台
人
約
ド
基
づ
き
慢
用
収
，
1

J

た
こ
と
、
が
そ
れ
ぞ
礼
直
吉
で
あ
ゐ
ド

〔

υ口
元
〕
貨
同
同
人
い
叫
叶
除
4
F
r
E
L
認
の
ム
れ
？
の
じ
川
、

r
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ー白
Z
1
v
営
情
物
を
使
用
収
益
J

七

4
1
少
一
、
ふ
一
あ
ニ
右
の

市
山
用
収
咲
い
か
貴
信
人
の
巴
〔
】
に
月
つ
）
＼
こ
と
、
が
そ
れ

ぞ
れ
巳
要
で
あ
る
し

川
刈
（
主
ヰ
1

J

H

戊
ひ
、
E
～
祝
の
ラ
、
れ
Pザ
L
L
P
Pり
y

J

よ九十ト
H

h

L

リ

夕
、
両
日
抗
弁
主
記
載
〕
、
一
C
内
よ
ー
に
記
改
1

7
洋
出
を
筒
淑

に
山
一
山
町
村
よ
い
て
の
際
、

U
D
C
問
の
譲
淀
川
肌
伝
一
足
以
契
約
が

ど
の
よ
J

に
山
巌
刊
す
h
れ
士
か
に
つ
い
ζ
も
刊

1114q

j

よ
c

な
お
、
ぷ
浪
相
以
心
心
的
問
問
戒
に
J

L

く
は
旧
一
隊
約

構
成
に

υてJ
て
牧
斗
け
す
る
一
、
ー
と
ロ

円

A

（A
4
v－J
υ
ームヘノ、
B
～呪

教
J
L
t
c

円
寺
、
x
Iけ
の
長
知
を
簡
潔
ト
一
叫

リ山凡ロロワ」

＝H札
口
i

いmw
口は、

υ
o
h
h
L
、
本
件
伊
江
物
～
収
土
L
J
トト伴
J
f
H恥

ム
ヂ
一
明
け
波
J

：－
Jを
イ
清
人
の
す
る
一
許
可
同
会
副

ι1J
丈
｛
な
お
、
一
訴
以

引
保
刀
法
的
構
i
M

叫
に
つ
ど
に
は
問
会
枠
的
構
成
に
守
一
っ
て
い
引
討
す

人
V

ご
と
J｝
〔

4
7）
え
ら
れ
み
一
前
訟
物
心
っ
ち
、
ば
山
に
こ
コ
ご
有
利
で
め
る

と
4
T
J

ハ
λ
れ
る
訴
よ
将
一
勺
を
選
択
ぶ
「
一
、
そ
の
訴
「
山
初
土
一
J
L

裁

u
ぺ
i
れ一、

ι
乃
訴
訟
物
を
忍
r
h
L
I
辺
ー
一
オ
筒
訂
作
に
「
ヨ
ル
技

£
よ

恥
山
紙
つ
」
（
事
汁
た
は
γ
逃）

出
血
J
J
U

、
ヴ
出
川
L
↓ロ
μ

ハノ

H
、
好
5

、
A
ず
F

÷

川
刑
｛
左
門
？

土
UV二
台
熔
ヘ
ノ
｛
同
i
、
原
ぺ
口
を
所
有
者
ー
と
寸
ゐ
…
町
民
位
浮
↓
町
立
記
が

さ
れ
た
、
川
戊
六
年
日
一

U
U、
日
／
一
の
刷
で
、
同
岡
を
い
川
日
か

ム
一
コ
午
、
雪
久
山
口
封
ー
パ
万
円
、
敬
パ
ム
五
コ
方
円
、
建
物
一
所
長
い
h

い
的
円

桁－
f
C
1
件
十
地
モ
託
甘
す
心
同
門
川
契
約
を
締
結
L
、
太
作
地
本
一
日

に
引
き
昨
ん
し
た

日
は
、
平
成
叫
ん
十
二
月
い
、
本
叶
一
治
上
ト
ー
一
也
一
制
定
て
川
建

物
へ
T

八
件
犯
物
）
を
建
設
に
、
す
i

円
建
物
で
卜
守
人
L
J

〆
共
に
士
市
を
飲
め

よ／
h

木
件
mu功
ド
一
～
一
、
は
、
川
H
二
一
斗
？
、
れ
を
所
ゐ
者
と
J

石
川

合
権
涼
仔
川
口
一
一
L

が
さ
れ
と
J

日
は
、

i
成一
f
パ

ι
号、角川
J

ら
、
此
来
か
コ
打
つ
ご
い
た
相
羽
hnM士不正

由
業
の
ふ
ん
7
2
1
繰
り
い
J
F
F
る
よ
う
！
な
っ
、
ド
成
一
七
年
I
パ
月
一
ハ
）
円
、

「
に
片
l
ど
本
汗
建
物
を
ぷ
枝
川
県
に
川
川
、
l
ど
じ
か
久
ハ
、
U
U
μ
～
H

J

デ
、
弁
，
I
羽川川
L－
月
一
ハ
一
円
、
利
己
年
目
h
A

へ
刀
ヮ
約
宅
一
二
判
い
リ

ヂ
ん
け
た
本
件
建
物
」
川
一
、
に
一
凸
、
ヮ
味

L

」
年
五
月
一
一
凶
寸

M

H

一
リ
一
コ
リ
町
議
浪
担
広
大
込
県
出
〆
一
J

（
合
所
有
れ
義
人
〆
す
る
市
右
一
宅

移
転
v一
以
記
が
さ
れ
ど
P

日
て
ん
J

の
、
牛
丸
山
へ
の
↑
十
ば
」
ノ
リ
司
、
ノ
t
d
P
4政
こ
比
ハ

γ干九

件
玖
功
九
込
山
川
亡
、
犯
に
ご
－
F
件
J
9
7
ゅ
よ
つ
に
な
ゥ
i

に

B

J

円
山
、
十
件
建

物
を
出
る
町
内
に
、
件
J

に
ど
い
速
約
千
と
る
こ
ト
r

は
J

J
な
A
P

っ
と
）

波
／
一
］
以
、
い
？
成

J

年

二

札

口

口

、

c
t乃
同
て
、
清
ね
い
ほ
前

」
万
刊
で
羽
限
内
定
心
な
く
本
件
建
物
主
主
刊
す
h
v
u
l
の
三
月
コ
仙
制

約
を
ι油川和
L
、
川
契
約
｝
荒
づ
き
本
叶
建
物
円
引
ト
一
M
L
を
叉
汁
、

M
H

／
ノ
リ
か
ら
T
A

件刊
rk
物
い
－
R
仏
J

ご
い
ゐ

木
作
土
え
の
J
h
代
は
、
日
以
ヂ
本
件
建
物
に

K
n
d
f＼
け
た
ギ
戎
七

月
ま
で
は
、
日
ぺ
J
U加
と
の
飢
行
川
川
町
に
民
ハ
ウ
し
、
ぞ
れ
v
J
川
町
ほ
ー
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八問ユ学辺i式験問題

院
パ
ー
が
日
ち
立
一
、
「
d

E

の
《
訳
行
い
川
～
毎
月
有
h
，
円
を
邑
八
J

J

、
二

り日一一
ζ

の
再
結
？
？
】
リ
い
じ
を
じ
乃
版
行
円

W

L比企
1
1
支
払
つ
一
」
い
る
3

占
け
小
土
ー
は
、
ポ
ド
吃
一
八
似
二
円
、
不
作
注
物
に

Jfiん
や
り
ァ
ヲ
川
被
川
ー
が

um
江
し
て
い
る
こ
ノ
を
叩
り
、
え
の
役
、
登
一
U
C
A
Z
嗣
べ
、
本
斗
建
物
mu

所
有
名
友
人
が

E
と
な
J

ご
い
る
所
有
格
的
情
「
い
な
コ
叫
が
ν

れ
て
い
る
ご

：
一
日
万
戸

L
一
五
土
ふ
／

セ
ニ
で
、
阪
パ
口
弘
山
、

v
成
一
八
牛
I
け
月
二
古

H
、
E
にハメ

L
、
民
η

〆
一
巳
到
の
下
作
よ
迎
mv

宮
山
円
相
主
コ
バ
ル
1

河
l
泡
の
日
惜
推
力
主
断
一
ぷ
浪

士
引
出

M4除、
q
L旨
応
急
り
J
一
市
を
に
℃

V
比

較

憲

法

論

松

v
h刊
時
J

投
校

ヘ誌は問い

以
掲
げ
る
文
ど
は
、
一
ー
ん
ん
ム
午
力
刊
一
一
ハ
口
に
↑
イ
、
二
一
店

憲
子
え
判
一
止
が
下
1

之
、
い
わ
ゆ
る
一
！
？
I
Z
主
判
次
円
事
交
の
慨
す
r

と
刊
行
で
あ
る
こ
れ
を

d
pれ
で
次
ハ
ニ
一
コ
刀
聞
い
に
主
え
な
v

〔ザ
d

一

「

字

u
r
u
t
－
－
乃
】
r
で〆－

R
禄
円
一
！
付
け
が
け
弘
、
六
人
止
し

た
と

k
i足
す
る
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る
uuμ

り
で
は
な
い
れ

J
F
M
J
う
ご
、
キ
川
ス
款
の

ヤ
れ
J

f

k

さ
J
h
o
h
J
ん
ダ
り
、
ヘ
r
H
L
の
Jd
牧
民
救
育
パ
j

佼
と
の
字
か
み
の

設
置
U
、
A
A「
法
叫
条
成
仁
川
す
る

十
字
れ
の
設
L

削
川
川
、
ー
リ
ス
～
款
の
山
親
と
ん
で
尽
の
怠
極
的
立

信
仰
の
自
立
正
斗
化
寸
み
ち
の
で
は
な
い
一
語
拘
前
半
H
仰
の
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あ
λ
ゆ
る
宗
教
を
信
じ
る
者
門
口
広
障
三
山
似
て
こ
匂

百
戸
内
日
同
の
茶
火
砕
～
）
そ
V
ノ
政
者
を
深
み
し
士
ノ
」
す
る

L
一りで

あ
る
ヱ
午
、
て
こ
の
f

」
山
じ
関
わ
る

m
v
p
d多
数
次
ぼ
刊
に
よ
J

一、閉

山
j
J

：rも
心
で
は
な
s

九

V
校
か
宗
款
の
授
業
、
浮
い
松
の
相
り
キ

と
三
段
誌
な
ノ
什
干
か
行
、
つ
は
吋
八
口
む
丘
注
の
原
刈
を
弘
ご
庇
六
千
芹
引

に
な
ら
な
い
よ
フ
円
配
書
店

υ

なけ
v
れ
ば
な
つ
な
勺
ー
ヰ
ィ
弘
、
円
川
1

八九ム

ャ
心
者
川
忠
清
を
，
て
会
に
抑
圧
し
、
キ
リ
ス
ト
投

ω
信
仰
を
も
円
三
日

が
、
宗
教
の
町
刊
の
任

z円
引
汗
三
け
で
な
く
通
常
れ
ほ
去
一
公
L

も

mu
勿
品
川
悼
の
で
と
で

i
一
と
が
で
主
ゐ
J
う
1

1
る
ニ
ム
は
実
践
的

笠
ム
い
何
一
の
川
県
午
に
も
一
足
T
る
こ
ζ

に
戸
ご
ω

資
札
川
町
ノ

y
E川
共
和
国
主
不
ム

wv
行

法

救

済

法

長

柿

引

吋

数

一

向

日

次
的
丈
立

7
一ー一
4
］
を
ム
凶
し
て

hp」p
人
山
刊
に
応
ス
な
さ
い
け
。

〔

l
］
入
一
悼
B
市
の

H
h
h谷
を
時
め
立
て
て
存
宗
廃
念
物
最
部
処
甘

湯
本
一
点
J
4

一
す
る
計
匡
を

P
が

J
J
＼
二
一
日
〈
い
ア
I
4
九
月

H
に
A

県
環
境
パ
1
J
U
山
部
民
主
均
刈
前
謀
じ
事
計
判
ぷ
に
行
勺
た
と
こ
ろ

A
l
h職
員
…
主
1
A
1
1汁
杢
末
尾
来
初
速
7
L
P
思
出
町
導
dh糾
（
円
資
料

キ
｝
が
あ
る
干
〕
」
を
J

寸
抗
し
と
、
安
杭

γ
従
、
て
地
L

九
件
氏
に

対
す
る
え
別
ん
一
号
打
J

い
、
必
更
な
中
小
託
子
W
L
L
y
↓
討
に
、
い
心
八
の

日
日
川
ご
公
市
戸
町
H
協
～
を
純
ね
す
る
J
X
ノ
指
葺

l
れ
J

そ
こ
ぐ
、

p
u
、
高
宇
人
物
の
処
珪
茂
び
治
円
仰
に
｝
叩
…
ー
す
る
法
伴
｛
以
卜
、
一
将

来
初
処
担
法
L

ーとい
1

J

に
よ
っ
て
校
m
h
J
日
川
請
ト
£
要
レ
一

さ
れ
る
環
北
川
勝
特
許
制
主
力
戸
叫
続
を
進
め
な
が
ら
、
一
一
）
一
〉
打
斗

士

ゴト、

（
ノ
一
月
以
降
、
地
J

什同市ヘ
r
お
代
十
令
1
Q
つ
L

何
人
古
ん
に
を
数

U
一

れ
れ
一
コ
て
行
り
た
局
、

Q
ら
カ
｛
勺
h

人
ア
く
一
正
併
を
行
ら
れ
な
か
J

h
仁

t
d
、
F
は
B
t凡
の
パ
「
治
域
応
課
協
議
を
「
↑
I

た
結
呆
、

コ
ベ
一
ハ
年
一
月
日
付
て
九
川
、
れ
市
、

pi
を
ψ

「
事
者
亡
す

る
公
害
丸
山
込
山
古
川
ゾ
締
結
さ
れ
、
一
資
料
2
T
J
Aド
何
処
八
ん
鳩

山ザ
i
r
t
v
－れ一＼
ν

る
む
は
み
注
浮
い
が
（
せ
め
h
v
j
h
域
森
払
！
訂
ー
州
の
村

山
家
出
羽
て
お
り
、
岩
山
以
内
F
一
心
に
は
存
店
尚
北
汽
川
川
地
必
】
号
、
て

あ
っ
た
た
め
、

F
は
、
二
円
、
ノ
六
ノ
？
戸
六
戸
に

A
1
1外
林
保
土

誌
に
伐
的
開
発
司
り
山
下
一
市
を
行
一
れ
1
y

こ
九
e

九
L
r
k吋
布
深
主
謀

長
、
九
は
山
川
棄
物
処
川
一
山
ー
の
許
川
U
U
符
ム
れ
？
の
日
日
山
一
し
こ
な
〉
一

〆
三
一
に
詐
日
？
を
汗
っ
と
刈
谷
ぷ
八
C

そ
こ
で
、

F
は
、
二
一
パ
い
J
O
ハ

つ
＝
月
八
回
い
、
日
一
除
問
許
川
川
誌
に
Y4m号、な

2JFhv－
些
ズ
た
i
、

A
以
に
け
刈
d

ぼ
終
川
口
h
V
山町山中ス置
F

川
リ
山
荷
を
行
お
う
と

LJjよ
一
こ

ろ
、
相
υ「
勾

A
日
防
長
初
日
門
前
点
長
主
は
、
公
害
防
止
羽
毛
仁
は

史
新
を
均
パ
ー
ト
ヲ
マ
ヲ
工
一
ぜ
い
規
定
削
れ
て
い
る
～
7ζ
を
弁
摘
し
？
に
、

主
制
I
L
t
勺
つ
ど
抱
川
住
民
の
承
認
士
得
F

か
ら
け
i

訪
を
引
っ
品

情
ぷ
J

た
い
方
、
仙
川
元
往
式
Q
、J
は、

ωru
分
場
1
一
片
山
ー
か
計
四
ν
A

れ
て
い
る
地
点
は
」
古
伝
叫
円
以
品
」
戸
、
あ
ん
、
地
惇
が
も
ザ
ヴ
＼
地

日
日
な
ぜ

iT1h－
民
一
恨
の
矧
パ
北
地
帯
で
32
？
」
ー
ム
、
同
ド
川
内
仁
日

パリハヤ
h
A
V小、川のず小
J
m
て
あ
る
級
河

H
n
Hの
支
流
の
源
流
F

一伴奏

る
玉
］
有
パ
マ
怖
が
あ
り
、
町
一
分
場
に
い
ね
い
て
油
滑
八
ー
や
今
ん
売
の
山
閉

山
主
等
に
よ

φ
l
石
流
が
発
バ
f
υ

た
川
崎
台
に
は
容
易
に
品
川
ま
ご
い
山

？同
l
た
十
円
附
が
品
川
ョ
＋
乏
し
う
る
こ
い
」
ド
の
ん
引
門
日
ト
は
仙
刊
町
内
に
お
い
い
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て
注
法
な
寄
世
物
弘
理
を
行
つ
七
と
さ
れ
る
廃
世
物
処
理
主
R
の

手
十
円
式
市
入
内
主
れ
と
お
「
f

、
ド

rι
仏
に
主
張
物
処
一
千
乞
行
う
以

肝
が
企
い
こ
と
な
し
一
を
現
町
、
／
｝
〕
ご
、
ミ
川
県
こ

E
j川
に
パ
刈
v

設協同

与一川川山内
L
丸
心
却
u
I
E繰
り
J

一九〕した
ι

＋
ぷ
山
比
一
九
泡
で
、

p
t
が
九
日
出
prudを
伺
川
イ
い
と
弘
ご
え

γ／
き

と
の
よ
う
ヂ
J

弘
、
山
刀
可
能
か
、
そ
の
成
出
H
ρ
V
P匂
現
世
間
的
問

υ日
7
前

QJt

八問ユ学辺i式験問題

こ
の
一
号
町
て
、
ハ
？
っ
8
1一
日
早
口
許
ロ
ル
司
止
J

4

人
い
孝
之
た

と
誌
、
こ
り
よ
ノ
な
法
的
「
段
が
可
能
か
、

Q
λ
カ
品
川
ん
↑
一
ヲ
父

さ
山
川
l
f

人
加
し
ぶ

〔フ」

A
一与は

P
に

礼

三

（

lctハ
ん
「
七
ド
ハ
一
口
仁
〕
ん
、

u
h
疋
刑
↓
4
f

業
廃
棄
物
旦

vrh一
げ
場
、
ζ

し
て
町
長
終
一
川
口
労
場
設
出
計
川
及
び
峠

地
開
発
F

「
山
リ
士
む
つ
1

0

2

土」

A
♀
ー
木
4

務
以
長
A
3
H
、
r

内
山
小
＋
円
、
長
づ

d
、
川
口
μ
い
い
で
用
地
内
刀
回
会
水
路
の
川
間
八
日
略
止

シ
一
r

J

J

：

む
J

こ
の
段
配
で
、

Q
ら
つ
い
A

の
処
分
場
主

π
7｝川
l
dょ
っ
〉
一

一9
4
とおパ、

y

の
ふ
う
な
法
的
手
段
が
円
能
か
、
そ
の
成
白
レ

か
治
る
辺
ヘ
h
v
u
h
u
h
J乞一ぶ一汎ご
o

－

〔
リ
］
つ
の
処
分
場
去
成
L
事
ゐ
一
方
l
J

－、

U

U
じ
午
六
月
か
ら
同

主
物
の
披
ヘ
ノ
旦
す
が
開
始
さ
れ
た
が
、
川
1
〕月

C
H
いわ
D

日
目
J
7二
取
っ
J
J

丸
山
千
夜
、
｛
円
い
よ
r

ぶ
件
処
刀
ほ
の
い
矢
不

μ約一人

に
h

い
い
、
木
作
み
ん
ノ
ム
堤
が
部
分
損
容
し
、

4
7正
使
な
l
口
比
三
官

パ
し
え
そ
の
人
め
、

nよ斗川、

1
県川
m
u
d－
害
仁
よ
い
l

J

史
水

μ肝
沢

,, 

ヰド札

の
L

グ
メ
視
の
的
一
化
半
J
j
q
L

行
っ
た
こ
σ
I
Y
主
、

Q
ら
が
お
川
町

不
質
苅
デ
乞
行
っ
た
こ
こ
ろ
、
検
＋
M
X
れ
る

h
Fの
2
い
川
鋭
化

合
物
が
環
境
系
市
を
M
也
九
て
ね
川
さ
れ
た

Q
ら
は
ミ
「
ぺ
及
円
一
日

一日に
U
A
L
、
本
咋
JML九ω
勿
の
羽
上
hhを
山
じ
入
れ
た
が
、

β
告
は
、

司ー一

f
A
U
巾
ド
ぃ
M

し
ヂ
＼

ρι
か
ら
口
組

J
E一
い
、
つ
め
一
料
開
ヘ
、
何
ら
ア
、
令

足
以
内
山
町
、
は
な
L
と
え
九
れ
る
こ
l

炉、

υ

ド
リ
刈
し
法
令
書
也
、

す
る
よ
、
指
導
し
と
旨
内
也
記
提
供
カ

h
わ
れ
た
に
μ
い
ま
っ
た

こ
の
没
陪
で
、
ハ
比
り
ふ
U

？
の
庄
立
続
汗
兆
一
門
川
札
止
ャ
－
J
、7f」J
9

2
心

J

3

e

の
よ
う
な
法
的

T
段
均
一
一
能
か
。
そ
の
成
育
か

よ
れ
γ

る
』
門
前
向
～
問
思
考
品
川
1

レ
ペ

［

i

L

P
に
よ
守
ふ
作
協
分
川
崎
仁
お
け
る
阪
女
物
処
理
は
子
主
通
り

ヘ
－
一

1
日
η
J
L
木句、終，
J
L
f

ム

C

ヘ一ヰ
L
h
J
μ

ら
、
本
件
～
川
U

V
域
活
ノ
＼

γLirC
ず
る

ιい
い
い
の
問
に
丸
一
飢
巾
1

耳
の
な
し
か
あ

7
7」一

状
が
U
V
1
J
三
一
札
ゐ
よ
）
ド
な
っ
て
い
ー
が
、
〈
ハ

ιー
ド
本
件

処
分
持
沢
く
の
也
氏
↓
＼
地
「
水
f

口
市
川
vru

ト
飲

η
水
こ
し
？
に
オ

m
m
v
y
L
た
Q
か
水
却
中
I
苧
」
認
定
＼
し
れ
ど
死
i

」
T
る
に
主
て
、

木
位
処
分
場
合
り
の
水
以
内
染
の
u
d

カ
門
川
ま
り
、

A
F小
か
前
官

l
t
J
ニ
ろ
、
見
立
L
V九
円
口
カ
｛
つ
よ
同
点
店
内
ぺ
d

銀
注
有
牧
が
J

元

1

J

か

九

戸

は

り

↓

月

に

削

yjI一
亡
い

千
7ヂ
π1 ,, 
日じ
β〉

,, 
c)) 

成ヌて
凶

プj、

叫
日3
問
lH 
ち

三人
川好

」；
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7二、ム
' i三

Atし

：、 i

江

こ
の
主
活
て
、
仏
の
透
践
と
地
一

ι、
什
民

h
y
の
よ
う
な
ぷ
お

な
お
、
併
一
件
に
あ
た
り
と
は
も
ヘ
ペ
川
市
内
事
務
を

Ej一hリ
が
代
わ
〉



て
行

1
7
は
な
い
と
仮
定

y
る
よ
j

コ
ー
ナ
、
品
段
間

σ
一試

山
口
仁
川
訂
以
門
す
み
に
あ
と
っ
て
、
前
段
升
に
山
引
い
F

ゐ
J4ょ
に
川
町
し

、
佐
川
川
日
陀
勺
民
間
マ
才
一
位
－
な
い
判
ふ
叫
が
山
山
さ
れ
、
硲
定

し
て
い
る
も
町
ど
仮
定
す
る
一
、
y

－

F
H
H

一

Lm室
長
庵
者
物
活
止
処
理
首
導
安
制
～
抄
一

一
事
業
計
川
芦
心
徒
同
一

約
六
条
処
迎
ヰ
ゲ
一
仇
私
利
生
寸
は
、
机
日
一
思
山
J
1
一
パ
（
村
山
川
事
業
私
引
が
か
刑
事
主
川
崎

内
一
試
置

J、
当
該
持
小
川
市
下
弔
心
有
力
ら
H
1
ず
る
F
J
主
出
荒
物
の
み
を

処
と

γ
る
も
乃
を
除
く
以
一
九
I

～
｝
の
－
い
お
い
こ
同
い
〉
の
波
山

ソ
人
は
よ
刀
悟
μ
一h
t
R
v

ノ
パ
巾
税
収
の
変
更
悼
む
桂
J

く
は
川
町
枝
ヮ
定

一
処
川
施
な
の
投
置
付
斗
〆
｝
い
う
J
f
L
ょ
う
と
す
る
と
主
は

ゐ
っ
か
じ
め
、
生
活
環
境
円
以
士
以
凶
号
石
市
下
山
引
に
ハ
い
て
必
要
な

認
査
を
わ
い
、
次
に
掲
げ
る
4
沼
を
一
お
殺
し
工
克
禁
物
処
主
従
設
百
一
U

E
半
H

玉
川
凶
雪
以
「
事
ヰ
末
日
制
吾
、
〆
一

T
j
J
h／
一
戸
山
手
心
提

出
J

、
山
山
吉
宮
上
九
い
を
す
げ
な
け
れ
ば
な
り
な
い

山
氏
名
又
ご
白
称
北
町
J
H

一什人
V
び

L仏
人
に
あ
》
ご
は
、
そ
の
代

」
一
向
告
の
氏
名

フ
一
一
九
M
什一抗試

ω衿
足
止
？
当
該
川
同
時
施
設
ト
ぶ
い
て
L
U
刊
判
官
ナ
る
咋

業十市一一一一防爪円川内お

m

M

m

一
出
品
一
試
の
泣
泣
山
場
一
昨

処
門
戸
抗
設
の
川
浩
石
町
九
川
力
｛
山
「
訟
込
山
別
一
世
設
が
け
な
終
処
分
場
一
、
あ

今
~ 

ソω
場
λμ

に
み
つ
て
は
、
出
烹
物
の
川
告
す
一
rufA
円
引
に
吹
さ
わ
右
渇

f

川
内
由
一
泊
し
反
ぴ
迎
式
給
量
｝

h

処
理
的
誌
の
位
店
、
博
己
九
九
J

の一日
A
E
に
閉
す
る
一
£
両

川h
v

L

一
接
抗
訟
の
維
持
佐
述
内
関
す
る
引
出

f

t

H

必
ア
援
物
乃
川
市
終
処
一
九
川
崎
ず
あ
ノ
ω
川
崎
台
に
あ

r
C
H

災
当
初

ι

う

ふ

ろ

う

i
町

fi
／

α
／

υ
二
μ
T

川
町
に
、
山
花
L
J

投
ア
坑
却
μハ
寺
山
足
元
方
法

ソ
品
、
本
物
刀
M
U
F
M
b
庁
地
で
あ
る
川
崎
へ
げ
に
あ
っ
ご
は
岐
フ
処
一
分

の
副
－
止

山
川
氾
主
流
設
に
－
l
山
、
る
ヲ
1
4
t
物
の
隙
ヘ
及
門
様
川
の
時
間
及
び
L
J
「「

ド
一
閃
す
る
事
用
J

斗
着
工
、
i
f十可
U
及
び
便
貯
山
間
始
T
L
3
1
月
H

ほ
ふ
の
山
勺
J

h

山

τが
必
曜
と
必
め
ι
h
w
M
7

羽

山守宅」日

E
芦
に
は
、
市
ヘ
に
お

YFQ吾
川
引
比
び
M
I
Z一を
添
い
〕
J

な
け

れ
ば
な
f
ー
な
い
「

i

止
治
環
境
の
v
h〈
L

の
た
め
の
拾
世
及
ぴ
一
も
の
効
哀
を
明
、
つ
与
に

J

？
1
 

〈フマ
4
8
L来日吋

山
山
川
u
h
u百円七小説一け百一謡史一ァナケ

L
士
ノ
す
る
地
乃
付
～
司
法
版
本
一
川
下

九
hn
に
T

ヲる中戸町引

t

L

U
弓
ト
川
訟
の
市
一
早
川
一
一
を
す
る
こ

r
に
つ

iL＼
別

uo
の

厄

に

ψ

例
年
、
一
ヲ
る
－
地
内
下
町
有
者
泣
か
法
律
上
の
払
河
原
に
甘
ハ
づ
主
現
ト
L
Y
4

尚
一
陣
懐

r
る
l
定
を
慢
出
ー
し
て
v

る
お
の
ホ
ぷ
を
仰
い
て
し
石
、
卜
y

f
町
一
ム
か
ト
よ
る
菩
伝
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八問ユ学辺i式験問題

小
そ
円
他
知
山
宇
治
、
h
kレ
一
認
必
一
ゐ
書
泊
泣
い
川
、
図
戸
川

現
地
封
刊
t
J｝

お
じ
条

h

宇
は
、
乍
業
日
岡
市
円
F
J
提
出
が
あ
っ
プ

Y
E一
は
、
必
要
に

応
J

、
北
地
話
公
を
一
り
ー
も
の
と
す
る
ι

一
完
係
地
弐
引
鴻
～
A
M
一

沼
八
条
処
埋
業
V
引
等
は
、
処
思
ぬ
一
J
M
の
一
雨
量
ー
が
生
戸
｛
珠
長
ト
v
M止す

を
R
f叫
す
お
を
J
U

円
J
的
。
恥
域
で
あ
っ
て
V
1
7
J
州
地
域
円

q
え
い
や
ョ
L

亡
事
ち
オ
ロ
町
書
山
弁
ハ
ん
を
羽
却
す
る
ご
と
が
適
当
二
百
川
め
ら
れ
る
訓

在
一
以
一
山
係
た
h

一品」レ一

v

エ
七
一
昨
設
定
に
〔
切
で
問
係
灼

域
日
以
疋
協
談
召
さ
知
市
〆
ト
ル
ベ
l
刊
し
、
協
一
誌
な
打
れ
ば
な
ら
な
い
「
山

2
m事
は
、
関
係
泊
出
品
校
＼
心
協
一
読
青
の
提
山
が
ふ
つ
え

3
μ

閑

日
間
い
山
口
市
川
を
何
特
オ
ム
ヱ
川
町
村
長
以
二
以
係
計
町
村
長
一
／
一
i

－
一
一
九
、
了
だ
訂
間
程
R

M

U

明
弘
v
池
波
設
定
協
一
市
吉
町
川
J

J

ふん1
主

え一

1
4
J沼
崎
山
叫
の
仇
ヘ
モ
う
に
担
zmd

つ
告
じ
九
f
d
聴
ど
れ
の
レ
一
ー
す
る
c

説
明
会
門
店
催
）

お
ん
ω
条

処

坦
4
d

一じ行止
J

は
、
出
主
ぷ
一
辺
の
説
疋
に
よ
み
協
議
が
政
争
J

ど
と
え
は
、
問
日
州
出
足
の
い
円
丸
山
川
ブ
マ
v

て
事
幸
司
ー
出
告
に
つ

υ
て

の
説
明
会
以

7
一M
4
3
J
九
九
一
い
う
一
を
抗
出
L
な
り
れ
ば
な

つ
な
い
）
丈
島
J

1

し
、
問
係
以
域
内

K
域
内
に
山
町
ん
す
山

tt7る川市

コ
な
山
福
山
仰
が
な
い
f
z
u
m
、
関
係
地
常
的
ド
域
外
に
O

U

J

～
開
催
す

る
｝
｝
〆
一
い
か
で
ミ
一
ゐ

2

処
理
兵
員
み
は
、
説
明
会
を

m
k
tる
と
主
は
、
あ
ら
か
じ
め
削

宅
J
P
M
E
日
ん
を
沼
い
と
ん
七
日
出
い
催
予
定
何
日
時
佐
川
J

明
げ
を

U
小、

W
山

ヰド札

半
及
川
間
係
布
町
長
い
週
明
一
9
4
と

1fuに
ぷ
叫
／
十
ハ
を
問
氾
一
9
4

旨
及
び
次
に
川
市
川
げ
る
耳
目
九
ナ
ニ
恰
地
域
円
作
氏
ト
日
句
す
る
糸
の
と

す
み
の
え
れ
ソ
入
互
い
柏
古
び
い
法
人
に
レ
ぬ
っ
て
川
ぞ
の
打
口
氏
者
u
r
入

ケ
臼
山
ポ
全
日
刊
4
戸
の
一
時
起

が

4
L－
況
を
う
包
リ

；

R
F
J
l
J
U
事
ド

説
叫
ん
古
刀
一
昨
及
び
場
内

3

いい～引
FF
業
hvhu
寸
は
、
少
々
に
＝
7
め
f

n

市
1
9
る
こ
と

F
7
き
な
い
日
在
住
ご

説
町
会
を
同
法
よ
る
こ
と
が
で
之
な
い
場
人
い
い
は
、
当
ー
ザ
説
明
会
手

間
博

r
ゐ
乙
」
九
」
布
子
－
な
い
ー
こ
の
川
崎
台
、
処
理
川
主
hMMT
寸
は
、
事
長

引
広
吉
に
つ
日
て
、
て
の
渋
川
久
令
長
特
1
た
臼
早
川
認
の
疋
布
、
ー
の
他
山

方
一
去
に
よ
っ
同
片
付
い
地
主
の

ιい
い
い
に
は
知
、
デ
ミ
ょ
う
努
め
と
守
れ
ば
ん
m

b
な
ぜ
ハ

イ

処

F42ぢ
が
寸
仏
、
て
引
j

…一J
r
t
A
W
h
h
j
い
て
、
次
に
掲
げ
心
吾
川

立
山
崎
を
得
ゐ
ょ
っ
ム
…
め
な
け
れ
ば
な
、
り
な
し

γ

関
係
川
城
山
｝
口
治
会
の
代
表
f
L
じ
又
は
間
派
引
！
l

山
一
計
布
告
存
在

す
る
持
行
へ
そ
の
叩

f
ム
一
円
一
八
ん
円
以
卜

J

時半ねげ
r

棄
物
処
川
施
設
以
下
J

ヘ
災
一
方
川
3

最
終
処
分
川
崎
に
あ
っ
f
I

～は

法
治
人
斗
条
は
ド
一
晴
、
え
は
第
ア
バ
条
の
の
五
の
市
詰
～
か
か
る

討
に
い
よ
ν

）ーん、
J
排
ー
を
政
流
す
る
域
什
は
放
流
党
引
P
J
川、

水
路
等
の
活
用
者
（
出
止
は
治
方
公
千
八
同
体
の

ι
が
V
官
問
者
夕
、
わ

ら
場
人
い
を
わ
仰
／
「
）
、
一
不
利
培
長
及
び
漁
業
権
白

（取正法学l刊＇＂ 21¥li 12詰7 21）訂 l:



産
装
廃
常
功
込
間
同
庁
泊
）
一
立
す
の
一
点
雨
戸
巾
境
問
ト
際
芯
奇
る
抗
ペ
グ
一
昨

有
長
三
一
王
T
h

地
方
公
共
ヨ
作

r所
有
話
で
あ
る
が
ぺ
い
を

rU7
「）

立
は
ん
dH
担
者

込
思
議
主
等
弘
山
、
叩
事
此
ア
町
同
係
η
川
州
町
村
ド
ド
沼
一
一
収
り
品
別
人
J

完
危
状
記
日
報
J

口
玄
円
リ
ペ
び
徐
州
一
項
の
式
会
内
仁
志
了
ゐ
状
州
山
根
h
J
苫
ιγ
一日

出
j
f
付
け
礼
ば
ヂ
」
ゐ
つ
な
い
れ

一
山
下
町
市
社
ぴ
山
町
三
等
）

的
ハ
一
条
口
事
は
、
事
U
4
一一口丙ぃ青い
J

い
A

パ
l

沼
崎
誌
の
円
へ
了
十
円

見
厄
か
っ
、
h

比一一日
u～
到
来
在
寺
に
対
－

4
巾久子
d

指
導
及
び
助
言
を
行

こ
f
一f
J
v
C
主、

7
、い

2
m事は
、
訪
山
？
一
中
川
川
一
心
川
市
ず
r人
は
助

T
アイ
f
L
、
っ
と
す
ゐ

3
以

半

設
計
世
寺
門
い
つ
ど
、
山
川
係
寸
町
民
的
主
治
漂
市
川
の
川
叫
ん
ム
上
の
弘
治
元

ら
町
山
巴
1
～
を
阻
ヤ
＼
も
の
y
L
q

る
J

～引叶

L7Aひ
助
言
に
汁
す
る
山
川
浩
一
）

汚
名
、
処
丘
一
支
許
弘
一
マ
て
前
灸
治
度
内
是
華
文
は
河
川
が
あ
っ

た
と
主
は
、
J
A

」
訟
指
r
y
J
Aパ
vm
尚一

π
じ
全
コ
い
A

、巴

τな
い
相
官
を
詰
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
、

一
前
理
畑
山
引
の
似
主
に
討
す
る
協
定
の
締
結
一

沼

一

条

処

山

主

者

uT叫
、
関
係
山
川
正
λ

と
処
川
叫
胞
誌
の
一
ぽ
置
付
寸
に

つ
い
て
の
4

1山
裁
境
の
州
内
人
γ

に
隠
す
る
協
定
じ

τ
協
～

、つ一一

ι品川九日
J

〕
ヘ
〆
小
円
れ
ば
な
ら
な
い

2

処
理
兵
員
み
は
、
市
一
項
内
規
定
に
よ

η
協
定
え
桁
結
了
よ
さ

は
、
主
や
か
に
ι
h
m

市げに日…山
1

－b
l
刊
託
け
れ
ば
な
ら
ア
か
い
い

ノ

仁ミ

知
市
行
は
。
協
定
め
門
祥
円
っ
こ
に
け
弘
吉
な
山
知
専

A
Jノ
ω問
J
q
L
行、〉

こ
し
が
で
き
る
「

一
半
世
よ
待
査
勺
ヰ
日
了
一

協
同
条
知
事
は
、
必
…
州
立
す
キ
J
M
q川市I
九
条
の
川
肌
む
に
で
ゐ
刊
行
止

び
円
以
三
り
た
乃
規
定
じ
よ
る
早
川
会
行
ヲ
～
鳩
什
は
、
川
吉
之
E

凶辛門

に
係
る
処
刑
内
地
設
の
で
ば
百
九
世
J

仁
川
マ
る
事
計
審
な
か
終
了
〕
た
り
の

〉
認
め
、
そ
の
J

討
を
事
前
者
主
終
了
佐
知
己
ト
一
ふ
れ
当
該
yr
忍
ぶ
E

＃
に
イ
泊
町
ハ
二
F
J

む
も
の
と
一
一
。
ァ
匂
l

、以いい～引
FF
業
hvhペ
寸
は
、
包
店
十
円
荒
疋

Y
Fゐ
尚
加
を
三
け
た
認
で
な
け

れ
ば
、
三
ポ
司
丙
斉
h
h中
る
処
～
同
日
比
山
誌
の
社
1

山
p

寸
ト
切
る
一
仏
に
比
一
つ

ノ
ペ
け
一
日
灯
作
旧
J

ん
」
二

X
店
刊
号
北
処
川
同
ー
だ
の
校
m

ロ
等
の

I
宇
仁
石

T
I
て
は
な
ら
ん
怖
い
ι

第

久

人

叩

古
J

1

一同、

λ
へ
の
存
店
の
い
ず
れ
カ
L
Y
A
当
す
る
－
寸
い
け
刈
J

、

必
支
な
れ
い
将
一
を
誌
で
一
ヲ
吋
注
一
行
の
劫
川
口
L

九
百
ゐ
工
会
ご
戸
る
よ

山
約
八
火
ペ
弘
田
荒
川
の
規
｛
丹
、
よ
る
協
訟
を
－
K
ず、

ηん
は
惇
偽
の
凶

市会一ノ
J

ヮチ～古川

引
治
設
の
規
定
に
違
反
て
必
古
な
お
置
を
詳
ノ
な
追
っ
七

μn 

！
市
川
た
お
二
一
原
一
円
士
山
主
己
点
反
し
て
、
討
が
一
丹
時
請
書
1

、

リ
人
よ
工
事
告
ー
し
た
者

2

知
ト
一
は
、
刷
－
山
内
規
定
に
よ
ん
む

J
E一
安
打
一
与
が
山
「
談
役
守
に

五
わ
な
し
と
き
は
、
P
J

ワ
可
及
ひ
そ
の
叫
川
内
内
内
容
を
欠
点
4
4？」

ご
U
U

穴一九一九

つ
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八問ユ学辺i式験問題

｛
存
〔
川
町
ソ
一

日
延
矢
物
最
終
処
公
場
に
カ
か
る
公
J

円方

ι山
同
一
に
呉
川
、
封
一

j

へ
も
県
以
下
山
γ

p
一
い
う
よ
、
一
、
一
以

l
、
「
／
）
一
こ
い
：

及

♂

日

川

ぶ

τ
、
一
同
一
ご
い

j
t
店
、
乙
が

B
川
×
×
に

d
J叫
す

る
お
か
」
烹
物
恥
終
処
公
判
楠
一
刀

r
一
処
一
む
日
品
ど
と
い
う
一
じ
古
d

亡、

次
円
ー
と

hη
協
定
え
桁
一
拾
す
hvc

一
巳
的
｝

的
条
こ
の
吠
判
定
は
、
処
理
喝
の
恰
刊
運
営
に
担
週
す
る
の
ハ
主
」
及
び

ぬ一
h
H
出町
d
f

川
H
f三
一
れ
た
時
楽
河
ー
に
よ
る
公
害
企
防
止
じ
、
恒
三
戸
止

の
パ
前
環
壮
の
け
ふ
ん
手
を
阿
る
こ
ζ

を
ゴ
出
J

行
ず
る
h

一
処
理
問
刀

J1h卜門防ぺ川口

U
K）

明
二
九
人
／
い
は
、
処
日
喝
の
世
心
当

r
～i
l
f
り
、
公
戸
を
坑

ιど
る

ん
め
、
次
の
汁
村
一
？
ふ
ん
1
t
ヘ
脳
L
q
y
G
J

山
川
岩
見
防
止
吋
革

山
古
巣
坊

ι法
に
礼
九
円
ノ
川
胤
余
生
昨
季
一
J

川
崎
一
づ
す
る
」
と
も
に
、

L惜

花
北
怖
の
改
↓
ヰ
止
J

に
よ
り
阿
川
円
相
域
＼
の
英
r
一
ぬ
れ
折
山
山
川
一
討
の

叫
守
川
川
内
じ
い
京
ノ
め
る

山
て
の
ナ
山
の
白
日
）
」
門
吋
川
り
に
い
川
ー
一
肌

市
児
棄
均
的
処
刊
止
円
J

清
掃
に
凶
J
〆
久
つ
決
律
、
下
水
品
川
山
、
本
日

内
治
明

ι法
等
」
司
法
』
P
此
ア
ミ
叩

rfポ
廃
棄
物
活
止
L
U
刊
刊
一
ハ
指
導
吏

相
手
一
週
J
J
9
ゐ

沼

条

f
い
が
お
ば
け
人
札
f

令
市
ぬ
れ
指
吻
は
、
日
十
三
指
リ
ゐ
稀
門
却
の
も
の

い
m
W
A
る

ヰド札

治
同
条
乙
は
、
処
川
場
の
名

M
符
及
び
業
主
に
つ
い
ご
故
陥
円
す
リ

ヘ
ム
円
が
わ
V
J
し
ん
い
い
よ
う
吊
じ
円
J

肉
、
設
憶
を
行
い
、
主
張
い
だ
〆

長
官
、
部
品
等
を
交
検
す
る
主
と
性
能
別
似
寸
ー
し
努
め
る
f

2

ア
〕
ょ
、
役
山
心
小
い
た
川
雄
政
か
ら
市
巴
j
る
お
河
本
に
勺
一
、
〈
、
環

内
パ
ァ
装
笠
に
泊
ん
μ
よ
る
よ
う
町
一
珪
J

な
げ
れ
ば
な
ム
一
な
L

～
生
日
一
環
境
保
全
の
と
心
的
刊
か
置
一

川
市
五
条
内
ト
品
、
込
リ
一
場
北
原
凶
、
こ
す
る
μ

一J
川
山
立
舟
の
山
ん

i
内
主
円
中

ρ
発
止
す
丸
一
丸
山
礼
が
あ
る
と
ぷ
め
ら
れ
る
J

う
は
、
／
）
い
川
村
証
二
ぞ

の
1

叫
ん
山
発
パ
1
F
防
止
の
た
洗
笠
宮
な
以
追
を
い
ボ
ぬ
る
こ
と
が

C
支

え
も
の
ど
す
る
〔

一
半
散
が
川
i
じ
z
一
川
崎
会
の
い
M
m
一ヰ）

も
計
六
条
乙
は
、
ぃ

rqU一
鳥
山
花
伐
に
故
涯
、
似

ιケ
↑
の
他
の
ポ
攻
が
J

官

生
て
こ
♂
じ
よ
円
、
パ
市
環
境
の
η
山
ヘ
ム
上
の
す
み
叫
が
ん
J
U
た
こ
え

又
は
そ
灯
お
そ
礼
が
あ
ん
と
え
は
、
弔
及

hu有
l

明
暗
議

1
1
叩
W
J
ポ
停

そ
の
他
必
夫
人
同
情
国
Jγ

古
寸

ωも
の
こ
寸
る

一
y

－
人
調
査
ハ
ム
ゴ

第
七
条
円
以
、
始
以
打
尽
の

4
活
諸
問
め
知
人
干
d
一
凶
る
た
め
、
乙
一

方

l
必
要
な
相
町
内
r
寸
を
さ
立
心
ご
と
ん
々

C
与一ゐ

2

乙
は
、
内
合
引
叫
城
、
引
良
川
バ

fr｛蝶凶
Jλ

の
保
全
を
凶
る
た
め
必
去
と

J

れ
め
る
場
介
、
丙
の
は
じ
円
以
以
び
内
心
桁
パ
す
る
取
法
王
「
人
等
何
処
分

川
崎
へ
引
す
一
ヘ
事
止
を
え
げ
人
れ
ん
も
の
1

ご
す
る

ぷ
辺
町
川
場
に
か
か
る
記
沼
及
7
」
環
陥
引
の
調
停
J

出
品
ヘ
条
乙
は
、
処
卯
一
場
内
込
選
置
、
管

r注
m

内
状
川
r
寺
を
記
似
し
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2 
十
追
っ
dh求
の
あ
一
j

L

℃
友
一
は
一
れ
を
提
出
す
る

ム
辺
、

U
J
q
一
匹
、
札
一
定
誌
に
お
い
E
排
M

ー
す
る
見
気
乃
測
で
を

主
治
J

9

7

で
ど
も
に
、
止
法
ド
吃
じ
折
水
主
に
J

い
と
湖
心
を
尖
ぬ

I 
ペ；〉ア〕

T
h

、
前
羽
川
淵
k

に一一

i

タ
九
一
浬
冷
な
＼
公
去
す
ノ
ム
州

一
処
理
埼
に
か
刊
v
r
Q
U
出441
及
び
碍
出
い
ん
の
調
査
一

日
い
一
〆
条
／
〕
は
、
毎

T
一
一
川
、
必
？
坂
出
心
地
h

川
ぺ
り
い
ハ
一
戸
、
川

H
t寸

の
ー
去
円
の
そ
一
一
タ
｝
ニ
グ
い
似
合
士
長
泊
五
y付

乙
乙
は
、
吉
原
の
枚
青
平
ケ
を
定
治
な
／
、
公
表

13ω

協
定
五
日
J

の
持
世
一

治
条
司
止
、
ア
）
か
二
円
協
定
ー
ニ
辺
一
υ八
〆
ふ
ー
と
き
は
、
ア
〕
か
ら
半

仇
fo
惚
点
し
れ
上
で
改
合
指
J

仰
が
請
け
一
ら
れ
又
己
川
昨
日
比
状
袖
山
元
明

叫
さ
わ
乙
ま
で
の
同
の
ほ
系
住
」
と
指
内
一
1
守

7
～
デ
で
3
5
も
の

。
－一
2
J
？勺

州
山
氏
、
略
）

参
47JJJ一
令
市
高
来
均
一
勺
処
却
及
び
主
出
円
相
川
仁
悶
オ
士
抗
体
一
附
利
回

l

？
1
1
月
一
一
十
l
H
f
h
洋
信

μ

1
！
J

）
利
略

V
税

法

谷

川

勢

津

犬

投

伝

｛

l
｝
主
ヘ
制
人
J

は
、
日
年
一
二
円
J

二
パ
〆
川
を
版
ペ
一
川
一

f
K
4
一寸寸前

午
分
の
A
F
口h
山の十
F
入
仏
を
立
す
る
一
と
」
予
約
一
、
、
羽
目
制
限
法
F

乏
の
句
汀
べ
引
キ
ヰ
一
問
問
中
古
ー
一
9
7
勾
引
一
一
で
お
に
九
4
M試
を
日
J

什川
H
h

んが、

半

成

寸

4
分
の
利
A
3
ニ
ハ
い
ハ
ワ
刊
ド
ワ
い
）
、
は
、
ド
公
一
ー
ハ
斗

一
川
バ
ハ
口
に
な
で
1
！？

I
U
J
て
の
支
払

2
2け
λ

ニム円
J
C

おパ
L

／

と

の

う

ち

二

J
U凶
h
J
制
限
川
町
向
山
へ
J

で
あ
っ
た
が
、

一U
1
八九

1
1引
わ
ず
り
結
果
土
〈
一
点
h
い
の
丸
斗
じ
コ
J

で
n
h
t人
が
古
河

こ
な
ワ
た

B
Jは
γ成
ハ

土

日

聞

に

な

J

一
之
の
冗
平
tt

ν」
引
付
与
の
杭
尽
を
加
川
、
上
一
己
制
限
ぽ
世
話
分
の
l

丸
元
本
山
元

コ
ミ
れ
な
か
J

た
部
一
む
の
小
J

誌
に
了
三
小
当
利
得
の
返
還
を
4
1
求

J
F
L

乙
ろ
で
川
崎

tfi川
口
刀
」
ハ
〉
？
に
そ
の
忍
滝
正
受
け
る

こ
y

が
で
き
と
c

以
上
の
事
実
河
係
勾
で
、

J

A
が
個
人
的
な
貸
付
け
を
一
行
つ

れ

1
y
y
J

た
坊
主
と
h
A
が
介
、
4
4
菜
料
で
お

ω
一一
J

U

ふ

平

成

八

Jq一
ヘ
月
現
在
J
U
侍
土
w
名
手
一
校
一
川
工
円
v

h

リ
行
芯
ポ
カ
ー
の
げ
得
仁
っ

ち
一
一
与
所
得
知
山
り
守
｛
丘
中
！
日
チ
ド
っ
て
い
る
三
〉
一

J
h
一喝ム

ζ

に

九
万
リ
グ
、

A
い
対
1
9
ゐ一い
U

引
成
一
五
年
、
一
〉
三
成
一
守
年
及
ぴ
川
一

J

成

七
J
L

ー
の
往
年
一
八
ん
阿
川l
p
J

税
に
討
作
芸
課
悦
関
係
に
J

い
て
述

べ」勺
U

九一パド）

｛

H
｝

j
u十
は
、

H
A
摂
行
ら
が
世
斗
は
体
p

な
っ
と
店
店
ー
…
年
、
社

に
設
す
v
G
れ
疋
伎
一
f

叫ん

t
m百
円
人
以
辻
一
い
わ
ゆ
る
住
山
一
で
あ

71

M
引
い
行
以
、

r祉の一一
M
Z
げ
の
必
に
与
一
件
的
な
主
剖
を
忠
三
J

、巾山

立
の
伯
M
u
r
k
て
一
庁
治
さ
れ
る
l
h引
の
丘
パ
ル
一
、
／

l
b
a
ご
j
h十
叫

を
rm宥
υ
、
－
社
に
汁
〆
役
日
及
一
じ
杭
白
川
を
派
遣
し
仇
の
F
J
閉山悦

山
川
に
比
べ
て
川
砂
も
多
位
川
崎
ム
れ
や
行
J

な
ど
L
て
I
h
の
経
営
に

活
、
か
か
わ
J

て
え
J

一

ー
引
は
ハ
プ
ル
討
が
の
叫
ん
才
H

主一
J

て
融
告
怯
ほ
元
不
H
A
H

収
権

化
す
み
れ
4
J

財
務
状
討
が
急
激
に
忠
化
l
人
れ
約
、

V
A
銀
h
ら
は
ム
人
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八問ユ学辺i式験問題

蔵
省
円
指
葺
に
従
v

性
山
河
建
を
い
h

い
指
一
た
も
の
の
、
結
局
の

乙
ご
り
、

T
i
η
料
百
ハ
J

政
jtm
し
た
た
め
、
ワ
成
じ
d

寸
九
汁
ワ
に
、

M
刷出
J
I
h
n
可
作
川
井
引
が
I
仕
を
益
市
川
L
9
7付

f
d
M
訓
告
位
認
d
b

一
－
と

こ
ろ
が
、

T
札
円
苧
珪
い
川
小
川
「
f
J
R
史
的
白
担
今
め
ぐ
っ
て
、

I
h

に
怯
当
慌
の
融
む
を
行
コ
て
い
～
一
民
議
一
糸
川
社
会
融
必
て
一
べ
い
わ

同
右
↓
八
P

／
ム
吋
甘
J
h－
古
任
を
供
二
円
令
嗣
杭
問
か
i
引
ト
対
レ

f

よ
し
す
る
債
権
的
一
万
七
日
九
人
部
？
い
ソ
い
と
も
苛
休
h
が
z
R
汗
を

ρ

H

L
つ
求
め
丈
の
い
刈
J

一、

M
刊
山
行
ら
は
仲
貞
行

r恨の件、ヱ同開

放
革
本
弁
限
茂

15qる
い
わ
ゆ
る
惇
止
は
休
行
青
江
を
張
J

、
所

者
が
激
L
r＼
対
立
L
X
こ
f

か
ら
、

l
J
M
富
JMY

仲
介
に
↓
へ
と
什
柏

町末、叶
l
成
じ

4

江
戸
川
銀
れ
つ
は
ル
竹
内
行
片
岡
惟
の
ム
袋
店
制
民
主

生一－
h
r
F容
ノ
す
y
Q

地
主
案
を
ミ
け
人
L
f
j
f
v院
は
、
そ
の

Z
U、

時
一
百
分
額
一
汝
一
唯
一
い
係
る
描
ぺ
L

（
次
ロ
ス
｝
に

7
さ
詰
信
行
常
料
け

の
全
剤
投
4T斗
7
を
内
、
介
レ
一
一
ヲ
7
d
h
処
刑
計
川
を
潤
議
f
人
山
J

、
干
主

八
刊
月
に
T
h

、
衿
叫
ノ
九
類
噴
A
K
G
M
向
山
マ
ム
ぷ
出
ハ
一
、
次

υ
ヌ
）
の

処
迎
f
パ
一
射
に
つ
し
て
も
閣
一
訴
了
前
を
し
手
一
て
の
段
、

i
校
ヘ
牛

一一

H
い
は
、
時
休
日
債
権
♂
心
街
投
京
コ
ミ
公
的
資
八
1
4

の
代
人
に
よ

心
芹
守
的
由
民
失
円
処
去
を
人
一
行
〆
－

1
ゐ
い
ふ
わ
ゆ
る
止
専
処
F
J山す－

X
1
？

と

1
く
ー
し
一
；
子
z
x
p
l
J

江
更
：
、

I
J

一

，
pノ
F
7
f
Hィ

1L7LJ
止
す
っ
z

オ
ー
！
h
γ
ト

L
わ

l

－ナ手人

的
川
パ
一
円
一
一
ム
ハ
ま
で
囚
た
桝
一
設
が
7

一
刷
し
一
、
ね
り
、
ぞ
の
w「

叫
T
h

、
住
－
T4
処
刊
誌
の
成
υ
H
A吃

T3U川ノ
ω
情
勢
で
あ
っ

l

日M
U
Y払川
J

は
、
そ
礼
一
み
で
の
笠
杭
士
山
町
一
ホ
へ
以
一
円
よ
ろ
な
状

J
仙の

i

と
は
、
ド
い
岬
い
修
正
吋
h
f
h
肯
存
イ
一
張
L
C
Z
れ
以

ヰド札

？
7
的
責
任
を
同
耕
一
？
ふ
こ
と
か
と
主
ャ
示
、
そ
う
一
な
け
わ
ば
今

後
一
？
ト
九
宅
一
九
%
程
A

円
山
摂
先
手
蒙
る
こ
J

じ
な
人
U

L

－－ず桁
l
L
、

占
状
一
八
年
二
月
一
人
、
日
に
、

F
吐
に
吋
す
る
残
7
川ん
I
E
八
パ
ヘ
J

倍

円
の
口
付
川
浩
持
｛
以
n

一
本
体
債
権
ノ
ぜ
＼
J

を
ん
民
放
烹
l
、

T

八
件
！
川
雄
柁
当
鋲
サ

4
h山
七
色
沼
【
ん
け
か
－
c
r
攻
八
年
一
月

？
ま
で
の
事
業
午
？
九
ヘ
以

1
1木
民
事
業
与
度
」
レ
一
し

2
の

叫
泊
代
令
之
町
日
刊
円
以
井
↓
人
し
た
ら

な
お
、

l
記
八
年
一
片
求
に
必
い
亡
、
！
社
円
資
併
の
当
ち

4

収
見
込
績
は
、

1
付
に
松
債
務
相
の
同
コ
ベ
セ
〆
ー
は
p

一次勺

た
が
、
で
れ
ど
も
、
吋
汚
行
以
外
の
主
叫
機
関
が
T
L行
了
、
し
？
に

ゐ
r
ゐ

r枕
灯
台
一
口
却
を
卜

4
っ
て
、
だ
ま
ん
、
州
民
協
系
統
主

域
機
内
は
慌
民
投
資
J

ふ
と
し
C
M刊誌
h
の
ム
叫
u
r
T
4
川ハ
L
t
A
又
け
ん
ω

v一
場
に
あ
コ
ハ
）
J

？
っ
ぺ
住
台
市
J

処
引
に
係
る
土
的
資
ふ
ナ
げ
を
盛
い
ノ

J

と
ん
だ
叶
l
成
八
L
息
子
誌
は
で
投
入
ム
T
4
円
一
〈
ハ
己
に
成
J
V

住
専
処
一
4
2

法
仏
同
年
八
け
八
日
に
成
す
し
い
汁
一

U
L花
行

さ
れ
た
が
、
戸
）
れ
を
受
け
て
、

T
辻
は
株
社
会
心
恥
別
J
J抗
争

料
じ
て
ド
一
以
八
年
九
月
い
！
断
散

J／

以
上
丹
市
此
案
ト
つ
い
亡
、
げ
U
r内
投
開
u
－
に
丸
円
、
こ
な
さ
い
「

山
本
件
市
中
主
〆
L
E
に
必
け
る
木
戸
俵
仕
泊
I
－
組
の
山
坦
へ
J
主
人
ー
と
い

ー
ね
治
佐
官
什
に
勺
一
U

ず
に
、
ど
の
よ
ー
な

U
泊
構
成
が
川
l

内
で
あ
ろ

う
古
寺
、
？
り
れ
得
L
J山
伊
捻
成
合
コ
簡
潔
に
一
小
」
な
之
L
U

訂
ニ
店
内
事
実
関
係
仁
川
、
ハ
一
一
工
、
以
上
の
↓
つ
の
事
実
が
U

認
め
う

れ
る
ど
す
る
〔
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：M
銀
行
は
、
ド
斗
l

債
権
を
ん
治
投
京
一
ラ
一
三
山
y
一千

J
＼

I
社

引
解
除
円
以
一
心
が
リ
成
へ
斗
二
月
公
水
で
に
行
わ
れ
な
い
」
ル

キ
↓
壮
い
桂
川
政
支
出
削
除
長
件
二
九
日
ト
ー
木
作
併
除
条
件
／

ヘリ

M
銀
行
口
、
、
成
七
年
一
「
九
日
～
孫

E
社
内
存
洋
に
主
る
抱

牛
ベ
を
考
同
二
、
保
存
L
ら
ん
を
議
杯
一
一
的
ド
売
却
レ
ナ
ニ
ハ
へ
N
U

本
件
y

件ぃ
q

八
八
却
一
、
」

γ工
、

ψ

成
ヘ
午
一
月
E
む
の
完
却
戸

川リ九

nL佃
は
同
六
二
一
心
能
円
い
i
っ
た
ー

ご
恥
f
H
J
て
、
説
説
け
は
丸
山
一
一
つ
り
工
r
t
t
汁
つ
七
口

ハ
よ
ポ
門
主
来
年
山
内
本
日
ぐ
あ
る
υ
十
成
八
九
i

一
円
三

H
現
［

で
は
、
不
打
削
除
条
件
円
一
五
説
υへ
は
不
定
抗
は
未
法
以
で
あ
り
、

r
f、
ふ
の
条
件
L

刀
成
玩
し
た
ロ
切
れ
」
ー
に
は
本
門
恰
柊
カ
海
市
す

る
ヵ
、
っ
、
太
件
持
の
放
交
じ
よ
ヰ
招
日
一
が
一
村
IJ
疋
）
て
い
る
〉

はり
μ
め
勺
札
w

一句、

J

ん
が
？
＼
本
件
依
権
引
当
油
会
一
本
件
半

之、引
J

一
昨
日
ん
の
悦
三
円
程
に
非
入
す
ム
ご
と
は
む
き
な
い

守
不
行
肝
除
条
件
付
J5
億
一
比
主
辻
、
平
行
株

tfJ却
に
よ
る

利
れ
に
い
何
F
L勾
誌

vw負
担
主
川
口
需
品

9
4
た
め
の
、
打

Z

U
干し肉

内
合
一
な
い
し
列
、
位
保
作
の
1
1
f

て
あ
り
、
そ
の
よ
？
な
法
人
し
仰

の
都
合
て
約
金
計
】
十
時
期
主
人
為
的
に
状
作
す
る
こ
一
は
公
ト

丸
M
一
正
準
刀
υ
人
税
法
一
二
条
戸
田
町
～
ト
透
八
口
！
な
い
光
ら
、

水
内
定
住
相
／
」
慌
を
六
件
川
ブ
怖
い
Fhfum
語
会
内
役
に
丘
一
人
i
L
q

る

、卜
y

一
ば
て
き
な
ぺ

Z
2
1
J
：
l

ノ
〉
一
氏
；
、
一
、
一

1
7
1
1

コ
一
山
石
！
グ
：
ー
す
A
c
o
－－

ω
ー

し

て

そ

f

：十
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史
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；
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収
不
持
ー
な
〉
た
均
ム
付
J

の

的
得
寸
詳
の
特
例
t

引
規
定
字
通
月
す
る

「

tyr考一
「ム日待問問「
Mm
華
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範
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台
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損
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一
小
劫
三
川
得
、
山
件
川
担
U
2

え
は
日
明
戸
川
科
往
け
1
F
八
き

す
元
治
一
、
川
土
r
t
J
f
」一
1
＼
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と
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叫
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岩
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＼
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、
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損
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／
＼
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＼
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仲
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史
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迎
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司
、
り
執
が
あ
る
1
1
5
1
、
百

円
舟
ゆ
門
川
町
が
あ
ゐ

［
参
考
］
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；
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＼
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仏
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が
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又
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仁
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叫
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仁
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／
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台
績
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r

託

V
労

働

法

市

jiμ
失
明
校
授

A
江
心
は
糸
口
E
は
、
平
成
↓
七
じ
五
戸
4

－Hに
E
R
4
を
山
山
室
！
J

にJ
刀
、
そ
の
円
任
官
沼
出
比
毛
一
昨
前
六
逃
向
、
時
後
八
沼
山
町
｝
に
、

ニ
れ
に
引
き
抗
、
J
i
t
F
児｛
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J
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出
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仇
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収
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什
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古
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岨
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岳
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と
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｛
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］
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叫
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什
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↓
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什
が
徒
主

斗
J

に
周
知
さ
れ
て
い
た
一
、
一
百
一
の
よ
び
ん
ザ
ユ
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＼
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叫
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又
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h
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「
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仲
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縮
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叫
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叫
叫
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仏
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叶
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さ
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述
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収
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仙
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日
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司
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仏
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仮
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梓
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↓
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ヂ
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台
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椛
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仁
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仁
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と
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叶
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叶
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叫
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＼
＼
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、
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ノ
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抵
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梓
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椛
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＼
完
羽

詰
寸
法
’
に
に
コ
い
て
秋
什
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張
が
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れ
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又
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／
チ
メ

ρ
ル
川
川
、
知
人
A
f
N

C
M成
、
身
長
一
一
去
し
」
二
ノ
メ
ル
｝
仁
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〉
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日
円
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d
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＼
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れ
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］
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＼
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似
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友
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T
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出
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仮
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椅
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＼
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／
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什
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介
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叫
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摂
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＼
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♂
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＼
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－
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、
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；
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↓
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h
れ
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を
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－

r
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P
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ら
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、
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＼
な
ぐ
れ

X
1少

Y
は
A
が
阪
に
円
引
ん
だ
と
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、
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、
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↓
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古
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仁
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叩
の
可
能
包
は
ハ
一
%
以
L
I
F
あ
っ
た
P

〕
乙
が
お
一

"" 1μ1 
刑 X し
事 、 プヤ
法 Y 仁

律
文 χ
暑の
イ下組
成立

" 
c 

検
討
そr

1;; 
ノ＇

L時
？叫

すヤ

キ与

以
ド
ー
の
事
例
を
詑
士
、
、
役
引
刊
の
設
問
l
J
1
す
い
比
え
な
さ

v

一
事
例
｝

る

,,. h記J呈
？ ズ芯

持！た：.. ＇、，，
' .ム l
~ L 附

＇？ 人未il
｝ μ 
7 

+ ' 
／＼ 

cl:z 
宥
= ム4
μ; 

日仏
h

l

i

↓
ヶ
は
ド
屯

パ〆
L
」

一
、
芹
祥
地
名
暗
）

J
レ一

J

M
イ
グ

2< 1,iん学1"6 "・ 22引 12洲 、2:::1;



八問ユ学辺i式験問題
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兼

山
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、
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り
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情
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式
市
弘
正
抗
乙
Y

己
犯
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」
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い
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け
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と
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ま
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、
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寸
／
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五
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る
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、
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工
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、
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T
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f
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五
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出
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M
店
出
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弘
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仙
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と
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台
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／
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／
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仁
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什
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叫
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］
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仁
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が
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ソ
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引
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仏
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台
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仁
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／
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叩
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什
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什
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＼
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－
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仏
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司
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萄
品
子
い
N
J
f
ま
ま
、
一
日
教
μ
λ
kー

の

団

山2
 

治
｛
つ
込
げ
山
円
L
」
一
ふ
し
た
坊
で
去
の
同
町
右
手
ト
持
っ
て
い
た
仇
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ハ
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叶
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仁
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付
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1／一

J
J
J
J
ャ／

も
の
の
、
名

v

ご
起
き
が
り
、
治
日
に
投
げ
行
ご
と
袋
を
お
お
、
卜
y

一

取

し
こ
い
九
j

坊
千
万
一
の

M
hタ
ソ
ク
ル
地
白
い
仰
向
け
に
倒
し
と
押



さ
え
込
ヴ
主
一
た
さ
」
ヘ
、
店
主
を
問
い
て
川
絞
め
回
出
目
、
引
駆
け

付
汀
仁
主

f
m
F＼
、
工
～
つ
で
協
h
A
し
と
お
ム
原

η
U吉
宗
指
し
た
の

で
す
ヲ
に
ち
t
u
ふ
の
二
一
今
、

ι
ア
日
常
的
男
が
、
当
住
山
坑
ド
場
に

l
め

た
11
い
文
叫
川
芦
に
え
一
り
比
一
件
、
急
先
進
し
で
す
ん
り
十
日
る
円
山
J

見
、
七
ま
し

た
〕
一
一
乃
半
の
ナ
ン
バ
ー
は

4
3
2
＋て

L
J～
。
と
r

けいれ地
L

1

5

た
、
九
四
百
九
令
官
五
が
、
内
内
役
一
同
部
を
む
ロ
一
f

L

W

ら
っ
ナ
レ
こ
九
、
山
川

L
、
い
る
二
こ
が
刊
誌
叫
で
き
た
c

ヲ

川
γ
の
パ
ペ
川
氏
、
半
前
九
パ
取

此言明ハ
J

｛口
K
は
、
中
山
に
j
W
J
て
、
そ
の
と
お
り
か
一
〕
ム
ロ
ね
Q
L

、

甲
は
、
一
は
い
、
知
）
行
い
の
乙
〆
い
つ
出

r一
桁
に
な
っ
て
心
引
き

を
L
た
の
ザ
オ
夕
、
ヒ
引
の
併
に
山
だ
こ
三
人
可
、
こ
の
品
備
員
三
ん
に

け
ね
ま
り
ッ
て
う
い
な
れ
λ

の
一
三
、
刀
、
は
、
士
人
〆
一
か
い
叩
I
L円
ず
干
与
し
一
げ
た

い
と
亙
っ
て
雪
備
は
パ
ミ
ル
じ
早
々
を
み
る
つ
寸
の
で
す
デ
、
結
同
、
去

の
場
ご
抗
之
ぺ
て

J
Z
い一－
O

〕h
f
一
亡
ア
）
は
、
？
の
よ
よ
出
ゴ
て
工
－
a

い

ー
し
た
と
什
／
持
し
た
－
警
（
公
守
U
A
は
、
内
ー
と
同
の
什
川
住
な
い
一
治
ら
も

甲
が
（
事
伐
一
い
白
河
川
か
向
の
叩
汗
を
犯
－
、
被
p
h

「
者
て
あ
h
v
J

内
が
中
を

現
行
犯
l
＼
と
一
て
直
同
J

た
も
れ
ν
と
判
断
二
川
口
r十んゆ九
41A町
一
ハ
泊
、

「
’

JU双
山
は
一
瞥
L
何
人
以
語
、
、
円
か
ら
U
干
の
引
波
L
f去
り
た
）

ぷ
二
、
五
は
、
ザ
を
パ
ム
万
ー
で

X
普
〆
a
ノ
匂
戸
在
れ
て
打
JJJ
ご
、
司

μ
後
五
時
四
汗
一
分
、
川
す
の
草
山
れ
J
R
、
日
声
い
世
一
一
引
い
れ
）
仁
に
引
叉
し

た〕

L
T
h

、

m
に
対
じ
、
自
ん
に
吋
軒
町
認
R
J
d
行

η
1
》
ニ
今
、
同
い

記
K
仁
川
す
る
の
し
汁
山
ね
の

mb刊一
江
－
た
）

さ
ら

r引
き
続
き
、
上
が
、
閉
に
汁
ぺ
以
内
示
荏
イ
ニ
如
し
に
上
、
円

刑
判
ぺ
を
汁
3

た
L

こ
ろ
、
ギ
け
、
次
の
1

戸
山
ね
り
供
述
－

K
0

4
凶
行
川
守
口
色
口
ヘ
八
月

H
一

私
は
、
点
ド
部
内
一
ピ
パ
I
t
n
わ
、
町
羽
山
兄
姉
戸
一
一
一
緒
ド
長
ア
一
て
い

よ
し
た
が
、
店
内
の
晶
一
一
字
伐
を

Y
主
役
、
ハ
ベ
不
安
打
ζ
、
再
仙
川
キ

転

々

ご

な

が

ム

プ

ノ

タ

を

J

て
叫
7
3
1
J

て
い
ま

L
た
d

司
利
団
ゃ

いL
仙
一
は
〈
U
J十
N
U

官
C
不
過
ご
マ
ハ
」
こ
れ
三
ご
ト
、
事
れ
ヲ
起
）
」

！
こ
ま
宍
小
の
お
戸
話
に
な
っ
た
、
と
よ
、
あ
り
ま
せ

λcFdι
ばいいん分

の
土
ご
し
う
の
は
あ

η
主
立
レ
カ
、
日
町
一
、
ら
い
ぷ
か
ら
、
ア
の
ア

川ハ

l
ト
で
ぷ
泊
り
さ
せ
ご
も
ら
r
一て

v
i
L
た
乙
よ
は
、
二
か
月
ほ

1

）
前
に
、
i
八

K
市
山
の
サ
ワ
吋
で
町
人
口
い
い
ま
し
た
て
の
芯
も
時
々

泊四を〈
E
h
－
－
る
う
し
ら
い
い
気
が
ム
い
、
日
刊
、
ら
い
ぷ
に
、
乙
川
J

ら、

f
F
I
ソ
ハ
了
こ
ろ
が
な
い
の
士
ら
、
ノ
ち
で
ね
心
リ
ナ
れ
ば
い
、
工
均

な
い
か
一
と
す
円
わ
れ
、
私
は
什
子
も
亡
、
ぉ
、
よ
一
Q

お
吹
が
な
／

rL

八
ヘ
固
で
一
占
j

き
貯
悩
1

）
亡
い
ま
J

た
の
で
、
あ
り
ふ
万
九
J

一
い
↓
↓
山
だ
と
川
口

い
、
乙
に
山
一
一
日
ト
九
%
ヲ
ヲ
工
一
い

L
f
の
C
す
乙
の
京
は
、
ア
パ
ー

の
陀
い
あ
り
、
畠
中

ι内
手
こ
い
こ

c
は
わ
か
り
王
ず
が
、
必
事

z
tは
切
り
ま
せ
メ
ュ
七
だ
、
案
内
て
く
」
L

は
ぞ
え
ま
J
C

A
I
出、

νれ
か
え
ム
b

J

h
ゲ

J
H兼
川

ご

陀
H

｝
を
つ
引
与
し
7

こ
と
は
門
品
ぜ
あ

η
王
斤
一
ん
じ
乙
に
誘
わ
れ
て
万
一
U
J
4
7
t
一
点
〕
た
）
向

山
を
同
町
一
一
ご
い
F

一
悩
｝
市
川
内
外
山
一
パ
い
た
ノ
ニ

2
1、
後
ろ
か
り
、
強

抗日目
b

爪
円
男
の
人
ド
！
H
J
J
U

げ
お
つ
れ
芹
パ
ペ
の
あ
与
；
F
b」肝
b

d

れ
ま

J
J
J
C

利
払
は
、
可
V
5
4
Z
J
K
3

か
っ
た
、
捕
ま
っ
て
三
、
っ
、
レ
閉
山
し
、
以
の

川市
J
U
山
ハ
っ
自
に
な
り
、
ソ
ー
ふ
れ
一
心
可
一
三
情
川
平
一
札
一
い
l
h
い
お
う
f

し
こ
手
会
ド
ハ
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J

川口
3
な

ど

た
j

こ
ん
す
、
り
て
山
勢
い
力
、
批
苦
情
h
一
は
出
ヨ
に
川
別
れ
ど

し
ま
し
五
し
一
私
は
と
の
ル
ヤ
に
込
げ
て
）
と
し
九
の
三
す
が
、
お
え
一

ー
が
ハ
た
棋
耐
口
三
ー
山
川
内
じ
地
け
わ
U
H
ノ
ア
一
引
の
位
備
口
力
っ
、
反
刈
に

押
さ
え
込
主
れ
一
、
1

4

1

ぺ
椛
ま
つ
亡
し
ま
っ
た

ω
で
4
4
J

そ
の
間
二

ノ
）
は
直
げ
と
1

d

f

あ
い
ま

J

1

h

払
が
、
回
、
注
芯
に
こ
ん
な
H
A
h
川
を
喜
悦

同開～一

F
F
E
1
4「
に
な
う
た
ほ
け
か

柄
、
に
対
1

て
J
L
J
Lド
の
か
は
、

へr
は
」
山
岨
い
「
パ
ポ
一
オ
じ
ん
問
問
す
つ
も
り
よ
な
い
り
ご
、
f
叶
出
を
か

け
ご
J
A

川
ち
↓
引
い
こ
思
L
山川

υ
ん
い
〆
一
回
心
い
三
オ

か
リ
め
い
似
主
「
明
、
い
の
診
断
書
町
松
中
川

持
表
け
い
」

吉
川
口
ソ

口

八問ユ学辺i式験問題

「
山
雅
山
川
」
町
広
長
了
パ
川
、

X
言
宗
官
い
お
い
て
、
初
心
川
「
位
表
示
μμ

に

対
し
、
「
品
J

出
の
犯
へ
た
ら
カ
ヴ
町
一
点
す
る
尚
山
を
カ
？
－
一
へ
J

じる

の
と
屯
て
い
7
欣
悩
円
市
刊
の
話
、
自

ι小
桜
町
止
相
川
県
、
清
ま
え
と
犯
人

平
が
持
？
＼
い
れ
百

m
m器
類
ト
殺
な
と
合
出
μ

叫ん
E

U

J

＼
止
ま
れ
に
ご

い
－
が
江
J

主、り
lLh
一
帯
川
口
凶
ト
ノ
い
て
、
校
一
ぜ
古
川
回
一
日
口
ふ
ろ
ま
宇
〔
一
九

け
ご
J

ま
っ

x
b
代
了
一
り
の
犯
f
へ
と
早
く
持
ま
ス
と
し
た
λ
芸
一
、
ふ

た
り
1
y

も
厳
J

〈一九
i
U
〕
て
く
だ
さ
い
」

l
y
一
述
＼
、

u悦
士
Z
7
」
同
川
合
同
冗
出

し

ヰド札

同
校
寄
席
に
よ
る
と
、
怖
恒
人
ム
品
は
、
「
パ
’
－

d

町
ソ
ブ
内
ハ

一
、
口
、
わ
ノ
f

ト
一
ハ
〕
」
円
、
ベ
ソ
コ
ン
沼
山

U
3
E
メ
モ
リ
一
口

灯
、
ほ
め
電
話
内
充
市
中
市

l
F
「J
I

ア
ク
七
4

1

1

一ノ一点、

r有

十

I
ンル

Y

可
の
す
一
約
十
一
、
U
L庁
、
ス
リ
ヴ
パ
十
川
正
L

てふの
p
h
M
G

な
お
、

H

が
辺
油
大
れ
ザ
／
冷
p
h

一

ル

袋

袋

に

人

れ

こ

持

て

v

た
の
は
、
一
パ
コ
ン
刊
明
、
ノ
ヲ
口
戸
、
成
山
知
宅
斗
聞
の
主
主
主
ヰ
旬
、

7
込山や
j

J

h

i

y

u

寺
の
衣

t
J
H一、
λ

吋
ベ
五
い
ん
」
で
あ

f
人

ょ
た
、
内
は
、

X
盤

R
m
v
n
に
お
い
ご
担
河
川
比
ぷ
互
い
u
じ
対

υ
、
「
L

ハ

什
お
一
犯
人
に
川
押
し
倒
さ
れ
た
払
片
山
U

判
官
明
部
を
民
団
戸
川
什
ち
付
汁
〈
珪
J

川

会

J
Z

一
百
一
之
、
二
円
安
去
三
L

、
合
仁
川
弘
を
’
C
一
丁
〕
、

Y
コ
コ
長

：

J

1

；t
v；

l
h

＝7
5

1

J

J

1

：（
i

一
J

の
で
、
ほ
出
し
ま
ず
「
万
一
f
J

さ
か
じ
一
っ
か
け
、
苦
情
日
（
に
呆
古
や
一
、
戸

る
ハ
一
、
治
げ

T
、
「
ァ
ゃ
な
v
f

一、
4

ぺ
引
い
る
こ
ノ
で
よ
勺
り
I
V一
人
一
一

〆
い
処
副
会
一
求
め
よ
一
ヲ

J

述
べ
、
民
同
部
打
隙
間
に
よ
り
、
主
辞

加
味
約
一
正
問
d
官
L
9
る
J
L

ー
と
の
内
討
に

Y
病
院
ム
削
作
成

σ
常
刷

明
ォ
ム
叫
T
h
叫

た

灯
川
中
の
怜
舟
片
い
た
一
文
一
勾
刈
州
市
求
一
八
戸
d

三
日

八
月
一
一
日
』
ん
は
山
一
守
、

X
言
L
h
J品
目
的
吉
宗
竹
「
は
、
日
を
μ
1
K
J
A丸事
d
U

T
孝
一
に
と
り
、
大
阪
地
方
A

明一円

J
山
刊
説
明
｛
戸
に
ヌ
致
！
一
ヲ
る
f
T
坊
を

L
、
川

h
F十
従
↓
」
ト
吋
ニ
〈
U
分
、
河
検
祭
リ
松
川
市
出
「
R
は
事
件
事
一
一
A
m
I
）
れ
て
」
松
山
総

吉
山
川
、
べ
件
の
一
一
記
録
を
私
事
与
し
た
l
、
同
日
後
仙
寺
、
田
の

rf僻
事

録
取
す
る
手
枕
を
汗
J

に
こ
P

久
、
甲
は
、
也
教
J
J
U

の
が
／
前
向
涼
取
と
叶

似
の
仇
注
ケ
一

1
1～ユ

検
察
官
は
、
川
口
J

れ
の
た
山
口
労
、
卜
人
以
出
i
h
M
法
判
F
裁
判
宮
に

対
二
千
に
つ
き
、
甘
い
市
北
悔
の
ポ
夫
て

υJ叫
ん
一
川
ポ
「
る
と
と
わ
仁
、

刑
訴
法
＝
九
条
一
市
ハ
に
規
｛
広
1
9
る

E
必
外
忠
告
y

の
技
見
立
禁
止
す
る

か
ん
ー
を
引
い
、
つ
J

）

｛
立
問
i
〕

間
の
は
凶
占
ぷ
及
び
U
A

見
合
止
品
求
士
一
町
一
ん
け
た
v
M判
官
↓
ぺ
干
〕
れ
九
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一ん
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M
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グ

H
ダ

ア

そ
れ
ぞ
わ
れ
ヤ
Hrfp川v
w
i
h
t
L川九円、ぇ
d

一J

例

へい恥き）｝

川T
の
勾
～
世
話
求
が
百
川
ふ
り
ら
れ
た
と
す
る
勾
留
役
山
ω
索、
H
｛
の
取

調
べ
い
れ
l
、
甲

brJ引
の
号
、
お
り
仲
ふ
が
し
た

勾
山
戸
伐
引
日

m
k
h
hん
史
旨
ヘ
八
「
ィ
μ

私
が
、
今
日
、
乙

II 

誹
ト
ル
り
合
言
I

J

人い
V
4
5

つ
に
J

い
て

υ

一
討
し
し
ま
す

れ
棺
が
大
山
町
に
／
〕
れ
ま
に
止
話
に
な
ご
み
る
こ
、
／
疋
叶
円
一
引
の
つ

ら巾下一
h
H
J

つ
V
J
h
y
u
－
－
山
崎
、
三
夕
、
ま
う
の
ー
に
は
、
付
3
ノ
一
っ
て

い
る
一
ぺ
一

ι
h
－ノ包
4mm
の
徳
久
心
主
に
出
立
〉
て
ハ
る
こ
b

が
わ
か

わ
ま

v
k
z
灯
、
に
め
、
私

ι’A
兼ね」一
J

る
こ
と
な
〈
ア
）
心
京
で
f
f
司

h

す
る
こ
と
が
で
き
た
心
一
C
F
c
ム
は
、
山
七
に
帰
て
く
る
と
き
い

は
、
い
つ
も
、
意
科
目
、
な
ど
の
た
く
さ
山
一
人
J

た
ス

i

バ
ー
の
袋

ι

持
っ
て
口
吋
っ
て
き
て
ず
り
、

ιは
い

j

J
℃
ペ
ペ
J

お
も
惜
っ
7

L

く
ム
ヲ
L

れ
ら
の
合
一
料
品
を
も
ら
っ
て
食
べ
一
～
ト
イ
主

L
j
↓
て
の
ほ
か
、
乙
は
、

町
々
、
布
市
り
バ
ノ
コ
、
J

の
ソ
4

h

や
、

J4ン
の
出
川
辺
機
話
、
う
ー

ム
茂
一
四
人
ノ
ム
ソ
ノ
？
日
ど
も
持
ち
帰
二
、
ぃ

c
し
に
本
山
川
、
当
初
、

ζ

、
つ
い
て
、
／
〕
が
い
つ
も
レ
ろ
し
ろ
け
府
守
持
ち
帰
》
P
K
F

、
会
乃
か
円

か
り
い
ruμ

一
ん
で
一
ょ
↓
ペ
ム
ー
か
ム
J

沼
間
J
J

ン
レ
計
に
、
L

う
宇
ム
J

／］

は
間
口
同
守
万
引
き
し
て
米
て
い
る
h
L
h
ζ

忠
一
つ
よ
う
と
な
れ
ま
し
ι
c

u
d
三

4
t
っ
た
か
ど
い

F7
｝
性
、
ア
〕
f
i

、
前
日
に
件
b

つ口叩町二」

ぎ
た
ペ
コ
ン
間
在
や
J

l

ム
悦
悶
注
力
剥
口
川
り
商
品
。
マ
ι
H
d

＼司つい

hr
、
山
士
3

7

h

h

も
こ
心
川
口
取
り
ど
す
る
j

一
に

u
h
に
行
く
む
を
「

戸
ム
ハ
允
こ
が
あ
り
、
）
［
号
、
r
h
p
一山

L
て
計
ハ
コ
亡
き
た
？
）
心
な
つ
は
、

開々
にすも
L
九
な
い
で
翌
日
に
ん
却
す
る
の
は
お
カ
し
い
v
と
思
〆
九
ん
d
h
一で

し
た
ι
そ
れ
に
、
／
）
は
、
ざ
ら
し
よ
い
よ
L
P
L
宇
を
〕
」
1
4

令
杭
↓
ー
か
な

く
、
マ
仇
ま
（
こ
収
↓
人
が
な
い
？
て
7
な
り
に
、
い
つ

d
k市
心
商
品
か
札
片

手
り
尚
三
？
＼
／
弘
｝
V

奇
心
も
γ

小
川
出
議
K
1山で、九－
L
J
ニ
苅

T
Y
勺
引
を
」

ご
工
、
武
川
パ
口
山
は
ー
円
分
で
党
へ
、
て
心
也
の
商
品
は
売
却
三
L

ヘ
土
換

え
て
生
活
L
L
い
る
ん
だ
、

f

一
わ
乍
つ
ん
の
〈
r

y

C
～l
一
応
っ
て
み
る

と
、
ア
）
ぺ
一
家
に
は
、

v
J
h
J
J
な
ス
ー
パ
ー
や
ム
、

1
ム
」
タ
ー
な
ど
の
、

円
l
h
m
J
を
1
一
に
必
に
応
品
中
人
れ
て
く
札
る
ピ
一
－
ル
袋
p
h
J
，
、
ざ
ん

世
レ
l
L
λ

刀
打
、
乙
は
、
で
か
け
る
1

乙
き
に
は
、
て
れ
ら
心
v

一
ル
袋

γ
一サつ
7
k
l
」、
J

ミ一ノ、
4
U

勺LW
／
二
二
州
司
コ
川
λ
J

一
ハ
勺
J

引
戸
一
、
、
ソ
～
一
二
一
ア
l
v
L
v
f

j
I
J

↓

I

1

4

i

l
－

－

v
？
l
I
L
I－
－

L一，

7

l

j

j

を
付
r

ー、
u
州
ハ
こ
さ
て
二
五
1
1

弘
は
、
戊
mu
家
に
も
、
町
会
正
れ
て
行
コ
て
ト
コ
コ
ム
ゴ
乙
日
J

ゃあり

ま↑日
F

弐
ば
、
大
阪
駅
の
一
一
戸
、
一
は
〈
心

7
i
J
M
l
ム
J

二
〆
亡
D

L
し
h

り甘い一ら
1

d

を】
J

て
ト
約
一
！
、
こ
の
ワ
4

ル
ム
ヲ
ギ
シ
ン
1
4

ン小
JJ

今
日
山
ム

地
容
ま
て
は
か
九
l

り
主
主
ip

い
か
、
場
所
は
い
旬
、
え
f
v
言
ヶ

u
、
っ
、
案
内

す
る
こ
ば
と
均
一
士
」

A
I
出
、
日
ャ
ム
L

ン
タ
？
一
川
米
川
げ
～
南
口
山
乞
一
ソ
引
き
と
め
は
、

r

い
か
ら
却
に
万
7
き
μ

よ
〉
lζ

百
わ
れ
三
か
ら
〔
Y

－一、「庁一
J

圭一
J

K

こ
口
の
前
日

γ£
に
る
白
月
一
日
り
夜
同
乙
は
じ
宅
一
、
口
市
っ
て
き

一
与
一
ん
で
’
d

～
需
口
心
ヘ
ハ
凡
け

ouv迫
主
こ
↓
ペ
ノ
プ
い
ん
コ
、
私
れ

携
引
屯
話
に
メ
ル
J
J
I
ヘ灯守一

μ

～
ハ
」
ア
て
の
内
科
は
、
「
ム
ー
ロ
ヘ
ω
可
後

［
山
口
川
刊
に
、
言
内
十
け
の
ホ
T

A

セ
ユ
タ

T
H希
小
川
己
心
紅
e
込
円
高
に
米
て
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八問ユ学辺i式験問題

は
し
い
（
手
伝
ハ

C
ほ
し
い
こ
と
が
あ
る
」
／
い
つ
本
の
で
し
亡
。

弘
三
ム
L

一
は
、
ふ
と
ん
、
川
一
一
が
あ
る
と
き
に
は
、
お
互
w

に
い
嶋
市
戸
川

つ
同
て
電
話
を
か
い
γ

て
れ
、
父
！
？
〆

γF与
ハ
た
れ
て
品
川
＼
こ
の
と
長

む、

7
］
、
い
山
、
ハ
ペ
Cuι
～一戸川一自立
J
J
v
h

メ
ル
」
ゲ
刊
一
ム
て
き
こ
も
り
一
じ
し

んJ
〕
人
な
み
に
、
／
｝
円
挽
』
軍
司
の
一
官
房
は
、

0
9
9

×
×
リ
人
＼

×
×
×
×
で
、
広
の
山
川
町
い
電
話
の
苦
－
ケ
は
、
の
一
色
。
ム
ム
ム
〈
ム

A

A
ヘ
ハ
で
す
幻
作
べ
｛
刊
、
岬
勺
吋
ν
J
V
U
否
れ
た
よ
A
W
r

い門
p
h
M
J

ム
七
シ
タ
一
じ
占
的

る
一
と
、
手
伝
コ
て
u
f
h
J
d

什

乙

3
あ
る
と
雪
い
て
あ
ち
た
F

ど
か
ら
、

／〕はっ弘山

J
J
U
ぎ
を
手
白
わ
ヤ
ょ
っ
／
〕
し
て
い
る
の
げ
ゾ
ピ
ン
〉
な
一
三

二
九
っ
転
ば
円
ご
れ
j
て
に
弓
引
き
ベ
ζ
L
一ーこ

ι
は
は
ぐ
、
て
心
な
初

出
に
手
J
H
L

治
め
る
て
つ
な
一
工
三
v

工
く
な
い
と
思
い
ま
下
ぷ
一

J
3
J

L
、
乙
に
は
一
9
p
と
い
る
と
ν

ろ
や
た
べ
る
も
心
心
F

J

己
に
な
J
J
K
M

ι

六
三
れ
一
一
～
で
な
が
食
べ
て
き
ι
u
d
乙
う
刀
引
き
し
く
舎
に
食
料

m
た
？
〉
レ
し
忠
二
L

し
ま
）
八
か
ら
、
わ
私
は
、
断
る
じ
日
に
は
t

m

A

い
こ
［
む
し
、
当
F

一
位
さ
引
に
時
同
に
「
侍
並

μ
一
心
立
京
JHAJ

？
と
引
き
ま
〕

iJ7 
7
J
Q

〆
二
乙
は
す
に
に
J
K

て
ね
り
、
J

J

J

パ

が

4
コフ一
l

L

の

打
＼
一
氏
周
草
心
運
転
市
に
長
J

一
人
収
ザ
ム
で
円
五
歩
的
二
に
い
ま
し
こ
〔
こ

の
ふ
木
『
川
市
ば
ド
川
竹
刀
車
で
あ
り
、
名
義
J
B
戊
た
し
y

也
い
ま
す
が
、
ふ
ピ
ん

ト
ら
乙
が
J
く
特
L

り
て
荒
つ
と
い
わ
、
乙
は
、
山
内
か
ら
中
心
ス
ベ
γ

4
ー
も
も
つ
っ
て
い
る
一
で
フ
て
L
F
J
な
が
草
に
立
付
、
一
、
市
に
は

ふ
っ
と
打
が
京
二
、
ム
イ
り
、
乙
は
弘
に
助
手
＋
い
甘
い
雫
り
一
点
む
よ
つ
い

と
折
小
L
P
一
心
で
、
私
は
言
わ
れ
た
い
工
h

で
り
に
京
旬
、
山
み
ま
L
P
コ
ム

ヰド札

丸
f

か
っ
。
こ
の
店
心
両
品

T
出およ
J

川

γ
（
店
内
に
入
ハ
ご
り
一

刀

v

ト
に
南
口
古
一
と
ん
ζ

ん
人
れ
ち
日
と
き
る
た
口
、
品
F

て
で
「
以
り

し
て
〆
れ
九
一
と
つ
な
り
ぺ
hm十
選
ヘ
ー
俺
が
ん
口
凶
乞
L

～入
J

、
力
if

－
－
を
押

し
て
い
七
の
ま
ま
州
、
人
の
L

f

J

J
〆
述
過
し
つ
f

あ
と
は
需
の
桁

t
rんっ

て
三
一

t
v
j

伎
に
清
正
人
れ
柄
。
川
に
問
J

、
の
立
に
仏
す
い
〆

」
ミ
ド
」

L

一
口
つ
丈
き
～
り
〔
、
私
は
同
っ
～
ー
と
た
の
乙
が
万
一
っ
た
一
三

し
よ
う

ζ
L
L
い
る
の
だ
と
1わ
か
り
ま
L
二
弘
は
、
一
1
1
1
U
（
三
一

とい、「
y
＼
ア

τ一
一
副
作

f
R九
に
人
内
、
諸
に
カ
ー
ド

ν
押
し
な
が

と
日
ど
ハ
夜
口
山
喜
一
カ

1
1
に
人
れ
て
い
き
Z
1一
た
ハ
乏
し
て
、
投
ヘ
の

L
～J
q
」
主
十
一
払
戸
ず
に
を
し
J

一
一
汁
、
百
川
士
、
ア
〕
炉
持
〆
て
き
て
し
F

〕

ー
ロ
兼
H
L
の
お
出
口
ヘ
ハ
た
Y

1

ル
袋
に
ム
円
め
、
、
工
f
j
j
F

一札討

す
っ

7
ピ
持
ハ
こ
前
の
外
に
山
1

ま
L
～
勺
へ
は
、
一
向
子
に
一
山
れ
ず
〆
；
｝

ー
パ
誌
を
し
う

F
げ
て
い
し
ヒ
υ

と
こ
ろ
引
、
科
目
山
一
と
こ
ろ
で
、
任
ろ
勺
：
旬
、
「
瞥
備
日
（
、
ず
が
、

商
品
心
代
今
日
Uγ

払
っ

k

な
し
で
す
ね
－

P
L

雨
宮
か
け
ら
れ
、
ぷ
の
J
庁

別
ど
悩
ま
れ
v
、
〕
京

Jι
ー
の
で
す
l

／
は
、
九
一
」
灯
fp
ト
問
〈
白
＼
v

止
や
、

南
川
ヘ
け
災
を
持
っ
た
ま
作
、
走
r

て
と
の
お
引
っ
込
げ
山
し
ま
し

r一－

弘
山
、
こ
の
ま
ま
で
は
2
1
L
F
員
に
捕
レ
よ
っ
て

L
ま
う
、
執
す
同
門
Hhfι
同一
J

て
で
も
ん
れ
し
か
こ
心
川
崎
会
逃
げ
山
山
ざ
注
目
れ
は
一
、
1

川mh
い
土
ど
ん
）
亡

し
て
、

y
b
r
u
、
ru子
、
持
っ
て
と
h
k
b
Z
一
の
喝
」
投
げ
仲
間
て
、
右
手

のム（

t
、
私
心
y
什
引
か
村
J

U

で
い
FJ

ぷ
伯
円
の
F

二
十
の
閉
ー
一
双
発
防
り

つ
い
ま
ー
、
て
）
ず
る
と
、
営
仙
員
け
い
が
T
z
E躍
に
～
の
亡
、
仁
は
、
こ
の

市
川
へ
山
に
き
μ
明
日
で
い
も
〆
と
々
メ
？
ジ
を
与
え
に
お
げ
ば
、
一
世
し
九
日
て

；主

（取正法学l刊＇＂ 20:i1 i:;;11 21）訂 l:



ど
る
こ
、
一
J
ν

ぱ
川
に
ろ
一
n

y

v

ワ
え
、
ぬ
勺
中
的
り
向
｝
＼
九
富
市
一
円
七
〕

｛円ョか
i

し
に
い
打
投
幻
休
m
H
d

に
な
る
と
同
吋
に
、
立
心
I
U
一J
の、？人
ν一世宮市川川口

。
討
の
あ
と
り
に
押
L
吋
寸
＼
警
備
門
司
（
U
汁
1
v
め
る
よ
ろ
な
部
じ
で

押
し
た
こ
こ
円
、
申
告
民
は
数
訴
境
ず
き
り
し
）
役
、
厄
回
に
叩
ー
同
汀

に
倒
れ
一
V

〆
占
ち
？
て
こ
亡
、

μは
、
パ
一
日
と
技
庁
拾
て
た
ジ
二
一

i

ふ
π

や
お
っ
て
直
て
り
ょ
う
し

L

～
む
で
ト
人
一
ペ
ド
一
ル
吋
九
十
」
沿
お
一
つ
1

｝か

が
ん
だ
こ
ニ
ハ
に
、
い
つ
り
出
、
円
ん
さ
f
が
つ
）
心
占
、
山
首
濡
只
パ
付

当
た
れ
う
／
て
き
て
、
私
山
川
、
反
対
に
担
刊
に
仰
向
山
り
に
押
さ
え
つ
け
ヘ
ノ

れ
て

1
～
い
ぶ
し
と
そ
こ
へ
、
引
の
ご
信
一
h
も

や

ご

台

。

和

民

払
ぼ
指
士
〉
て
じ
ま
ぐ
だ
の

tr「

れ
右
」
い
、
注
摘
さ
れ
L

）
己
〈
慌
に
刑
半
さ
ん
M

字
情
を
弓
ね
、
h

れ
た
と
芦

に
は
、
具
体
的
ァ
む
7
ん
な
リ
ヤ
カ
ー
言
仏
口
同
日
U

L
一L
C
＼
一
る
〔
三
の
か
よ

く沼山
J

山
l
三
い
、

J
U
f
V
工
一
い
レ
十
が
、
へ
？
で
は
、
区
一
V
気
持
り
も
弘
行

ふり刷、ゴ一三！
J

～
の
で
、
中
「
時
心
で
き
ご
と
か
加
帯
に
一
～
ど
っ

7
3ワリ九三

い
ん
苫
ち
に
、
円
九
ん
の
ふ
る
二
人
法
刈
主
也
容
が
、
さ
き
は
こ
一
一
泊
L
「J

よ
う
な
も
り
と
ー
わ
っ
た
ご
シ
ト
思
J

出
、
エ
更
L
L～c

逃
げ
山
し
七
乙
が
正
一
円
、
し
に
の
ハ
J

わ
m
り
し
じ
ん
が
、
本
が
袋
一
佑
吋

に山部
1
A
J

～
ノ
佐
ご
怖
い
ノ
小
一
日
る
と
、
い
h
v
p
米
ノ
て
き
↑
」
以
か
な
ノ
な
r

t
い
立
じ
ん
心

t
、
乙
は
、
日
分
l
J
J
rり
た
げ
甫
f

に
唯
一
J
、
泣
い
一
り
J
U

C
仁
王
ゴ
一
G

8

U

に
る
犯
行
伏
況
の
再
羽
ご
、
月

r
H」

川T
の
勾
ω国
延
長
（
一
リ
ミ
川
町
パ
〕
が
訟
め
つ
一
れ
～
伎
の
人
口
い
J

4

ヨー

霊
祭
山
口
L
ぷ
、
川
v
L
b
1
t
I
店
外
に
品
に
一
こ
7

ハ
て
悼
よ
世
間
け
に
に
戸
h

一

か
汁
ゐ
つ
れ
ら
ん
状
況
、
誓
備
員
P
L
d
r
刀
を
ふ
る
3

た
状
況
、
反
対
に
苦
符

γ一
に
川
押
さ
ん
つ
h
t

ら
れ
て
掠
工
J

～
状
況
に
つ
（
、
、

4
？
百
円
出
に
あ

去し
r

お
h
に
再
現
し
て
説
明
、
／
て
日
い
仁
も
ら
日
／
J

I

1

4
れ
に
は
供
述

恒
斉
体
が
あ
る
り
て
、
姉
、
d

ら
や
ら
ま
ノ
L
L
J
h

ひ
ゴ
ー
わ
な

v
c

↓E

っ
r

一
－
こ
う
、
け
パ
山
山
、
わ
か
ヘ
り
ま
ご
ち
れ
ま
J

コト
t

M

L

i

－

に
白
f
f
日
記
怖
に
あ
る
｝
お
り
日
お
話
r

J

7

さ
～
む
で
ト
J
β
f
F一
、
再

出
北

L
C
丸
町
L
ま
r
i
c
k止
ヘ
ハ
ヘ
F

そ
し
て
、
「
行
兼
中
｛
川
妊
市
場
に
H

’V
（
て
た
X
暗

夜

行

U
主
道
場

に
お
し
L

、
殺
害
者
？
に
い
て
r
長
J

｛コ
M
が
、
引
役
を
川
円
一
叫
炉
、
ぞ
れ

ぞ
れ
戸
り
」
L
、
川
心
升
小
説
山
に
克
つ
亡
犯

h
J↓ι吋
心
ド
ベ
古
心
一
討
を

山
門
辺
了
ー
～
（
！
凶
目
、

τの
再
坑
状
討
を
に
庁

v
、
補
助
苛
の
叩
佐
美
一
一
行
い
回
数

ん
に
に
桁
ぶ
し
て
与
ム
門
（
山
出
店
内

vue人
γ
置
民
添
の
刈
叫
に
な
ど
を
行
p

円
上
、
実

州
立
ザ
ソ
調
ド
J

を
A
H
吃
ν
L
J

一

9

7
ヱ
勺
の
向
山
十
糸
井
拝
許
戸
時
品
求
ヘ
八
戸
4

六
戸
一

方、

xuu品川添い
υ告
の
室
長
3
1は
、
／
〕
が
一
待
v
g
N
U

に
お
げ
ハ
J

古川叶

窃
怖
の
共
犯
て
あ
る
と
判
所
、
／
、
川
γ
り
供
述
等
に
ふ
っ
1
4

て
川
ー
在
同
町

工
作
量
一
め
た
こ
ろ
、
／
〕
は
、
豊
中
市
三
町
佐
川
一
判
的
m
m
s
γ
ハ

ト

ハ廿J

廷に
h
H川U
L
て
レ
匂
こ
1

」がお一～山
1
ν

ん
」
て
一
て
、
和
亨
J
R
i
v

～川μ
は、

荒
川
同
に
汁
1

L

、
／
］
げ
対
「
つ
る
本
件
窃
慌
の
被
疑
事
実
に
つ
い
て
述
捕

状
を
詰
ト
訴
す
る
乙
乙
三
、
、
川
被
町
ト
事
実
之
問
、
H
h
r
る
一
計
引
～
品
が
乙
ん

に
出
芽
さ
れ
い
る
お
そ
れ
力
士
リ
い
｝
川
l
L
N
v

’
t
s
ヲ
パ
！

l

日間
2
1
L
押
許
可
い

iー
を
詰
ぷ
「
る
乙
〉
に
ー
に

τ

｛
設
問
2
〕
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八問ユ学辺i式験問題

嘗
F
J
｛じは、

m
m
J
m
L
押
司
円
八
一
百
ボ
古
川
～
一
説

1
押
さ
土
石
べ
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只
恒
川
同
教
授

1

μ

本

人

調
v
山
、
之
の
＃
v
h

（
日
本
1
、
一
は
長
川
出
了
吹
が
で
き
な

い一〕
1
r

一
を
む

ιで
し
に
d

不
妊
市
原
な
ゴ
の
主
が
尽
き
一
「
－

z
「

半
ば
ず
供
を
持
コ
戸
レ
一
L
y
h

ゐ
え
一
う
め
か
け
て
：
よ
き
に
ア
メ
リ
カ

の
〔
川
川
町
、
円
、
一
亡
4
白
人
約
が
比
芹
で
誌
の
ら
れ
て
い
る
こ
三
を
知
一
J

一
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そ
こ
で

xー
と
又
は
（
刊
ヘ
赴
長
一
、
へ

k

f
いれ
1
2
か
ら
卯
，
Tσ
抗

日
ナ
ミ
ズ
け
、

B
K
（
仁
川
人
）
に
出
陣
そ
し
て
も
rh
勺
ノ
と
い
っ
ぺ
F
F

吋
μ人
約
や
同
泡
て
部
結
〕
ん
し
た
お
ふ
ん
＝
約
の
と
F
i
拠
法
は
（
山
川
法
、
／
一

さ
L

れ
て
お
り
、
同
州
中
止
戸
」
い
い
は
、
代
川
一
い
ん
サ
長
引
に
と
っ

J
4
洪
か

出

J

イJ
坊
へ
口
に
は
、
ノ
ペ
乃
子
M

川
小
子
引
税
民
、
心
紛
の
て
ず
り
去
に
か

か
わ
ら
ず
依
一
門
V
刊
の
ど
」
J
1
y

さ
れ
る
c
y
f
m
け
後
日
止
は
血
事
ト
子
状

／
え
を
川
南
L
、
「
を
迫
れ
て

X
1こ
V

ん
一
日
叩
凶
し
た
r

そ
の
悦
K
寸
爪
rv

巾
没
所
ザ
仁
を
x

x

j
、
婦
の
総
出
↓
j
f」オ
F
Q
山
山
生
出
会
一
候
川
J

た

ー
と
ご
ろ
、
そ
の
交
回
を
店
絶
さ
れ
た
ど
め
、
ん
は
X
4
X
L
C
ーと

の
阿
川
山
崎
山
川
読
了
間
保
灯
時
認
ζ

一
〔
何
日
ポ
引
］
紀
三
収
H
惜
し
一
、
い
る

p

～
と
の
迄
認
を
求
め
て
K
地
点
川
市
川
川
い
が
、
主
ι
提
起
に
一
こ
の

x
e
X
心
詳
、
八
は
認
め
ら
れ
る
カ
ャ

日
主
人
士
婦
で
あ
ん
m
v
x
ー
メ
／
三
児
は
二
ハ
斗
に
十
ど
ー
ん
mv
蛸
抱
牛
y
m

ハJ

八

rJγ
こ
フ
ン
ス
む
さ
っ
て
い
ん
」
が
、
で
成
パ
〉
4
に
汁
N

一
山
で
緋

拾
が
成
斗
し
九
、
出
力
小
フ
ラ
ン
ス
G

お
い
て
レ
ス
T
ご
ノ
ゴ
乞
江
戸
円

3
る
丹
治
士
ン
ブ
で
あ
り
X
久
は
ヲ
ノ
ン
ヌ
に
い
心
し
て
は
い
わ
ゆ

ゐ
均
品
市
土
寸
丸
1
少

J

てパ
l
v
h

〕て
U

七
た
め
、
町
川
町
判
川
山
川
に
記
刊
で
は

議
婿
r
J

川
内
弘
史
料
之
払
認
が
月
ー
…
一
、
一
〔
一
円
一
コ
？

U

、
雑
婚
後
一
（
）
斗

同
一
と
ミ
礼
て
い
ι
ド
ぃ
そ
の
彼
X
r久
Y
嬰
と
も
口
木
に
問
問
J

、
ー

克
己
ゾ

d

v

ス
で
的
成
功
を
d
J
1こ
～
、
川
本
で

ω
レ
ス

1
一
ブ
ン
将
d
F

D

は
じ
め
イ

υ

十
J
X
I
J凡？
h
f
L
一咋内
j

一T
H九
州
4
仏
人
め
仁
小
さ
な
ワ
ラ
シ

ス
料
理
の
設
＼
子
九
は
じ
め
L

一d
d

非
常
仁
灯
♂
て
、
次
引
い
に
ん
で
芯
元

市え、川内けい
R
I
も
p

ん
y

ん
I
人
き
く
な
い
リ
、

μ

成
［
山
J1
に
は
カ
刊
ノ
ス

マ
に
エ
婦
J
I
J
て一
7
レ
ヒ
に
中
川
｛
慌
た
ハ
科
起
の
本
を
山
版
、
y

ゐ
で
7

な
状
川
町
に
な

i
に
い
た
い
Y
H
刀
は

X
ん
人
円
成
功
内
川
叫
を
土
い
し
、
山
弘

安
利
支
払
勺
必
要
か
ん
礼
く
－
u
）
手
と
判
断
し
、

l
立

川

年

ヘ
J

いじ月

二
又
υヘ
を
や
い
し
た
J

で
こ
て

Xι
は

υどん仙川
j
川
政
判
所
～
扶
五
五

え
払
を
／
刊
し
）
プ

Y
ン
ス
及
判
一
サ
ペ
引

1
止
の

H
A「
に
お
け
る
執
行
4

求
め
て
晶
、
え
を
提
起

ν
た
ど
、
の

X
f久
の
ニ
ザ
え
よ
ぷ
め
つ
れ
る
か
）

V
国

際

取

引

法

時

甘

い

y

六
日
投
投

口十六！
mu
輸
一
人
主
者
で
あ
る
！
と
斗
均
諒
～
「
N
一
は
、
市
河
内
部
川
長

I
G
t
I
4
2
心
マ
リ
ン
。
ソ
九

f

M

〕
か
ら
可
ン
ゴ
貯
を
よ
で
休
1
b

て一
9
L

淀
取
；
江
口
山
（
以
「
一
大
出
汁
詰
門
）
A

んγ
民
主
け
人
心
日
つ
き
の
よ
ソ
な
い
世

約
一
以
卜
イ
は
本
件
允
百
九
人
約
一
」
！
こ
い
、
ユ
を
締
約
J
h

一J

Z
F
H的
山
間
ル
リ
／
コ
伝
健
康
食
山
一

JE袋
、
代
ふ
一
…
ぶ
賃
金

一
弓
川
と
と
ド
ル
一
ド
引
日
コ
弓
1
J

ル
J
刊
r
l
t
c
f
ン
l一タ
i

J
ヌ

〈

〉

〈

U
（
ハ
に
よ
ん
」
注
J
V来
町
収
泊
不
法
術
品
ち
信
同
状

に
υ
ム
ハ
決
済
｛

1
u
c
η
u
c
p
r
y
C
1

九
九
一
午
に
よ

士
ι

」
叫
ん
約
の
準
拠
出
J

い
併
己
主
民
〆
一
ー
ノ
、
な
約
カ
っ

4
じ
え
紛
リ
J

は
、
本
間
山
下
仰
及
協
会
大
阪
土
部
で
判
決
に

d
J
J同
町
じ
2
5
1

N
h
、
株
よ
九
百
註
ー
疋
飢

h
梅
川
支
店
に
け
川
ん
河
川
札
口
令
二
川
T
l

u
リ
一
一
ハ
ノ
一
、
ル
の
伝
町
状
斗
73
間
設
さ
ー
、
こ
れ
を
支
払
子
山
レ
一
〕
亡
立
に

f
U
2い
た
辺
り
を
支
払
戸
止

J
M
べ
代
、
ナ
ゲ
前
一
九
ノ

L
て
、
ム
同

t
ズ
日
山
一

不
出
を
お
三
一
M
E
P
日
に
な
〆
了
〈
ヰ
山
県
に
代
書
店
を
待
つ
叩
官
接
持
告
で

あ
ふ
う
シ
ソ

1

・7

／
ヅ
ヘ
1
U
〆
一
一
洋
一
一
足
早
パ
ド
青
山
dficohH
品川
1
、

七
カ
ら
づ
一
一
）

X
斗
月
山
口
叶
I
先
行
の
船
が
よ
f

河
川
を
引
与
し
、
二
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れ
を
品
川
7
又
へ
え
あ
る

K
に
方
、
い
川
一
た
〕
じ
は

M
と
の
知
人
的
に
い
民
つ
え
一
、

火
山
刊
寵
口
工
事
パ
ヲ
マ
ム
ハ
レ
ρ

一
行
介
ャ

J
J

ド
ヵ
叫
川
r
何

U
が
附
加
し
た

ロ
シ

1
一J
に
部
落
テ
丸
山
γ
司
一
コ
ブ

l
w
港
ぅ
、
ヱ
ヘ
限
引
ま
て
吋
L

十
戸

地

L
、
ド
ロ
ご
サ
は
川
年
二
月
今

μ人
取
描
ト
辺
一
ι
1
た

な
わ
れ
＋
工
山
設
問
引
当
時
、
日
だ
、
凶
事
お
よ
び
／
一
五
J
U
C
I
S
U

J

L

F

J

λ

ムヘヘ
A

ハ
グ
改
正
飢
出
証
券
川
市
条
約
内
得
約
凶
レ
一

た
っ
て
I
i

る

｛
引
一
江
間
｝
以
ト
引
半
v
t
安
一
副
長
♂
ヤ
－

c、
以
卜
の
設
問
に
伏
「
え
な
三
」
い
し

ー

ー

は

γ
口
、
ン
ー
す
応
人
U
L一
引
当
時
、
引
を
堪
ん
机
能
日
U々

札
口
堪
当
能
十
ム

の
あ
る
状
慌
に
利
く
こ
と
ト
つ
い
一
斗
凶
H
P
一
お
よ
な
っ
た
の
一
、
、
事

故
の
本
怜
有
山
J

ど
人
れ
ど
袋
に
J

川
本
部
引
チ
け
l

じ

、

六

c
－h円
以

k
の
設
設
ヰ
－
三

t
た
川
本
件
海
i
店
子
f
M
K
の
や
拠
法
七

、
の
日
カ

2
N
は
1
じ
け
吋
｝
C
H
d
A生
日
始

f
f話
求
ご
主
会
か

2

八
版
保
険
株
式
会
引
（
「
パ
い
」
～
は
、
ー
と
の
河
に
給
結
J

ん
本
什

商
品

rL持
品
明
日
計
d
J
す
人
J
H
け
戸
川
沌
仁
川
末
段
ぃ
fu〈

ωし
に
茶
つ
入
一
、
一
三
じ

可
六
八
ノ
円
山
以
防
令
を
主
払
コ
一
一
刊
の

U
に
対

γhv上
記
l
山

一
一
凶
ボ
梓
千
代
品
川
収
抱
ri
－－（

ο一
は
、
じ
じ
f
h

ト
担
問
徴
的
慣
害
防
治

会
及
γ
J
こ
れ
に
対
す
ゐ
同
一
一
法
定
利
j

索
、
よ
る
圧
延
損
亙
斗
げ
の
え
右

主レ
h

め
フ
ヱ
叶
訟
え
佐
山
t

L

一
ぜ
「
－

ATL久
判
管
桔
は
あ
る
か
c

3

f

Rー
の
卓
実
カ
な
川
〈
ず
る

v
U本
の
に
良
川
町
メ
カ
ラ
円
」
内
る

ァ

ド

辻

ニ

F
一
一
は
、
六
件
前

ιが
下
の

h
pム
を
段
〕
玉
川

J
C
L
る

と
ー
一
亡
、
木

r商
品
を
た
品
川
浩
司
、
苧
－
押
ミ
て
た
の
で
、
刊
は
利
聞

を
取
士
号
、
主
な
＼
な
れ
、
I
人
選
立
し
ご
し
土
J
J
h

一
冗
は
こ
の
造
ぃ
門

八問ユ学辺i式験問題ヰド札

を
M
に一叩不！一
T
る
た
除
、
仲
及
ヘ
ー
中

4N一
て
え
い
（
ー
い
南
山
日
出
は
な

に
治
、
ノ
〕
招
主
門
下
J
悩テ
p
l
可
ー
と
え
る
カ

V
経
済
法

I
れ
旧
時
五
山
教
授

た
の
下
茶
に
つ
ミ
て
、
仙
叫
J

土日

l
f引
価
を
加
え
よ
c

A
片
時
汁
机
八
口
（
以
卜
一

A

I
／
一
い
、
）
は
、
店
奈
川
川

M

疋
び

東
京
高
に
と

L
て
ペ
ケ
ン
ク
リ
｜
へ
（
以

I
1止
J

」

い

I

f

J

の
製
造
業
を
営
む
七
言
組
什
長
、
r
し
て
、

jm
小
計
業
等
協

司
組
、
一
一
に
烹
イ
ミ
利
八
九
日
の
裂
平
ず
る
牛
「
の
ん
河
内
同
士
士

事
業
十
一
一
す
っ
－

t
｝笠ナi
J

勺

I
H
m－L
Y

一
J

て
設
立
ミ
れ
ど
山
下
業
協
同
判
さ

で
あ
る

」

A
a
は如
m
k
H
Hか
ら

1
－
ン
チ
封
い
交
け
て
こ
れ
を
刊
日
／
の
円
以

冗
業
者
品
川
河
し
く
ぶ
り
、
を
の
奴
川
数
量
ト
七
十
同
政
正
事
弘

己
主
に
上
げ
る
生
ン
の
稔
以
冗
リ
丸
善
の
ほ
y

ん
す
ぺ
亡
や
ト
け

め
て

v
る
）
組
ヘ
口
月
九
は
、
以
売
主
vrけ
か
ら
の
ル
ナ
汁
の
引
き
ム
ヘ

に
J

い
て
、
え
か
ら
あ
ら
か
に
め
説
υ

り
↓
て
久
れ
た
U
U
H
府
内
也
市
川
に

い
同
い
凶
作
を
走
け
、
ぺ

Jfγ
川
有
v

F

L

O

A
は
。
牛
ー
の
版
1
y
T
仁
と
の
同
に
一
代
一
行
一
取
冗
行
取
引
片
山

木
村
に
軒
、
以
下
代

h
k売
j

一
h
F
X

約一

ζ

い
一
／
日
）
又
は
一
特
約

阪
f

冗
店
取

v
L木
い
山
人
的
」
－
以
κー
は
約
版
売
店
契
約
と
い

I

f

J

を
締
結
1
、
一
れ
ら
の
版
元
広
市
民
を
代
行
取
冗
hh
一ソ九

日
一
特
約
い
刈
一
冗
宇
一
｛
以
卜
よ
れ
～
：
一
以
t
t
M

と
い
う
」
と

ゐ
し
、
山
」
早
川
』
J

に
同
協
札
け
が
日
一
）
、
い
る
パ
ー
コ
、
の
宍
河
川
以
完
u

下

京
に
係
マ

2
1
ン
の
政
ケ
ア
h
l
u
v
て
い
ぷ
な
お
、
九
円
以
売
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3
5
4
」
ン
を
収
り
悦
つ
ど
v

一ゐ民
J
L
6
は
、
共
同
版
八
市
下
主
尺

喰

γ
ド
仕
す
る
と
コ
シ
丹
坂
冗
位
向
、
者
向
十
、
品
川
ー
を
い
め
て
い
る
「

二
王
は
、
＃
一

t代
行
政
完
「
r

旬
、
約
及
げ
一
特
約
川
m
l
t
F契
約
に

Z
L

〈
、
版
元
店
λ
引
v
t
パ
の
渋
拾
す
る
斤

f
－
J

れ
外
山
生
コ
ン
を
求
り
品
川

、1
山崎ん口

μ
、
め
ら
か
に
よ
り
A
い
対
L
C
報
z
口1
〆
な
け
れ
ば
な
～
つ
な

v
拍
手
足
一
て
ー
し
て

v
ゐ
ド
な
（

L
は
、
政
f

元
広
川
J

こ
引
認
定
に

達
ぇ
！
こ
同
J
A
E
E
忠
つ
れ
一
人
掃
討
日

1
2戸
川
刊
に
引
を
酢
除
す
る
一
」

こ
一
、
い
ス
…
C

主
は
、
か
い
似
て
か
っ
。
共
同
駅
J

心
事
長
主
て
川
口
ン
め
町

山品川山リド
7
、
山
l
A円
相
八
口
け
い
の
斤

y
一
J

のい川
F

へ
双
山
内
羽
I
人
ト
努

め
て
託

y
一
が
河
滋
叫
刊
の
組
会
員
で
な
い
牛
ン
ン
何
日
刊
誌
者

一
い
品
、
「

R
外
名
一
戸
一
い
三
一
の
存
在
」
h

り
？
の

μ
F
2

「jpJ
三
武
内
、
ミ
去
っ
つ
む
こ
乃
七
人
つ
、
え
よ
、
ー
七
一
j
民
、
占
完
J

J
J
ι
f

：

？

j

j

巳

J

d

t

i

j

i

－

－

z
i

及
び
ト
ト
一
約
版
f

冗二
1
契
約
内
h

コ1
1

白
款
の
一
名
来
日
中
に
い
早
づ
き
、
一
切

ん
出
治
｛
勺

uu外
者
の
ア
「
ン
ヲ
取
扱
い
↓
い
旨
の
杓
t
い
が
な
さ

れ
た
場
合
）
、
ら
、
杵
九
日
L
J
h
山
山
ぃ
汁
う
刊
誌
な
♂

3
は
、
九
／

取
引
一
？
？
h

ノ慾滞！一
T
hで
」
と
最
古
よ
り
h
h
M可
b
1
j
m
u

収
引
を
認

め
寸
、
之
、
川
相
い
を
せ
d
p旬
以
外
括
的
片
コ
を
以
「
吊
m
r

た
以
売
出
に
対
い
て
よ
取
け
J
f
定
点
削
停
止
す
る
円
十
引
待
出
を

早
川
る
仇
つ
に
l
て
ぜ
る

ミ
は
仲
ハ
司
奴
川
八
－
5
L
ペ
2
J
4
1
吋
ぐ
は
、

ρ

コ
ニ
川
市
要
告
で
あ
る

述
設
ポ
ヰ
ポ
υ
臼
が
口
、
れ
ハ
起
の
ル
ナ
コ
〆
の
み
手
同
円
ー
し
て
工
事
手
一
汗

f

一L
M
E釘
一
な
状
況
で
わ
る
こ
、
ゐ
、
組
台
誌
の
生
コ
〆
門
川
万
一
以

与
の
引
い
へ
を
凶
る
た
除
、
員
外

E
の
生
コ
ン

rz悼
引
J

て
い
る
U
W
K

討
に
H
M

組
合
川
口
一
け
F

｝一

J
4一
九
浅
川
イ
ツ
る
よ
ハ
i

山1
4
L
、
P

〕山川民
A

に
む
じ
な
い
り
占
ド
対
し
ご
は
、

6
1
役
、
証
人
－
H
H
の
牛
コ
／
は
供
給

υ

な
い
ぺ
］
口
を
ド
し
↓
へ
い
し
f
い
る

A
の
こ
の
よ
れ
れ
人
汀
弘
｝
ぶ
り
、

部
爪
り
と
円
一
ン
乃
需
要
苛
は
、
誌
に
！
日
外
持
の
F

「
／
を
慢
m
y
J
7
L
R

d

J

J

て
し
た

L
山下に
v，
l
v
r

、
生
中
か
ム
勺
釘
什
「
口
の
μ
十
コ
ン
に
切
η

ι

有
く
一
る
ニ
ー
ζ

を
余
儀
九
%
、
さ
れ
て

U
L
f

阿
久
は
員
件
当
心
当
ゴ
ン
勾
川
可
数
以
ふ
と

ι制三一
t
る
カ
箭
こ
J

A

、

川
事
会
に
訂
い
て
、
相
川
ム
J

員
uvx
ぴ
ド
ム
引
に
な
員
外
〆
μ

を
川
十
コ
ン
即
応
ハ
廿
M

V
て
あ
る
い
一
メ
ン
の
む
八
先
裂
込
4
京
高

r
と
ト
は
け
し
、
長
判
長

の
生
コ
、
J

の
山
何
に
ワ
い
て
は
、
ミ
の
数
量
を
点
「
AHHω
ド
ム
有
と
叶

の
区
一
八
ん
に
一
一
ず
る
組
ヘ

T
Rの
巾
↓
ト
組
以
〆
州
な
す
て
、
を
今
一
も
一
系

叫
別
責
に
佑
制
一
〆
一
台
、
一
q
y
u
措
置
を
沈
八
六
ゼ
メ
／
ト
の
m
h
F
T究

者
ん
札
仁
川
川

v

こ
う
U
け
で
岨
知
J

た

f
p
え
ば

A
は

口
H
Z
M
W
白
て

あ
る
れ
に
お
し
、
同
行
が

n
r
L
f土
コ
〆
の
つ

L

｛
乏
の
門
店
需
で

清
出
、
し
れ
た
鼓

1
宇
治
J

ん
る
巾
川
首
長
ー
ギ
一
以
超
過
銭
円
中
一
こ
い

一
に
つ
い
一
に
は
向
性
に
わ
メ
ン
：
γ
供
給
て
い
る
相
ハ
一
一
口

仁
の
出
ト
和
歌
川
す
と
み
な
す
こ
と
字
決
F

一
に
し
た
L

～
）
れ
に
志
づ

3
A
は、

仁
に
汁

υ
、
却
口
品
数
吾
ド
宅
金
μ
仰
を
乗
じ
た
組
を
斗
品
川

4
E
剖
罪

、fナ
称
じ
て
：
目
求
L
、
ー
よ
払
わ
い
H
t
い
る

V
知
的
財
憲
法

I

V

川
町
司
胤
樹
投
授

中
は
、
↓
ヘ
ハ
｝
一
、
リ
一
主
二

H
仁
、
む
許
出
刷
え
を
汗
っ
た
c

出
回
、
ー

の
照
占
に
添
付
し
ん
に
引
許
清
ぷ
の
益
出
に
よ
、
川
が
川
斗
八
月
に
発
端
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J

h

」
発
明
α
が
一
同
再
セ
れ
て
い
ふ
人
。
二
J

ヘ
）
川
年
六
月
に
、
中
川
凶
A
レ

円
い
仁
川
ハ
院
公
vrい
が
え

JY｝
《

J、
同
年
ヒ
丹
、
円
七
乙
が
品
川
売
才
る

耐久ロ
m
o
n
が
庁
駄
に
い
心
し
て
川
川
J

ご
い
る
p

こ
や
一
軒
コ
ペ
。
製
品
B
は

一
円
が
独
い
い
ん
に
問
先
l
寸

t
の
で
、
以
初
日
内
が
れ
い
ら
詩
史
者
に
A
J
L
F

双
子
J
E
い
イ
が
、
一
ノ
一
一
」
叫
ζ

万
以
日
刊
は
、
内
U
7てい
h
M主
J
1
｝

／
〕
が
川
い
b
J
a
h

吋
ー
し
て
販
売
「
る
よ
フ
に
な
〉
え
れ

半
口
、
都
品
巴
治
山
相
川
川
町
G

の
宅
地
「
刊
で
あ
む
こ
患
い
、
乙
に
A
J
L
F

、

光
明

σ
勺
内
評
会
↓
Jt
栽
二
青
山
か
蛇
不

v
r－m
安
土
川
を

ν
ん

以

卜

一
本
件
苦
什
口
」
1
y

い
〕
ハ

J
T
訂
後
、
出
町
山
A
fノ
駅
書
に
ほ
山
村
J

J

江「

一
山
諸
点
の
益
出
に
つ
い
と
信
正
が
た
さ
れ
、
さ
に
＼
巴
設
え
れ
る
究
明

は
克
明
ピ
と
な
っ
、
一
1

m札
口
山
口
日
間
光
町
、
α
日
比
術
的
範
川
川
に
匡
一
ず
る

八問ユ学辺i式験問題

も一
γ
て
ネ
る

ニ
コ
コ
ー
ハ
公
一
円
に
出
願
A
に
つ
い
て
ね
川

huffο
れ
に
が

戸ル

I
「
木
村
い
む
J汁
L

L

い
ろ
J
J

辺
存
に
子
。
ま
で
、
引
き
続
安

一
山
店
長
品
目
2

｝一一立ポ
L
、
7
U
は
「
れ
伊
一
円
か
ん
一
購
入
し
坂
川
し
て
い
る
3

U

V
は
、
／
〕
に
対
？
と
＼
山
川
一
加
公
開
に
豆
っ
く
吋
白
人
ム
士
払
品
求
に

r
o
r一
め
に
は
、
ド
斗
l

葉
山
パ
口
佼
ご
山
口
M

の
山
部
百
円
口
を
す
る
こ
f
J
m

必
要

一C
ふ
ω

J

一子〔

F

；

／

ヲ

川
ザ
ば
、
木
作
丸
掛
け
ひ
付
j
さ
れ
た
以
後
げ
、

J
E
の
閉
山
下
、

J
L

J

r

し
て
、
範
図
主
人
手
）
品
ど
－
b
J

る
込
府
中
に
施
梓
を
設
定
一
3
7
Q
契
約
3
1命

札
＼
ー
の
日
J

日
行
此
片
山
吋
が
な
y

心ふりょ一

U
J
は
、
乙
に
刈
3ν

三
小
川
海

公
開
M

M

h

っ
く
い
伺
慎
全
十
人
弘
前

K
1／
λ

持
許
権
住
吉
に
1

会
つ
く
－
T

r苦
烹
及
び
ロ
沼
市
内
治
情
品
以
ん
パ
ー
す
る
戸
一
ζ
y
J
で
き
る
う
）
な
お
、
本

ヰド札

問
に
（
ノ
い
て
は
、
州
憤
rf
，λ
弘
前
求
に
閃
L
守
、
丙
疫
の
前
呈
ー
の
誠
一
否

ど
芯
定
ず
る
必
要
は
寸
惜
し
－

心
－
内
心
、
ヘ
ノ
ハ
二
年
パ
ド
力
に
、
製
品
目
円
試
作
品
f
i
t
h
吹
き

で
の
段
、
且
一
用
体
制
人
少
一
笠
与
え
て
、
ハ
J
C一
午
川
月
よ
り
、
日
品
目
の

山
梨
沼
氏
υ
をよお
t
L
L
J
こ
す
る
市
I

同
点
的
特
り
ど
よ
め
る
J
に
cγ
旬、

／
〕
に
汁
ナ
三
一
心
製
品
目
力
以
売
心
差
士
清
ぷ
ぶ
j
d
め
司
つ
れ
な
い
の

民
、
乙
の
よ
品
、
い
し
荷
台
て
2
る
か

曹

v
環
境
法

M
糾
川
戸
ρ
印
4
日
救
授

｛

3
叫
問
i
〕一山叩仏阜引以
ι】

な
も
の
う
、
そ
の
ヨ
出
芸
μ

」
刈
川
ベ
手
説
山
4
l
な
ν込

い

主
h

」
、
店
叫
／
什
の

段
ド
凡
l

以
灯
ド
で
情
川
州
的
干
｝
江
糸
↓
刊
怖
川
L

J

、
い
る
も
の
う
E
、
休
沢
を

コバ
uf

げ
グ
、
ぞ
れ
ぞ
れ
ツ
ミ
J
A
N
e
－
な
三
い

一辺四円
2
〕
以
卜
の
え
中
ほ
、
一
一
t
u
y－
池
故
以
↓
j

一r
L

ハ
ノ
月
二
川

判
決
に
お
ご
＼
パ
千
円
三
下
京
J

た
被
告
円
咋
U
5
h
J
弘
に
つ
い
て
乃

E
h一
（
副
て
あ
る
い
こ
れ
ヰ
読
ん
で
、
促
ハ
乃
げ
助
か
ら
反
論

す
み
し
日
伴
両
を
医
刊
し
な
さ
い

ち
な
み
に
本
汗
は
、
原
牛
什
が
、
乙
1
h
d
d
よ
り
は
刈
対
照
い
ね
た
一
J
t

hrt
涯
を
唱
和
紙
L
t
た
人
点
、
引
が
ん
、
限
一
昨
ハ
い
か
ん
、
店
匁
掃
い
い
雨
宮
し

た
と
し
て
、
伎
川
口
、
つ
が
た
ば
、
と
捻
挺
に
閉
す
る
王
川
崎
な
情
報
を
松

川
ハ
す
る
な
ど
の
心
効
九
%
山
間
淫
規
制
対
来
を

r
ら

r
t一
ば
炉
、
を
山
肌
完

1
1

人
は
以
売
さ
斗
一
九
三
↓
／
一
な
こ
デ
注
υ白川、ありな
1／
L
一
三
、
ぬ
と
l

川

木
LL
ば
こ
忠
一
長
校
式
会
社
一
以
下
校
許
l
i」
と
い
う
、
～
）
に

U

L

、
一
言
三
去
三
世
づ
き
、
渋
己
出
一
に
わ
じ
一
：
日
一

Z賠
償
「
「
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条
l
ぃ

λ
づ
火
、
出
止
の
損
主
を
述
祐
二
に
賠
償
ミ
る
よ
ー
求
め
、

比
一
け
な
ヘ
九
九
へ
年
）

I

…九
G

提
叫
し
た
4
J
案
、
あ
る
〔

－

松

山

l
T
m
没
渋
々
む
に
つ
い
J
の
ば
山
の
L
t
R

l

h
悦

H
1
E
J
T
ω

恥
的
、
l
u
吉
正
弘
山

九
ペ
ノ
＼
ロ
、

v
l
／王
υ
い
い
誌
協
会
は
問
山
川
四
》
信
託

i
f

訊

r
f
d
報
パ
ハ
宇
円
の
心
て
、
ン
ガ
〆
ツ

h
N埋
は
、

γ
4
4
1刊
界
的
に
ー
不
つ
れ

る
引
が
ん
に
す
ω
化
一
一
一
一
の
官
切
の
円
以
J
L
U

考、
x
ら
れ
る
町
内
回
九
一
あ
る
し

判
前
を
山
川
〆
、
さ
、
円
に
、
肺
か
ん
俣
刊
気
営
支
炎
、
川
ん
洗
濯
、

L
U

京

忠
な
ど
の
一
一
九
州
に
よ
る
出
肢
を
下
問
す
る
は
安
土
な
山
人
同
時
内
法
へ
の

柊

h
r一
万
聞
が
必
史
、
あ
る
ど
話
市
し
、
九
〕
ノ
リ
に
お
次
、

川
ん
じ
七
r
に
第
一
次
、
九
人
三
〆
一
ー
：
Z
問
次
報
？
ロ
エ
円
に
お
い
ご

MJ

世
が
町
仰
が
ん
ぷ
み
な
」
円
ず

i
昧
州
を
色
も
争
丸
山
技
術
の
峠
凶
で
あ
る

とれハ甘口氏
J

寸
よ
丈
、
九
ー
ハ
目

ι十
法
同
公
衆
衛
生
総
計
斗
山
間
プ
久
ハ
点

た
は
「
町
民
州
と
健
市
L

L

同
判

U
F
る
以
川
U
本
H

合
作
成
犬
山
町
一
慨
が
肺
ム
ど
ん

の
い
原
因
し
一
社
何
ー
も
引
が
ん
以
外
の
与
と
ば
↑
一
市
川
に
～
J

い
と
も
山
中
川
い

の
間
足
性
争
認
め
J
L
O

本
川
J
I

山
ヘ
ム
吐
は
、

η
六
同
士
叩
士
苫
の
人
L

訳
を
J

、

h
パ
六
同
年
二
日
ニ

E

Y
わ
を
刊
行
J

、
伐
日
仰
の
で
宝
什

の
一
主
投
手
一
持
つ
に
市
っ
た
そ
の
旬
、
収
淫
カ
泌
が
へ
欣
一
叫
が
ん
、

肺
叉
医
川
J

の
え
ば
こ
刊
の
原
川
い
な
る
白
川
州
セ
誠
川
口
か
い
士
、
レ
山
さ

れ
、
九
ヘ
ヘ
Jhー
に
は

VL円
精
神
b
J主
立
の
一
精
神
嘩
竺
の
へ
A
出
・
新

一
ゴ
コ
マ
二
／
U
円以一

d

L

お
い
て
一
一
ネ
ン
仇
存
が
公
ド
ベ
な
急
百
分

類
と
二
山
で
け
ら
れ
た
」
1
y

に
よ
川
、
桃
山
J
T
は
、
官
く
1
y

も

ん
八
U
つ
に
は
、
市
町
内
ん
市
川
乃
寸
汁
州
て
の
み
戸

F
り
ず
、
た
ば
こ
乃
依
存
州
て
に

つ
い
て
認
識
1
1
7へ
は
行
什
竺
認
識
叶
ベ
主
状
況
に
あ

J
t）

こ
の
一
寸
ー
な
状
出
の
も
こ
で
江
、
性
f

一］Y
J
i

は
、
と
は
こ
の
良
川
回
一
以

売
業
者

c
ヒ
＼
ー
一
、
勺
が
町
民
迄
以
売
J

れ
た
王
｝
か
ら
発
d

ー
す
る
た
ば

こ
仰
に
常
ま
れ
る
～

F
H物折れい一
T
4
2
詞
七
、
人
体
f

寸
い
与
が
な
、
ー
で
ノ

に山市世

q
を
叩
子
炉
｝
、
今
、
ん
い
吟
け
に
U

虻ん
4
2シ
I
Z
i一
～
鳩
ぷ
υ
に
は
、
別
主
涯
を
口

止
J

、
税
υ
山
を
一
川
円
以
ず
る
な
と
1

て
ι出
合
主
ふ
れ
l

、
宇
、
十
刊
書
呼
刀
叫

す
る
ど
で
は
似
完
を
作
χ
る
な
ど
の
市
川
ペ
説
明
削
釘
村
山
を
る
ベ
ミ
ぷ
務

の
法
主
義
務
と
か
あ
コ
た
J

ー
れ
、
松
山
j

z
は
、
は
ら
た
ば
一
7
4
1空
什
4

版
売
1

一
、
非

I
P自
1

喫
津
川
L
性
を
身
ト
っ
け
さ
什
一
た
f
一

hvzお
わ
れ
ぬ
ト
民
づ
く
作
忠
義
務

と
？
て
、
三
日
」
ノ
ン
の
依
ム
行
性
を
よ
込
山
づ
る
に

Jrり
ゐ
怖
い
耐
の
枚
備
、

す
な
お
も
、
た
い
T
」
の
桜
山
品
販
売
勿
げ
い
い
1
、
町
民
品
を
阿
収
L
〈

コ

tι
川
ト
行
に
の
L
コへ
j
J川
町
者
か
J
W

子
会
注
の
不
依
万
7
品ふれ出
J
7
J

局
ア
同
一
で
え

な
い

L
、
に
f

る
か
、
右
中
物
資
子
＼
ヲ
よ
な
＼
久
へ
工
な
た
ば
p

～
や
一
J

F

レ
フ
た
は
～
）
の
製
造
対
日

L
Jり
骨
え
る
｝
刀
、

ι
t
H
2品＝
E
F
T

－一市

小

J

相
川
慣
を
選
択
し
に
」
者
に
社
づ
P

勾
伴
、
同
町
支
持
作
制
J
G
一
計
十
、
る
な
と

一
コ
下
ン

σ仏
汀
性
を
泣
吃
山
山
m
j
ω
に
足
り
Q

お
！
匹
主
治
会
タ
＼
洋

戸、ー、
η

j

：うコ
j

｝

一
百
五
三
九
J

d

i

訂

y

て
の
恨
の
実
俳
法
：
の
川
一
三
札
訟

九州バロ
j
！
の
大
法
行
一
為
法

t
の
、
止
意
義
山
知
ヘ
作
為
表
務
）
辻
、
次
の

沃ノμ
に
土
コ
て
も
初
期
、
つ
げ
？
？
と
い
－
F
Z
J

ゐ

い
円
世
円
以
T
F！
？
炉
本
法
川
朱
は
、
ポ
宗
υ
れ
が
て
の
供
給

T
る
商
品
投

ヴ
一
伝
説
に
勺
い
て
、
危
ァ
円
仰
向
止
透
止
な
汁
円
増
此
び
表
示
内
定
ヰ
地
主
一

:2, 1,iん学1"6 cc, 2421、1w: 、2::117. l 



八問ユ学辺i式験問題

バy
誌
な
持
青
ι
を
講
ず
る
L

い2
一
司
市
を
何
－
y
る
ご
と
を
ー

τめ
て
v

守

ま
た
も
一
年
い
に
月
品
規
釘
託
』
ん
六
円
1

家
史
U

川J
V
一の
4
E
F一文一
4
輸
入

F
J
卒
業
十
3

者
は
、
一
も
の
裂
工
又
は
鞍
人
に
依
る
分
J
w
t
店
品
に
介
有

さ
れ
る
物
一
れ
の
へ
り
怯
広
円
j

d

凡
る
影
響
ro
よ
あ
く
l
、
hv↓
該
物
J

山一て

よ
り
人
の
陀
投
に
併
ゐ
被
害
が
竺
ず
る
｝
と
の
な
い
よ
う
に
d

な
け
れ

ば
な
ら
主
い
」
レ
二
疋
ゐ
て
い
h
v
c

ぷ
応
対
品
規
制
法
は
年
一
γ

れ
の
民
「
同
問
バ
川
岸
い
、
烹
事
法
与
の
胤
制
対

主
か
り
札
札
y

い
式
珂
口
山
を
、
何
健
出
パ
よ
ー
の
い
凡
泡
か
ス
士
、
効
相
の

対
象
一
一
9
L
）一
L

よ
い
い
て
行
で
制
定
さ
れ
ど
ふ
の
で
お
る
か
ら
と
う

も
42
山
口
河
口
山
と
あ
り
、
ん
却
y

ハ
j
ー
は
、
－
一
記
与
示
内
主
士
一
者
、
J

？
心
か

ら
、
直
く

ζ

b

d

，Z
注
目

rwω
制
ム
が
竹
一
行
三
札
」
人
凡
七
川

ι
わ

け
門
ご
一
凸
、

f
z
こ
に
ん
内
有
さ
れ
る
物
質
内
人
山
他
山
町
h
h
t
ノ
λ

。JVV
叫

を
記
翠
J

9

ぺ

24士
J

ゐ
必
去
が
ι

に
f
一〕

川

被

I
口
J
T
の
ず
持
刊
皆
川
、

波
土
ハ
！
丁
以
、
以
上
の
義
務
を
白
「
ア
J
7
L

い
ゐ
に
も
か
カ
わ
ム

ur、
f

何

日
ム
十
日
小
山
喫

M
u坑
制
け
川
端
を
せ
ず
主
パ
ハ
に
手
は
こ
を
製
ぷ
ぬ
完
レ

絞
け
て
v
y
パJ

少
い
に
か
、
の
」
r、を
V
2
一
y
る
＼
え
と
あ
る

い
山
氏
土
ハ
！
丁
以
、
口
火
専
売
人
公
仕
勾
代
か
ら
呪
F
I
η

ム
刊
日
悼
を
認
識
し

て
い
た
に
も
か
刊
わ
ゐ
つ
が
ヘ
一
九

l
t
R
F
ろ
の
現
他
の
訴
す
ト
悶
ず

る
誌
と
き
キ
マ
ル
秘
丈
L
P

号
、
し
て
今
般
国
早
べ
か
ら
日
出
話
1
許

取

↑

L
F
、

投
下
民
民
仁
対
｝
て
は
、
九

μ
一
少
促
－
F
Q
O
G
A
一
こ
い
「
ー
ば
こ

の
ム
門
主
性
吉
山
宏
文
は
一
》
昧
化

f
句
、
ょ
っ
な
リ
ノ
〆
ノ

kjt作
成
〕

ハ
巴
ゎ
ー
ば
こ
版
七
円
を
通
じ
一
に
一
配
布
L
、
消
引
は
討
の
選
以
九
州
」
ぷ
ら
山
中

ヰド札

る
ア
し
れ
を
じ
に

波／一］
Y
J
i
は、

l
「μ
の
〆
一
お
り
～
ば
こ
の
有
害
咋
い
を
句
な
日
ム
、

た
M
こ
の
つ
マ

l
シ
」
げ
子
流
し
流
汁
、
八
七
川
に
一
斗
ヘ
心
門
f

M
担、一八る

とおい山一一

FL勃
似
完
茂
人
少
一
礼
一
以
霞
し
、

ぶ成九日
γ
p
f
の山山人混じ

rω
民
L
続
汁
て

、
J

U
ブ
F
Gー
ま
守
一
札
凶
で
は
出
町
胆
ば
U
引
が
J

ヘω
以
川
に
ふ
る
「
阿
八
四
は
～

憾
州
の
LU凶
」
な
る
一
な
と
の
同
！
な
ご
告
主
小
土
日
刊
し
て
た
ば
こ
か
f

」

川
町
！
吋
）
て
い
る
に
も
り
t
J
む
ら
ず
、

3
h
vて
は
あ
な
た
の
億
五
チ
羽

山ニ
J

h

そ
れ

U
Lじ
h

J

ま
ず
の
て
畏
い
ず
J

J

二
九
日
記
し
士
、
L

f
ノ
」
、
一
い

う
注
意
長
H
を
L
t
L
Q
に
す
ぎ
仕
し
門
三
小
内
汁
自
京
一
円
は
、
汁
ポ
か

勺
一
吸
い
込
了
一
J

も
不
明
で
あ
れ
、
吸
い
過
ぎ
一
な
日

k
J品工寸日
7
な
い
よ
ろ

ぱ
A
4
Y

肝
を
つ
九
、
雲
山
に
主
っ
て
L
G
い
は
よ
u
h〆
刀
仏
在
六
ぺ
4
1
y

」
L
て

も
欠
品
川
’
u
h
旬
、
一

J

ン
依
行
4

」一ど
lT服
j

Q
じ
は
山
川
」
民
足
り
と
い
h

l

コ
ル
勾
諸
れ
ノ
同
心
ノ
μ
ヤ
表
ぶ
と
比
べ
れ
ば
そ
れ
大
院
は
間
一
h
か
で
あ
り
、
山2
 

J

あ
口
1

1
の
け
担
討
一
パ
4

は
叩
力
、
に
は
何
を
聞
な
い
に
J
E
単
一
凶
作
川
で
炊
持

l

的

じ

犯

罪

的

て

あ

る

し

ロ

2

被
告
川
町
、
古
l
f
一
点
付
九
ワ
一
つ
い
て
心
広
告
の

I
技

い

吋

2
 

川
よ
玉
］
の
作
必
一
札
ん
お
の
U

沢

山

中

一

－

O

木
れ
は
、
単
な
る
わ
い
払
常
茶
て
ば
注
〈
、
川
の

E
以「1
ほ
限
が
f

止
時
比
一
の

ヘl
F
m

ノ一h
u

ト
且
十
川
公
社
一
れ
る
加
古
行
為
で
大
ん
る
ま
た
、
国
｝
一
身
も
誌
作
一

L

苧

mv
記
給
な
し
ど
に
一
亡
、
積
持
止
に
陵
町
持
を
作
刑
す
司
令
一
汀
ぬ
に
川
却
し

dャ／

て
い
る
〈
か
か
A
V

回
心
行
為
に
よ
〉
之
、
ド
件
荒
川
ら
も
収
煙
者
と
き
取

れ
も
山
げ
ん
伊
川
山
下
町
や
社
に
つ
げ
句
、
あ
る
し
は
山
r叫
ん
連
判
明
明
三
拭
化
干
、
れ
て
ー



士
コ
た
以
ぃ
、
そ
の
叱
一
行
行
弘
」
怠
っ
き
、
彼
η
口
闘
に
は
、
原
パ
円
九
の

明
庄
町
民
引
を
取
打
点
f
a
ぐ
仙
置
を
謂
v

る
弐
拐
、
タ
ヘ
弘
、
F

J
別
、
山
中
川
十
一

縦
続
す
る
か
と
つ
か
の
一
保
ゼ
判
院
か
で
き
る
だ
け
の
情
根
川
小
乞
ν

説
泣
♂
る
こ
と
z
乞
選
以
L
に
場
合
こ
は
、

H
存
立
を
克
服
で
き
る
よ
「

み
m泣
き
替
え
ゆ
？
、
き
作
為
義
務
が
ん
じ
て
い

P
1

岡
、
ず
り
ω一
？
っ
行
政
日
の
椛
限
の
／
勺
保
同
ば
、
性
的
に
裁
量
椛
が

認
吟
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

f
1
J
凶
畏
の
パ
心
、
師
四
康
に
対
一
o

る一京

大
可
共
作
的
危
険
予
切
出
一
て
A

り、

τニ
イ
，
伐
庁
川
町

U
危
険
P
J

知
コ
一
い
る
か
2

ん
は
容
円
わ
げ
知
り
ニ
ノ
る
状
態
に
あ
り
、
、
3
J
説
制
維

日明

y
h卜彦、
1

白
川
上
れ
ー
は
結
性
九
九
牛
h
f
日

r
u戸
ー
な
ハ
二
二
日

f
沼
さ
れ
、

－4〕
円
以
J
P
L
山
詐
帆
惟
阪
の
行
間
企
J
Z詰
J

、
矧
川
口
亡
つ
る
事
情
に
あ

h
、
（
円
、
行
政
庁
に
お
、
て
、

M
M州
権
限
を
行
使
JqJ引
店
、
苔
Hタ
ド

川
川
県
発
T

の
町
！
↑
f

ぺ一」
1

Q

〕
｝
が
で
き
る
一
－
い
－
つ
ア
ド
玄
刊
を
満
に
す
川
崎

／
仁
川
い
は
、
権
限
心
一
行
倍
、
不
行
間
に
つ
き
裁
一
斗
心
余
地
引
な
く
な
り

規
出
μ
昨
日
心
J

、
行
使
J
H
A

キ
以
と
八
三
る
日

主
将
一
一
一
に
、
被
川
口
凶
は
、
一
ん

h
いノヤ（り
W
H
れ
い
の
紡
牛
Z

！日開
h

に
は

喫
煙
の
危
険
性
に
つ
い
之
は
！
日
ご
一
日
目
減
し
一
）
い
に
し
、
心
2

な
く
と
？
）
、

行
い
叫
に
た
い
り
う
る
状
況
に
あ
J

一
人
こ
こ
は
町
〈
〉
一
巾
一
で
あ
る
こ
＼
に
ば

こ
の
依
宍
d

性
や
市
民
他
率
の
い
M
u
h
J
f，
γ
れ
ば
、
国
が
「
呪
制
作
阪
日
ど
汗
何

し
な
汁
札
ば
日

t
c喫
保
νペρ
喫
世
乞
防
止
し
一
七
ノ
、
主
主
1
門
い
に
ア
喫
岬

需
給
な
泣
い
こ
ど
ま
る
一
い
う
一
汀
お
に
出
る
こ
こ
は
な
＼
閉
店
に
よ

り
川
が

ω＼
J
催
r

b

ず
る
同

N
b閉
山
ぜ
て
い
く
こ

E
は
持
長
に
マ
J
川b

F
れ
て
し
作
一
ニ
ベ
九
ハ
ハ
山
手
心
〆
去
J

カ
心
公
沢
市
抗
告
M

抑止

工
作
一
党
け
て
以
降
、
件
、
山
喜
一
点
j
h
p
一h
l
心
〆
？
じ
一
、
喫
何
対
靖
宏
ボ
め
る

〕
一
民
の
戸
か
い
U
4

よ
り
て
お
h
、円九州パ
FJ
グはか」
ν一
め
る
寸
一
庁
一
一
地
説
日
昼
ん

と
九
三
：
い
た
の
で
あ
る
九
ん
ど
、
川
盛
氏
が
境
制
権
限
の
仔
内
ι
村氏品
7

ぃ、

期
刊
し
う
る
事
情
一
あ
っ
一
f

こ
r一
、
志
川
刊
の
出
収
、
山
一
ー
す
τ
ト札、

J
パ土

、
色
た
ば
こ
、
二
「
ぷ
ノ
ン
〆
ス
ι
ば
二
ヘ
カ
出
柱
、
有
害
去
一
’
み
弐
務
つ

日
、
仏
古
の
世
止
、
収
凶
」
昔
ヘ
心
材
中
小
州
指
件
等
、
同
が
規
制
栓
阪
を
日

空
一
リ
れ
ば
百
日
明
」
慢
性
ご
一
口
ノ
防
が
ん
L
？
の
疾
病
」
慌
山
市
、
ず
る
者
り
あ

発
と
γ
1
J
H叩パホ’

r牛
hv
防
ナ
て
き
L

～
こ
と
ム
lJ
ら
、
上
記
江
主
刊
は
い
γ

わ
4
H仰
と
さ
れ
こ
お
り
、
国
に
及
「
↓
川
端
の
ん
オ
レ
〕
は
に
古
コ
た
じ

J

山
内
へ
け
h

一
凶
収
、
坂
冗
林
ー
と
t
t官
百
三
は
る
ヘ
き
主
務

以
生
l
へ
i

品川円
J
4
古
川
明
人
E

｝
は
、
昭
川
i
省
官
制
や
包
江
省
次
Z

立

法
？
カ
ミ
川
、
公
糸
川
両
止
の
内
K
立
川
〉
注
進
に
は
rmuv
る
J

灯、沖リ
Jλ

白
川
、
市
ば
川

！
〕
伝
ー
は
に
川
川
f

。γν
J

出
刊
を
u
t…
…
う
べ
し
？
と
ふ
公
務
b
A
M
R
J
J

て
J
F
I
G
o

i
J
1
、
よ
戸
む
と
い
山
り
、
え
七

υ／l
？
に
は
枠
限
不
「
ご
刊
に
つ
い
て

の
川
市
山
や
山
京
地
は
な
く
な
r
J

て
し
～
以
上
、
し
1
7
t
人
じ
は
、
一
一
ル
日
立

宣
伝
弔
問
来
日
I
R
務
と
し
て
、
有
害
性
が
強
く
対
わ
れ
る
T
ば
一
工
冗
ー
川

収
、
版
以
1
H
f
Q抗
力
な
行
政
指
葺
与
を
す
へ
ぎ
義
務
が
あ
J

ず

ま
一
℃
食
品
衛
止
法
円
余
、
、
去
、
タ
入
、
一
久
人
は
、
有
害
な

克
川
正
は
川
町
内
叩
心
一
敗
光
生
J

た
全
J

、
化
学
的
什
成
品
等
の
版
活
J

E

詰
じ
、
店
小
川
火
山
が
f
t
ボ
の
基
浮
か
f

」JtL幻
亡
、
そ
れ
p

－ヘロリ一／
f
K
1ど

し
、
申
偽
の
」
れ
か
か
一
山
市
ず
る
二
と
な
ど
zyf
一
定
め
J

い
る
ん
J

ば
二
及
川
υ

：
心
添
川
d

判
ノ
は
、
？
ご
の
川
崎
「
け
引
喫
川
に
と
J
M
1
J
7
M
】川町
x
r
制
官
は
J
U
と
よ
口
、

消
f
u’u
に
千
二
間
接
ヤ
ハ
附
す
る
も
の
で
て
4
4刀
ら
、
一
怯
心
穴
口
一
山
λ
は
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八問ユ学辺i式験問題ヰド札

こ
札
に
刊
ず
る
も
、
り
に
あ
る
（
ヰ
井
戸
ば
、
七
八
七
ヘ
J
4に
は
、
同
法

二
二
条
に
よ
る
一
一
世
何
回
収
、
市
以
山
北
京
什
壮
干
の
視
、
ι佳
1
い
わ
伎
の
少
r
件
も

充
足
J

て
い
と
日
て
あ
Q

か
っ
、
回
当
人
山
い
に
、
良
品
川
え
ペ
ー
山
に
せ
小
r

J

L
て
に
は
こ
り
販
売
を

mFる
べ
き
て
’
L
勺ふ

U
J

た
、
消
引
き
川
日
高
斗
九
／
「
止
は

E
A人
に
危
乍
門
町
一
の
戸
p
h山J
げ～

ぬ
取
と
川
νい
（
ヘ
刀
情
報
侍
前
日
川
〈
兵
務
占
つ
け
て
い
る
心
て
あ
る
m
h
、
厚

ヤ
ベ
川
い
は
、
消
費
v
f
保
護
正
木
i
L

山
こ
基
づ
て
、
内
川
口
j

l
に
喫
押
切

制
対
↑
れ
を
求
め
る
、
ぎ
て
あ
ノ
た

さ
つ
日
、
一
九
七
同
ふ
十
の
家
庭
何
日
境
制
法
、
捕
汗
怜
は
、
京

ELm－聞

で
止
る
一
作
一
ば
こ
に
よ
ヲ
て
、
同
比
六
冬
、
広
に
ハ
一
一
ノ
一
人

η
淀川駅

に
係
る
主
↓
へ
な
川
内
乍
己
ウ
牛
コ
J
い
匂
「
中
品
被
市
卜
門
刀
百
棟
h

－
づ
か
ら
み

て
い
い
コ
一
該
家
庭
叶
山
之
り
」
該
阪
主
と
院
思
を
有
一
2
Q
乙
誌
に
ら
れ
る
人
日

陸
士
山
ハ
に
係
る
主
＋
ヘ
な
被
害
を
牛
ず
か
い
川
り
ぞ
れ
う
あ
る
物
質
九
三
空
一
い
ふ
れ
て

い
A
X詩
い
」
が
あ
勺
三
以
エ
、
円

4
大
fu
は
J

り
法
四
条
に
よ
る
指
定
一
〆

待山
J
L
ょ
に
も
伝
＼
た
は
｝
心
［
任
以
、
出
品
川
さ

jι
小
）
情
出
を
採
る
一
さ
，

prじ
る
主
持
が
先
生
し
て
い
1

1

主
た
、
仮
に

1
人
の
健
取
に
係
る
市

六
な
れ
宜
己
が
会
生
L
1
い
に
、
二
三
｛
ば
い
J
f

な
川
う
一
一
f
l
J
てよ）、

「l
ば
こ
や
ず
れ
厄
ん
沼
町
し
て
2
1
で
こ
ー
仁
で
一
コ
’
i

J

・3

ル
モ
心

仇
の
発
が
ん
均
斤
h
M
A
f
J

の
古
川
宝
物
皆
等
心
主
咋
？
定
町
一
－
一
で
、
川
法
六

条
一
度
に
7

わ
ノ
製
品
回
収
、
政
訴
r
h
L
一
一
十
の
詳
世
を
取
る
ヘ
き
表
符
が

九
凡
）
て
い
占
1

ま
た
、
決
沖
げ
に
J
勺
：
ー
も
定
制
作
限
／
勺
伎
の
表
務
以
下
認
り
つ
れ
な
い

劫へ
μ
に
は
、
同
J
L
h

大
比
は
、
出
た
に
、
新
一
f
h
h
も
止
ま
あ
る
し
U
P
J
h｝

に
対
L

て
よ
一
L
h
v
規
制
作
限
九
J
行
情
で
き
る
ぷ
よ
「
一
記
持
法
規
J
f
L
d
t

寸
／
U

持品川か
J

1

ニー、レ「
l
い

安
全
な
包
守
、
一
J

ヂ
ン
レ
ス
三
ば
一
の
ぬ
去
に
切
り
門
以
い
え

る
よ
う
に
へ
り
令
指
導
す
べ
き
を
務

主
下
、
は
、

h
f
n汗
I
J
一
一
押
ぐ
妓
れ
ひ
匂
J
L
I

一
に
つ
い
て
、
喫
ロ
U

同
以
し
い
ろ

b
一
心
訟
行
以
山
知
豆
が
取
れ
ー
か
か
ヲ
た
1

1

二
、
も
、
次
y
J
4
パ

U

M

取
と
し
て
、

h
f
止
富
市
以
下
山
川
山
羊
ド
去
り
責
掛
川
之
民
づ
き
、
同
法
方
々
求
心

桂
h

ほ
と
、
て
、
公
栄
治
生
川
市
寸
｛
り
斗
上
及
び
地
“
さ
を
は
る
一
と
い
干
フ
日
比

ー
か
ら
、
阿
見
れ
保
健
、
心
、
以
糸
川
、
し
ょ
旧
マ
ベ
ル
百
ー
叶
昔
日
行
口
、
日
間

寸
る
資
j
L
L
了、、

ι
ば
こ
い
い
比
較
心
以
長
、
位
一
町
、
け
折
？
日
i

いに

r
c
J
r
結
呆
吉
明
議
に
提
供
じ
、
あ
る
い
は
1

川
民
の
淀
い
胤
掛
川
進
及
び
釘

J
h
y
り
向
上
一
七
一
出
る
下
；
、
T
J
全
な
佐
川
、
一
忠
る
v

は
一
1
1つ
J

L

ス

ヒ
は
こ
へ
の
以
売
切
件
？
日
刊
誌
に
カ
け
ず
に
、
ん
崎
大
ー
か
一
占
じ
て
、
被

叶口
1
7
i
古
身
む
あ
る
巾
J
c公
引
に
こ
れ
が
」
天
拘
さ
せ
る
＋
札
務
、
J

発
パ
ソ
J

て
い
↑
「
い
う
べ
き
で
ふ
一
心
〈
て

ま
た
、
上
記
の
よ
ー
ノ
ふ
れ
ら
食
品
売
斗
訳
、
デ
芳
小
見
川
町
口
山
長
制

μ
の
荒
制
弘

正人＋

οた
ば
こ
、
一
ー
チ
J

レヌ
v
J山
こ
へ
の
M
M
Q
m
八
三
作
れ
る
こ
、
、

は
↓
口
う
ま
て
1

守
い
な
し
J
ζ

で
あ
h
、
か
カ
る
義
務
に
つ
レ
一
ヶ
も
、
九

仁
川
ノ
一
公
こ
ろ
に
は
、
べ
九
ぺ
二
、
い
ん
〉
い
う
べ
さ
〔
あ
る
「

ド
ト
強
力
な
草
川
口
去
ボ
［
た
上
で
収
？
、
与
る
よ
う
ム
町
一
ん
い
山
下
町
J
U
7
1

な

r
u
っ
1
注
d

l

A

川
市
ぺ
十
人
丸
山
は
、
阪
に
～
ば
こ
に
汁
1
J

記
心
各
作
中
唱
が
で
き
ば

か
っ
～
／
｝

L
に
も
、
「
午

l
E設
置
院
議
円
？
犬
小
W

U

川
市
務
に
北
九
っ
き
、
川
前

（取正法学l刊 （S24SI i:;: :1 日）訂 l:



ー
パ
全
の
権
限
し
て
、
一
公
社
街
生
埠
の
向
ト
及
川
J
M
q
r抗

4
附
る
L

1
〕

い
ろ
山
町
ん
占
中
、
勺
二
市
f
t
M
、
五
位
可
コ
十
規
二
円
小
）
筏
門
い
か
ら
、
ニ
コ

ヲ
ン
の
依
存
性
を
凌
駕
v
k
キ
る
在
四
に
た
巾
い
山
ニ
リ
何
台
竹
三
時
に
ト
京

一
市
き
r」
る
法
的
公
明
治
を
負
っ
て

L
た
ι

日
行
庁
戸
大
豆
一
日
付
、
上
記
の
五
務
乞
J

ず
れ
も
果
た
さ
ぷ
司
、

U
L
J勺、

収
同
盟
荒
川
村
JMZ乞
立
り
、
陸
、
川
に
1
A
っ
て
れ
（
h

伝
説
一
心
リ
ス
ク
に
つ

L
て
け
し
占
川
訴
を
治
と
従
計
三
ず
、
一
ノ
レ
ピ
主
主
は
保
体
K

一
心
古
伝

Y
氏

、
J

ノL
四
日
パ
か
っ
ー
一
噺
さ
れ
た
｝
や
た
μ
こ
の
斗
肘
ほ
！
ぽ

絞
の
設
置
を
容
認
し
た
わ
が
ヨ
ヰ
の
喫
煙
主
制
汁
誌
は
詑
外
向
一
よ
り

リ
年
江
l
淫
れ
て
じ
ま
い
、
先
准
一
出
の
巾
で
は
九
円
ぶ
た
L
L
P
喫

煙
川
恨
ん
古
J
H
L

拡
大
さ
山
げ
る
こ
1

一と
z

ごム

し
た
が
二
、
、
白
は
円
京
町
出
法
令
人
に

ιっ
、
ヲ
、
昨
t
u
b
」」町

三
L
h
z依す門いパ
j

乞一同（一つ
J

日
山
V
F
J

条

文

省

略

山
家
庭
山
叶
山
姐
L
Y
出

出
資
者
以
誰
忘
本
？
山

h

r
一
ば
こ
宇
業
J
、

川

E
J
L

富
山
百
世

U

一
川
克
巳
川
衛
小
法
、

V
消

費

書

法

山

H
油
化
的
敦
そ

田
町
川
沃
に
消
費
青
山

ι止
す
一
取
り
込
む
＋
ご
）
、
民
川
町
J

日
引
仁
川

営
者
庁
、
山
？
を
げ
れ
る
こ
L

一、

N
Jけ
に
コ
旧
費
者
や
す
業
V
刊
の
定
義
何
人
を

百
九
↑
、
こ
な
J

が
立
一
仏
と
し
て
占
え
ら
れ
る
が
、
ぞ
れ

f
れ
の
長
一
片

相

字

｛

m
r
t
山
川
辺
還
訴
斗
h
t
つ
与
、
消
費
高
い
史
料
法
比
一
付
前
伐
の
変
化
、

人
9
7
主
投
命
刊
の
J
r
吉
、
町
一
人
試

c引
駕
↓
ち

γ
心
左
川
町
、

4
7

～

的
損
害
の

υ
t
t
H（
付
ー
な
ど
い
川
円
思

L
「
ノ
つ
、
前
十
J

な
さ

ν

間
一
以
「
に
引
町
す
る
判
決
（
の
部
）
は
、
μ

畑
山
川
サ
aμ
む
い
に
ち
と

C
J
J
J

梢
ヰ
時
州
出
前
求
事
か
い
い
に
問
叶
1

7

2

勺
が
、

L

の
」
う
な
ど
J

～
方
、
決

山
九
｝
を
論
じ
て
ミ
る
の
か
を

AA問
し
な
ν

U

J

ー
リ
校
に
、
銀
仔
の
同
剛
容
が
保
険
へ
円
山
村
、
貨
を

F
る
た
め
に
、
制

ATに
川
町
人
手
王
中
1
J

込
み
、
京
行
が
そ
れ
に

ru
じ
た
場
ヘ
ー
、
円
点
股
パ
丸

紅
乙
叫
資
契
約
斗
M
M
作
l
引
仰
と
あ
り
、
引
打
、
法
九
条
J
A

、
飢
行
は

r
h
u
防
灯
心
不
集
を
す
る
p

と
は
九
つ
政
市
中
純
正
上
で
き
な
い
か
っ
、
銀

h
が
総
評
戸
山
誌
の
な
引
を
す
る
或
読
は
原
告
、
ζ

し

て

な

＼

保

険
会
朴
乃
品
別
義
務
た
け
ド

r
じ
っ
ノ
N
J
1
1
｝
、
す
べ
て
の
場

合
に
と
品
則
を
貫
く
p

と
は
て
き
が
フ
、
保
険
勧
誘
ヘ
の
い
お
？
の
か

カ

わ

！

μ
寸
に
ぶ
っ
て
江
、
特
段
の
J

一
法
の
あ
る
緑
台
、
保
内
仙
沼

ん
主
力
担
L
L「
ド
反
し
な
い
以
安
士
、
川
政
久
に
も
桜
山
恨
の
一
前
明
な
い

ご
て
れ
に
類
似
J

七
行
為
合
と
る
説
最
古
河
じ
う
る
と
、
ノ
る
の
が

い
恒
美

H
にふけ
M
b

ノ
〈
で
あ
り
、
っ

山
こ
れ
を
本
件
；
ご
し

f
A
ヴ
台
、
前
記
l
巾
小
川
町
九
中
心
一
ぷ

宏
事
中
古
ト
一
士
？
と
、
吉
本
L
h
、
ら
変
い
ら
保
険
を
電
話
及
び
訪
出

に
よ
り
原
今
方
に
待
ト
J

込
弘
、
一
指
心
〕
な
い
、
内
聞
か

iz一Q

よ
〈
」
な
い
y

ー
と
討
設
J

、
そ
の
後
山
崎
を
川
七
九
司
席
内
白
山

町
＼
ド
、
保
険
料
計
語
字
一
な
た
上
、
役
川
内
淀
川
M
一
…
詳
川
町
に
よ
い
現
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八問ユ学辺i式験問題

件
銀
行
の
直
一
一
、
述
化
を
〕
て
同
行
〕
、
彼
η
口
一
ノ
リ
コ
の
荷
直
後
、

は
崎
カ
ら
戸
交
ぜ
絡
を
－
I
H
て
ピ
件
融
資
に
n
M
す
ゐ
芹
版
作
成
の

た
め
に

HdL半
品
川
じ
H

山
一
い
ご
い
る

z
f、
古
記
l
刊パ｝川引いの

認
定
事
尖
に
t
r
Q
Y
＼
合
十
字
辻
、
原
牛
の
以
外
日
記
λ

わ
で
あ
九
日
如
刊
行

飢
行
の
旧
小
山

m
u」
封
一
川
、
ぁ
、
方
、
引
合
十
ん
が
ム
ピ
コ
込
み
合
め
た
ご

と
も
尚
杭
レ
ヂ
」
川
、

A
I
L

－Tdd
オ
作
い
変
加
保
険
戸
前
人

υ
た
の
で
あ

向
、
前
後

ω立
民
か
ら
し
て
、
百
十
や
h

ょ
右
尚
一
吹
を
λ

汁
易
い
認
誠

一
二
主
丈
こ
折
辺
が
れ
る

右
の
？
J

な
本
件
変
門
帯
保
険
～
対
、
9
L八
円
十
下
の
涼
i

、
問
ソ
め
川
小
、

原

J

」
波
己
銀
わ
乃
関
係
、
人
凶

p
i川
件
才
一
次
位
以
保
険
加
入
説
明
～
乙

そ
の
り
μ
前
川
能
怜
少
ら

F
る
こ
や
円
は
お
♂
一
社
的
事
情
か
ぶ
め
fv

L
Y
｝
心
持

uzrか
の
り
台
本
ト
は
、

M
土
お
行
の
口
ど
し
て
、
世

絵山市川
7

ぬ
の
舟
守
れ
に
う
い
ご
培
端
的
土
日
具
明
去
す
る
義
凡
れ
は
な
い
も

の
の
、
？
な
ノ
μ

し
む
、
－
umず
の
説
町
ド
ヒ
ペ
て
、

f
f
h
か
変
州
出
似

止、

m
r
d容
に
～
J

い

C
A併
し
て
い
ム
引
け
は
、
れ
共
同
町
ふ
ろ
砕
く
ル
め
の

説
明
や

l
ら
す
み
か
、
山
崎
に
川
弘
の
短
な
説
明
を
に
tJ
一よさ

で
あ
あ
と
い

j
U制
的
な
説
別
表
議
が
4
じ
る
1

介
、
ハ
べ
き
で
あ

ふ
て
し
一
＼
二
円

3
ー
な
山
持
竹
J

な
宗
務
七
十
九
一
稲
川
以
内
咲
一
け
加

人
を
区
γ
J
b
hい
に
す
と
は
け
え
な
し

hf
う
一
点
併
し
川
、
活
計
、
金

魚
探
検
令
子
、
前
い
じ
上
辺
川
汚
す
γ

主
主
ー
に
同
起
に
な
る
一
v

～あ
F
ハ
ペ

か
っ
、
け
片
併
を
刑
ノ
ヲ
）
｝
／

H

変
緩
川
内
m
柄
引
加
人
ふ
れ
刊
誌
L
9
る
カ

山
に
民
団
ノ
＼
ハ
）
、
止
八
ω
時
険
本
官
官
人
生
J

日
f
h
の
以
険
約
一
六
一
ωを
禁
じ
た

仰
木
山
肌
「
「
九
ゑ
干
の
也
U
H
ト
一
叫
し
た
い
っ

ヰド札

ぶ
か
る
に
、
一
M
J
J
1
1
っ
こ
り
万
円
て
半
五
ん
に
よ
Q
L
一
、
宇
中
け
、

u

M

隣
府
の
場
合
、
的
肘
仏
h
hいんん（
ι
i
d
u
x
を
向
る
川
内
村
い
が
あ
る
こ

と
を
い
共
体
的
ド
認
一
日
門
で
J
A

オ
、
役
割
伝
的
で
は
利
拾
が

i
が
る
J

げ
で
摂
尖

rτυ
九%、

4
の
刊
と
の
誤
解
を
ナ
る
こ
一
一
な
J
ι
γ

引P
に
、
台
λ
ド
ベ
夜
踊
を
併
く
イ
め
の
説
明
を
円
、
J

J
一
り
川

崎
に
円
Z
m
J
I土
硲
九
九
一
同
山
川
を
い
や
凡

J
h（
日
て
、
な
二
と
が
問
う

か
で
あ
る
か
ら
、
出
柘
口
ぜ
な
以
北
川
1
牧
民
混
一
以
F

し
て
泣
け
山
で
あ
り
、

過
失
も
あ
む
こ
し
わ
ギ
ァ
？
ピ
ハ
な
い
f

も
フ
も
、
山
記
i
円
の

認
定
事
に
人
に
d

る
と
、
吉
本
は
、
主
凱
保
険
に
コ
い
て
応
の
悦

安
キ
知
「
て
い
た
ゼ
片
一
、
、
正
確
に
は
逗
隣
L
と
い
た
か
り
づ
一
仇

で
あ
る
と
か
、
ー
口
ら
i

ぶ
円
変
知
保
険
を
持
ち
込
サ
て
以
後
九
本
い
悶

7
を
じ
た
以
i
、
汁
唯
一
理
郁
し
よ
お
く
べ
き
も
の
一
、
あ
っ
仁
、

へ
相
次
的
理
刷
所
ギ
ロ
℃
は
、
右
泊
中
旬
説
明
義
務
川
在
住
町
ん
竹

τ一
の
判
出

4
Fムザ
h

I

J

な
ぜ
〔

V
社

会

保

障

法

以

烏

郁

子

批

投

校

民
崎
r内
科
に
悶

F
る

幻

の

ブ

1
7
m
ド
か
ら
一
〉
J
G
一
選
別
証
一
、
一
時

む
の
円
切
ら
I

J

F

＼
は
制
法
改
リ
の
議
前
れ
封
一
川
に
＝
ワ
此
一
一
J

3

間
単
行

手
ム
同
工
一
パ
J
二
一
一
、
そ
れ

t
U↑刊寸

ω
日
公
円
H
U
円相打をは）べ

2
さ
し

院
除
制
度
の
み
門
主
に
う
い

t

心計九リ
bd
＃～いい勺一
U

ずに

保
険
医
暗
殺
百
円
山
刊
行
｛
に
じ
っ
い

C

V
証
券
取
4
一法

L
叶
、
ト
J
一欣

い
木
水
い
政
相
教
授
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V
国
際
人
権
法

レ
六
卜
試
駁

サ
ヘ
の
北
例
ヰ
一
読
み
、
投
開
に
同
手
〕
令
さ
い

（
誌
判
、

X
は

、

ん
I

八f
J

年
に
H
京
で
出
ん
し
、

F

れ
以
来
、

H
A
A
を
ん
店

内
木
抑
止
b
J
J
O
、
い
わ
ゆ
る
仕
J

F

J

同
人
で
ふ
れ
、
「
1
今
回
と
の
で

河
条
約
日
正
づ
久
口
ド
の
円
特
を
脱
脱
し
た
主
主

ω
出
人
同
持
田
し
い
院

す
る
特
炉
心
土
日
「
一
人
活
科
院
江
、
一
P

九
ん
い
）
に
基
づ
く
1

特
別

水
札
菅
」
ご
あ
る

X
は
、
県
市
町
一
自
治
ら
ん
判
校
ト
十
一
じ
る
レ
三
、
日
ポ
で
教
行
え
古
川
、
一
九

円んへん「
H
h
H

不
の
＋
ヘ
u
f
に
巡
p
f
J

さ
つ
い
、

C
C
ん仏
1

戸
川
究
者

を
yU
ざ
［
一
、
戸
大
J
子
γ
八
学
院
に
造
平
し
た
J

文
は
、
一
心
一
二
五
何
十
、
ア

メ
リ
カ
円
六
日
J

”
に
へ
の
切
り
f
f
A望
L
、
AIT
－
川
会
一
一
－
一
J
六
主
寸
J

一
六
、
リ
ヘ
J

ど
か
で
の
広
町
内
珂
間
平
日
社
世
合
支
給
4
J

る
も
の
一
を
料
た

よ

J
ん
一
ベ
留
一
み
れ
雫
ρ
ん
の
犬
？
に
入
’
千
円
若
手
行
勺
れ
一
」
こ
ろ
、
入
記

一
品
川
を
得
手
「

フ
て
こ
で
、

ヘIJC
ヘ
午
い
ゾ
メ
リ
カ
の
大
守
院
へ
の
川
内
J
を

♂
川

ζ
L
C
、
一
品
八
τ
：λ官
同
一
説
円
J

静
町
一
ず
で
U
J
ぱ
（
「
入
管
J

仏
一
一
第
一

一
八
長
に
い
再
入
国
許
円

m
H請
を
／
勺
っ
た
が
、
法
政
へ
l

川
は
再
入
同

七
汗
川
町
処
分
会
行
J

寸

J

そ
の
臣
－

m辻、
X

J

方
、
一
ペ
J

ヘJ
（）
T
h
l
J
J

詳、

外
洋
一
入
、
歪
九
斗
川
市
町
一
一
一
外
法
リ
パ
一
一
件
ゲ
二
条
が
ど
め
る
、
外
ポ
v

人
仔

沼
証
の
常
時
持
帯
開
校
を
不
半
一
C

1

公
然
ト
y

一
不
携
帯
ミ
唱
道
し
F

一日

か
、
一

γり
も
度
に
わ
た
〉

c
qぬ一司一
H

仰
木
薄
H
F
M

仁
よ
円
、
列
立
法
出

X
は、

札
条
に
＼
泊
料
に
品
さ
わ
つ
れ
て
い
る
こ
I
Y

に
あ
っ
た
）

文

て

よ

件
T

公
け
叶
叶
処
↓
り
が
一
川
一
お
J

及
h
け
ず
川
品
川
合
持
苅
ず
い
肌
UU11ω

凶
際
門
地
約
「
一
一
白
惟
戸
川
約
一
、
信
条
問
項
、
＃
ぴ
じ
第
宰
及

ぴ
約
一
六
条
に
芯
一
V
A
ず
る
な
ど
〆
一
ヱ
民
L
－
＼
仏
務
k
匝
一

Y
〆
包
引

手
方
ご
J

て
T
A

件
小
三
川
d

川
刊
一
分
の
山
内
消
1

5

1

中
つ
め
一
ふ
夕
刊
所
い
月
三
芥
J

人
／
れ
な
お
、

X

ド
は
、
旅
券
法
第
三
条
か
定
め
る
、
ム
山
川
肱
寺
の
発

給
但
百
事
出
に
iAw一
ず
る
ノ
わ
た
2
わ
っ
た
事
中
ι
に
d

ゐ

C

X
在
ぴ
句
、
ー
の

i
ん
恨
の
悼
了
は
、

v必
の
通
り
て
あ
る

－

X
の

張

い

X
は、

H
太
子
、
ー
ま
れ
育
ち
も
ポ
ド
λ

－
格
を
有
T
マ
心
か
ら
、

X
に

〆
勺
て
、
ハ

h
惟「出品約－
Z

来
同
唄
に
い
う
「
ー
円
同
」
と
は
け

木
を
い
づ
」
の
川
市
釈
は
説
”
か
わ
九
権
委
員
会
d
u
E
U
め
る
と
F

ろ
で

ん
め
い
り
、
そ
の
解
釈
は
そ
れ
一
↓
司
吉
川
河
を
有
「
る
J

従
っ
亡
、

X
に
は
海
z
M

守
口
拡
を
叩
ν

、
再
び
己
本
に
比
三
心
構
利

三
有
寸
み
ふ
け
げ
、
人
背
弘
常
一
ハ
条
に
い
ハ
i

一
円
一
人
［
主
一
い
（
叶
主
庭
事

xm引
却
さ
特
別
水
行
者
に
適
出
す

L
場人－
H

に
パ
ド
印
、
以
則
ζ
J
J
t
f
井

人
凶
許
口
一
を
行
〕
ノ
ヘ
誌
で
あ
り
、
例
え
ば
ぷ
挙
法
治
来
日
F

F

一
に
め
る
J

日以
y
汗一けげ凡ベザ加わ
ι古
ハ
｝
千
円
に
f

同
ノ
」
寸
る
勺
叫
「
f

h

ドハ
μ

い
亡
、
↑
一

れ
を
制
限
す
る
戸
レ
一
が
一
さ
る
と
＼
J

L

た

よ

う

に

及

川

本

に
の
「
日
杭
制
限
わ
一
場
合
三
一
川
拡
心
肝
川
ヤ
沈

1
t行
わ
れ
る
J

：r

でいあんの勺

小
件
に
お
バ
一
二
、

X
は
引
凶
人
丘
録
証
市
時
隣
村
守
＋
枝
川
荷
達
反
千

円
山
門
ど
し
一
与
辺
お
い
h

弘
せ
ら
れ

tυ
乙
が
、
そ
九
辻
、
民
州
出
芳
江
信
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一弘A
れがー

τめ
る
冊
目
引
か
れ
諮
給
rわ
い
才
H
宇
陀
ト
村
山
町
y

一
奇
る
よ
、
つ
な
前

人
な
部
両
司
法
へ
μ
混
一
文
一
、
は
な
い
日
従
っ
と
、

Y
に
ぷ
ソ
心
人
十
件
ぶ
一
い

叫
処
一
分
は
、
ヨ
山
間
惟
泌
約
第
二
来

mMに
者
マ
旬
、
、
法
正
一
一
工
的

ペ；〉

八問ユ学辺i式験問題

X
は、

r
m土
J

間
三
万
に
む
い
仁
川
司
五
訟
を
J
O
J
も
乃
i
f

何

ら
国
人
な
ゐ
レ
こ
円
は
な
く
、
わ
れ
刊
の
理
市
が
な
い
肌
川
、
同
本
人

y

一M
Zの
取
掠

U
E
ナ
匂
の
か
ば
引
で
あ
令
出
人
同
の
場
一
回
、

将
仁

X
山
知
玉
川
山
学
心
ん
め
の
海
札
浪
f
h

札
山
助
人
口
に
は
、
一
致
の

1

本
へ
と
界
、
な
る
山
小
説
ド
を
－
y
ゐ
ベ
ミ
一
ハ
「

μ一
的
な
目
店
は
な
い
じ

本
件
の
ぬ
ん
口
、
江
J
L

述
べ
た
r
a
p

－
仁
、
日
大
人
の
持
行
に
押
川
浪

航
山
間
を
J

わ
な
け
れ
ば
な
ら
沿
い
宇
伯
は
左
目
v

な
い
か
ら

Y

す
hu
木
門
ア
之
町
川
処
人
ん
は
、

U
H
H梓
規
約
然
一
条
項
及
♂

時
一
一
ハ
ι

早
川
小
に
刑
法
此
二
山
芯
ふ
一
山
て
i

少のヌて

2

1

の
土
拡

一
ム
ハ
ロ
円
佐
川
況
が
な
丸
心
外
ん
Y
p

－
－
見
に
い
う
「
ハ
ハ
ー
一
は
結
一
を
官

昧
J

9

7

咋
こ
の
こ
P

一
パ
ド
ヘ
文
却
柄
引
帆
件
、
つ
も
、
同
協
約
mM
二

条

二
喧
uv止
が
却
↓
一
立
久
A
I
J
定
め
る
一
一
は
同
」
ー
と
の
対
比
か
ら
も
明
ら

か
で
あ
る
〔

山
主
的
人
権
一
生
白
ム
古
川
主
的

vm釈
は
右
梓
的
解
釈
で
は
な
く
、

z

た
、
一
切
を
い
れ
立
が
衣
NJ
ナ
る
一
今
般
的
な
ん
立
析
を
有
す
る
ロ
見

や
一
党
同
市
一
、

U
古
に
対
寸
る
一
訟
指
司
屯
－

L
U約
三
木
力
九

台
す
る
も
の
て
は
な
〈
＼
ヨ
オ
の
裁
判
川
を
拘
束
い
な
jvド

X
九
月
刊
別
、
永
れ
ず
γ
H
が、

J4J信
仰
い
外
出
人
と
よ
以
ハ
な
ゐ
特
山
川
沿

ヰド札

地
位
に
ま
勾
一
一
と
は
そ
の
泊
り

t
J
る
刀
、

x
り
は
通
叶
J

吊
の
外
凶

人
内
山
交
い
ト
υげ
一
ー
し
夕
、
児
一
収
合
に
容
姑
に
帰
化
い
か
で
に
き
る
の
で
あ
J

？
と
シ
二
T

7

ご

1
ノ
、
コ
一
ヘ
、
j
r
h
y
う
か
l

リ一
h
h

、
t
L
1
l
z
＼

り

J
X
4
1
y
し

｝

「

↓

パ

io
む
す
び
討
H
i
i夕
日

r
l
て
絞
り
は
川
r
j
p

」ロ
vt代、二！の
j
、
川
主
人
宇
治
災
前
山
J

カ

司
禄
で
あ
る
、
J

7

七
い
2
7
L

日
T

へ
玉
］
認
を
保
持
す
る
も
の
よ
一

4

川
干
の
収
悦
、
を
ず
る
＼
之
理
市
は
な
い
い

ド
ト
い
ず
れ
ワ
ヤ
一
よ
、
日
本
山
関
係
法
＼
μ
辻、

xら
の
司
法
人
公
也
片
げ

を
十
分
に
考
意
－
、

X
7
y
M
m
A
池
づ
る
い
仲
巴
を
〆
一
コ
て
い
る
ー
ニ

j
v
k
J
、
J
i
l
l
tリ
L

一
ミ
；
了
一
事

J

〉一

J
ご、

？イしはト
1
ノ
円
出
「
比
百
日
1
1

一
よ
し
九
三
そ
一

1

3

2

4ノLTI1JV

リ
ヘ
同
許
可
の
有
弔
問
聞
に
つ
い
一
＼
浅
店
内
外
一
出
人
付
窓
ふ
い
に

は
最
長
一
主
で
あ
る
乙
こ
ろ
「
人
詰
王
第
八
来
三
市
乙
、

f
別

水
住
者
い
ト
て
ご
ン
d

回収長いい午、〉一
l

ヘ
人
勺
J

特
例
法
招
／
朱

一
ポ
ヘ
レ
r
n
J

延
長
持
可
に
よ
り
、

7
d

人
出
許
司
の
右
対
日
明
同
は
、

沼
山
円
れ
囚
R

へ
の
場
ム
ド
は
一
敢
↓
三
問
主
で
あ
る
と
こ
ろ
（
入
、
管
中
、

治
之
、
条
八
一
目
了
、
特
別

K
G訂
じ

A
r
t－
を
口
町
長
五
刊

C
L
ご

し
も
へ
人
え
い

h
日
開
民
第
ハ
朱

E
f
N
t
J
Y
＼

X
ら
い
迎
附

さ
れ
る
再
入
回
日
可
制
止
が
ギ
九
己
阿
川
な
L
別
d
一
一
行
う
制
ー
で
あ
あ

し
い
づ
ニ
乙
仏
よ
！
？
戸
一
な
し

川

X
は
、
外
田
町
へ
の
出
！
な
色
埋
に
不
一
可
欠
な
外
国
人
件
一
録
副
の

常
時
品
川
廿
義
務
に
つ
一
、
〈
、
先
決
、
〉
日
本
の
は
令
を
怖
伺
j
ゐ
仇

う
扇
動
J

、
内
7
J
O

ハ
ー
な
ら
～
ず
近
刊
の
処
分
を
－
ぷ
付
、
お
り

ー
の
巾
一
三
日
「
片
品
は
悪
ヌ
ご
わ
る
ハ
」
法
持
t
へ
川
げ
が
、
木
れ
不
許
円

也八川
μ

に
川
口
し
守
、
て
れ
者
号
忘
す
ん
で
｝
に
は
川
け
ら
迫
法
ぐ
は
と
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｛
ニ
一
日
間
｝

P

〕
の
｝
千
円
の
ん
ど
V
」
武
判
官
と
し
て
、
仁
一

ι円
規
約
足
北
の

f

一仙に宮

〕
ご
判
伏
究
ヰ
一
ド
在
な
J
A
L

い
し
た
お
、
そ
の
際
、
ワ
ふ
一
？
？
、
第
二

ベギを
r
↓
う
に
左
目
’
す
る
は
か
、
同
日
ぃ

14午
ro
よ
〕
め
ノ
ヰ
ゆ
る
而
引
い
同

em
－－一
Q

マJ
U
1
J

山A7
叫
会
ふ
γ
乞
ノ
に
一
ヲ
メ
：
」
i
f

｛間
N
W
i
山ム
γ

の
同
比
F

疋
｛
ど
｝
ヘ
省
略
ぃ
）

1

内
↓
へ
凶
古
庄
及
門
法
！
一
一
M
L
定
法

ユ
本
斗
こ
刊
で
相
条
約
に
た
で
4

一
7
？
の
当
比
相
手
一
准
川
…

υ
た
当
日
寺

的
問
ー
へ
凶
管
旦
に
問
一
一
w

る
比
例
江

3

礼
川
寸
F
ヘ
刊
行
1
ナ
ム
大

J

j

l

j

J

i

；
1
 

4

民
寺
γ

庁、

wv
回
世
帯
経
済
法

一J
h

弔
古

V
技
術
知
民
対
産
法

レ
六
卜
試
駁

川
散
明
五
民
救
一
向
日

ぶ
小
悶
成
樹
叫
札
口

l 

フ
以
内
n
h

ム
代
八
成
浩
司
に
J

い一に

川
町
制
明
言
の
サ
ボ

l
＼
引
久
件
（
計
三
円
仏

3

一
院
九
年
I
叫ん均

L
q
L
t
pハ
ハ
ゾ
解
釈
い
つ
と
に

フ
ノ
、
J

〆
ρ

〉、

r

d

J

」もグ
J寸
i
J
Z

一
う
を
淫
机
一
！
日
一

7
ill 

号

ーハ来

J「

2 

)t 

二且

六
C

C

J

J

7

4

程
度
、

λ
は
い
山
一
辺
、
↓

jzhと
で
ド
〕
枚

V
知
的
財
産
法
ウ
ウ
シ
ヨ
ソ
ブ

ゾ
古
川
川

V
ベンイナ
J
U何

i
？
と
舎
と
法

常
v
fン
夕
、
yl
〆

こ

出

州

－

久

間

伐

教

授

也

l

J
ノ
μ

パ
J

グ
！
の

H

任
に
う
い

t
、
刊
州
、

fv
法
、
外
国
三
一
点
両

等
を
手
ふ
J

古
川
に
論
じ
な
さ
、

な
お
、
怜
汁
に
あ
た
ペ
亡
、

h
u
不
引
〆
刊
悦
円
分
円
か
、
判
例
と

斗
法
の
比
授
な
、

1vF上
霊
山
刊

E
E
L
て
吉
く
の
は
は
店
よ
て
一
号

け
れ
秀
ぃ
主
紋
一
一
7t

百
川
秀
山
に
教
授

2 

ノ
ン
々

1
小
り
取
引
い
お
け
る
消
告
者
似
点
を
国
隙
有
法
的
飢

山
か
hJ
北
村
ン
ー
な
ミ
」
い
ι

勺
》

多
様
な
電
L
j
決
済
の
と
A
一凶

－J

一
ヴ
ト
カ
ー
ド
、
電
↓
j
マ
1

1

J

ー
じ
引

l
ド、

叫
1
L

内
ょ
っ
な
制
占
か

Y

ル
チ
ベ
，
メ
ン
h

な
ど
）

｛つ

A

C
め
る
乙
わ
か
り
や
サ
、
な
る
に
ん
ワ
カ

談」什
d

は
筏
数
あ
一
J

ル
何

p

で
の
押
す
メ
合
わ
せ
i

号
車
υ
こ
、
主
主
な
一
ユ
ノ
め
力
を
長
案

υ

な
てえパ

l

〆
デ
ャ

F

ッ
卜
に

b
7
0
品
作
物
円
流
民
ベ
告
刊
誌
μyJzu
内

ーじ
1本

亡

れ仏
ρ

の
事
案
に
h

れ
す
る
い
批
什
人
心
刑
事
責
任
を
論
じ
た
さ
、

波
告
人
山
旧
、
パ
ノ
寸
ン
唾
H
h
m

方
ッ
ー
を
涌

ι亡
、
げ
ハ
j

々
心
不
詳
の

1
4ベ
レ
タ
来
む
人
物
か
う
、
「
刈
汚
に
よ

J
て
が
ふ
J
J
E
山
一
誌
の

時
一
込
み
を
す
れ
ば
、
相
山
花
刊
に
1
d

る
身
分
豆
町
抄
f

灯
時
認
J
7

乙
円
れ
F

士
一
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八問ユ学辺i式験問題

と
が
？
J

乙
L

L

迫
、
一
弘
吾
r
析
を
聞
な
て
＼
ぞ
れ
を

μ己
、
り
弘
一
昨

乞
サ
れ
ば
、
他
人
名
義
一
、
容
易
に
想
空
口
座
が
間
設
で
ミ
一
る
な
〆
、

ね
t
、
竹
表
と
与
！
山
川
崎
を
代
い
る
カ
ー
じ
を
計
一

f
つ
れ
え
こ
P

一
む
一
め
り

じ
り
が
プ
ロ
グ
ラ
ム

L
犬
ハ
ノ
司
J

L
ゲ
ソ
f

！r
今
利
叶
叶
L
一
＼
、
ニ
フ

ア
ノ
ム
甘
口
引
L
q

〆
ン
ッ

l
刀
i

け品川却山及ぴ

I
D
o
r山
川
〆
ワ
i

壬
採
円
当
よ

て
の

l
T
、
却
に
ロ
入
品
市
、
↑
い
し
h

のけ山門

A
t利
点
L
－
＼
一
フ

ア
ノ
の
九
円
づ
γ

に
な
り
す
ま
〕
た

l

ネ
い
J
l

オ
ー
ク
シ

J
J
J
を
奈
川

て
高
山
品
代
主
ιγ
ー
幅
二
点
久
、
J

し
与
え
て
、

か
ね
ー
か
ら
へ
手
L
一
、
い
た
M
A
飢
引
の
肖
辺
民
主
（
主
総
合
U

吐
）
山
小
企
書
一
人
合
奈
）
う
氏
ち
市
怖
い
「
B

と
折
々
什
す
る
、
〆
ゾ

i

に
、
れ

P
H
H回附」

1
4
7
－
1
・
ッ
一
、
河
r
町
四
川
一
一
町
一
／
F

M
凶
野
5

1
一

A
U
G
一、訪品川知

1
械
ド
一
プ
ソ
ー
タ
i

一、

υ

世
出
開
設
た
岩
点
械
に
υ
谷
」
な
と
と
一
戸
人
工
＼
日
ケ
義
ヮ
ヰ
ド

ウ
岩
山
一
人
口
立
正
約
時
山
掛
け
一
注
を
刊
成
し
た
ー
で
、
こ
れ
を
れ
が
一
】
弘
、
下
院

μ
作
成
以
プ
r

も
の
で
あ
る
ア
の
よ
つ
に
ま
つ
f

、
［
米
山
花
女
市

川
在
円

MMH弘
汀
マ
ノ
パ
ン
ク
七
〆
々
に

Mm
門
誌
邑
、
J

、
事
情
い
を

知
ら
な
い
日
係
係
門
一
円
を
し
て
、
f
h
刊
一
－
…
口
苓
頁
ロ
γ
郁
夫
幹
バ
に
あ

る
MUY払川
J

一
行
む
支
店
：
－
つ
ん
什
U
－
与
一
、
立
川
げ
は
、
同

t
r
ト
刈
述

し
て
Mm」
じ
い
が
け
山
町
川
同
点
の
た
一
片
を
し
た

川
一
九
一
之
」
に
、
日
ハ
ノ
コ
／
寸
ー
に
円
サ
i
d

ス
一
一
一
ノ
「
F

バ

ー

プ

の

保
供
叫
に
ゐ
F
Q

－
フ
テ
ィ
ν仰
い
ド
ポ
メ
パ
引
の
ポ
務
処
叩
ミ
誤
お
つ
け
る

R

巧
で
、

F

U
に
あ
ん
三
伊
リ

γ八
一
庁
布
引
パ
7

ソ
ナ
ル
コ
J

J

ドニ
Y

タ

ヰド札

を
nh作
1
1
東
ぷ
一
料
店
内
一

μ
叶
企
の

i
相
（
入
会
社
約
域
処
刑
げ

7
7、

日
ム
ラ
J
V

－7
ト
ー
ハ
引
｝
一
シ
～
ニ
一
々
に
、
電
一
一
同
［
肝
釈
J
T

速
三
？
＼

培
一
司
三
ツ
一
ア
ィ
ヘ
バ
尽
の
れ
の
住
所
川
辺
↑
原
入
間
市
ア
）
計
一
う

h

い
へ
ん
市
渋
谷
川
れ
半
川
町
行
1
1

主
号
虫
に
、
宅
ユ
R
－一出口

〉
一

1
一
川
九
五
、
ノ
コ
コ
7

／
）
ト
J

一
三
六
ノ
コ
コ
7

1

〆

リ

J

一

r

f

／
プ
；
／
＼
一
一
〆

0
0
0
0」
に
ぷ
札
そ
れ
変
百
%
れ
た
守
の
白
川
偽
の
情
報
告
弓
一

ん
は
し
♂
、
半
信
を
知
h
な
い
心
一

y
一ア

q
株
式
会
社
三
ン
パ
？

サ
ー
ビ
ス
品
川
叩
パ
円
キ
ヤ
亡
、
ぞ
の
ピ
日
何
一
情
叩
を
、
市
水
示
部
品
川
メ
）

州
市
山
町
ド
ベ
バ
ボ

f
A針
ァ
ア
ペ
l

株
式
会
社
拝
、
片
記
号
ス

一
づ
ム
部
門
誌
帯
同
さ
れ
た
1
一、
J
q
u
y

？
タ
刀
「
一
L
古
川
£
田
山
一
円
一
同

存
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
ヲ

J

W

」
に
つ
山
憶
さ
j

z

一

i

ぞ
の
役
、
当
初
副
院
ー
だ
よ
ノ
山
一
、
八
門
只
代
金
在
日
之
u
伎
勿

九
円
以
）
ょ
う
p

れ
い
亡
、
被
t
J八に

u、
オ
ー
ク
ノ
す
〆
」
山
川
口
町
一
一
9

る
荷
υ
山
3
な
＼
こ
れ
を
他
日
刀
、
J

調
芹
ざ
る
忠
臣
仇
つ
な
い
仁
も

カ
か
わ
川
ず
、
そ
う
し
た
円
山
内
三
」
能
り
が
あ
人
♂
か
の
よ
う
い
J

ベノ

ご
、
犯
人
と
あ
る

B
り
：
ス
汁

l
c
を
品
川
三
二
一
弓
子

r
内
に
勝

］
に
借
り
I
U
み
、
↓
当
F

－
4

ナ
ィ
の
宅
す
ね
が
板
に
、
一
7

ソ
ィ

ヘ
A
Rで
あ
る

B
の
か
什
設
で
、
首
長

2
h↓」グ
J

ス
f

冗
わ
」
エ
寸

叫
山
人
方
法
ょ
、
ど
の
J

閉
口
町
仁
r

J

V

）
、
も
、
三
「
一
ハ
い
パ
ご
／
J

L

の
手
引
け
ム
告
を
先
己
点
仏
J

ナ
後
、
残
ム
り
を
品
物
説
会
J

れ
ず
い
配
広

討
に
み
え
主
コ
一
之
ト
3
し
な
ど
と
市
偽
の
情
報
さ
書
き
込
ん
J
J

T

そ
の
徒
ん

F
J
ほ
と
の
刈
に
、

f
持
－
小
慌
を
同
ァ
二
問
品
丹
時
v

ヘ山
b
i
J
V
J
ど
し
た
じ
一
は
か
数
払
に
討
て
、
ヱ
ハ
吋
け
会
さ
え
ヰ
入
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払
て
は
川
、
注
文
J

L

川
問
品
を
在
、
止
〉
る
JFの
宰
偽
の
内
容
の
一
一
了

メ
ル
茶
色
伝
す
ゐ
な
1

／
し
て
、
校
一
ぜ

uuら
f
伝
川
寸
さ

tjp
卜一七、

三
役
lw抗
刊
に
わ
た
り
、

rJ山
M
州
出
ノ
仁
川
九
い
支
止
の
ト
同
義
の
拝

居
m
A
4
u
r
mに
合
引
日
ん
円
の
ぷ
込
へ
ヘ
r
L
士
一
ナ
ナ
也
、
数
U

～
浅
い
し
は
、
一
〕
れ
ら
の
へ
古
一
一
一
歩
一
A
I
M
か
ら
～
叶
八
ミ
一
山
山
じ
て
、
パ
｛
ピ
の

遊
山
ハ
賢
い
存
九
日
い
た
も
の
？
あ
る
c

イ

ニ

ク

永

f
！
と
法
を
め
ど
る
法
的
日
間
起
に
つ
ど
一
、
持
そ

忠
一
え
も
話
甚
に

4
3
4人
も
巧
を

E
持
い
前
じ
な

2
い
c

wv
震

相

官

レ

法

松

川

絞

殺

佼

飢

F
i
記
の
八
一
一
刊
の
山
カ
ら
江
口
に
向
を
亙
い
れ
し
、
解
符
ゼ
よ
解
一
有

用
慌
に
第
一
何
問
f
r
選
引
に
一
か
を
別
記
。
る
こ
／
」
C

いぷ一泊

F
2
h法

h
w
k

円
お
け
る
一
問
状
死
体
の
ー
や
け
μ

義
務
一
に

ワ
い
て
9

恒
議
中
日
政
一
医
療
問
今
一
死
）
〆
一
幻
川
市
三
九
円
京
地
か
ム
派

へ、よれ

汚
二
同
町

ιム
療
述
式
中
r
件
ト
お
い
て
、
に
町
中
京
、
門
氏
再
苛
に

1
C
R
4

一
主
何
で
は
と
こ
が
主
つ
の
か
、
よ
れ
九
、
p

れ
ら
の
注
し
を
山
内
ま
よ
ご

子
続
法
い
の
剖
拠
詩
人
干
で
は
、
こ
の
J
う
な
時
い
え
あ
る
の
か
を
論

ム

J
f士、一い〔

沼
問
ト
パ
山
町
市
弔
例
に
つ
バ
て
ど
の
よ
、
な
法
「
ツ
バ
か
尚
一
切
か
c

一
一
〆
〆
子
ぶ
山
い
で
論
↑
山
IJ
な
さ
℃

一
事
例
｝
司
i

口
一
血
球
川
乃
子
選
び
出
f

位
、
病
気

m
u心
計
技
」
る
y

f
J

大
河
J

川
口
信
一
心
一
、
U
凹
斗

μ
月
力
川
｝

ι「
立
刊
十
古
川
ル
ナ
ボ
虫

色
持
、
昨
丹
市
γ
杭
に
協
沼
町
の
住
伐
持
制
出
品
t
h古
川
、
す
ゐ
f
｝応、

“ 

J

んJ
伊
叩
の
遺

2
7性
査
で
M
9
1一r斗
成
川
町
一
ケ
一
持

41tり
A

ん
イ
担
比

三
一
円
高
さ
せ
る
干
工
一
ド
ァ
i

組
内
土
否
号
、
成
功
し
た
亡
、
た
〆
ー
－

J
J

引

4
泊
迭
じ
い
字
山
川
ナ
J

川
一
泊
五
」
山
h
mリ
本
医
加
え

1
1
M

A
a
？
に
バ
午
一
六
し
た
J

一
片
之
町
山
の
遺
己
M
V

マ
み
断
。
迅
J
Y
A
U
明
や
n

んベ川町ム

涼
Jt
門
主
士
山
南
什
る
た
め
欧
た
と
羽
一
ヘ
ノ
一
一
ノ
一
一
一
件
以

l
引
に
花
仰

が
き
で
一
ニ
」
れ
も
元
、
け
叫
宇
一
川
は
雪
丸
山
J
M
ベ
姉
μ
作
ね
以

応
の
心
配
が
ん
小
、
制
胞
J
P
F

提
供
二
民
一
／
三
十
を
産
む
方
法
一
し
で
も

ムザ
J

だ

〕

て

い

る

i
7
1
r（
ど
の
け
的
で

Trキ
J

く

る
こ
j

に
は
反
対
厄
見
ム
私
的
ノ
＼
止
八
川
倫
Hiを
め
ぐ
り
論
議
も

子
相
さ
れ
る
〔
同
時
究
所
Fの
F
7
・：
f
ノ
プ
キ
？
出
一
一
は
一
J

？っ

人
p

十
供
か
欲
－
い
と
の
不
認
主
犯
に
あ
り
、
ト
の
了
ハ
り
刊
行
抵
の

h

め
だ
け
戸
山
汗
し
た
の
と
は
な
い
ま
た
病
r
A
の
了
言
救
う
古

川
切
な
方
凶
を
試
－
ご
み
J
j

一L
I
E
f
－
ん
る
の
は
当
た
の
－
と
J
j

こ
1

）

1
b
J
j
f一

議
町
田
u
－
心
衿
喪
失
甘
芋iJ
「入

M
Y
J

計
ん
祭
一
一
は
の
ち
J

ご
、
沢
法
九
条
内
肯

任
能
力
内
判
広
は
、
と
の
よ
、
に
日
J

わ
れ
る
ご
一
ノ
な
る
か
、
訂
以
沃

精
神
障
害
ぷ
！
日
悶
－
7
る
処
店
は
ど
り

J
る
ぺ
与
し
か
、
に
コ
主
、
ド
ア
7

、

ト
ス
e
ニ
カ
に
戸
ふ
る
エ
川
町
汀
託
行
川
会
ふ
ま
え
、
ぷ
rd

ん
る
七
P

工
り
を
す
L

べ
な
〈
U
U

i品
十
斗ム

"" 
ヘ
マ
議
長
む
の
符
街
」
旬
、
治
療
で
日
ノ
比
較
し
な
が
旬
、
論
じ

会
7

小
ミ
い

第
六
問

次
内
事
例
主
読
み
、
む
ず
ヂ
ヒ
了
当
た
内
容
を
踏
ま
フ
、
医

h
x
に
考
ん
ら
九
h

l

る
甲
午
貝
、
総
沿
い
条
正
r
h
ア
ハ
山
久
仁
、
内
在
吊
し
う
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ゐ
リ
山
母
と
に
す
名
、
要
件
、
引
い
制
一
等
を
卦
手
い
け
ば

tv）
ー
ベ
ャ
一
の

d

つ

な
売
店
に
つ
い
ー
の
け
人
「
乃
珂
什
い
に
治
d
L
あ
な
た
の
考
ょ
を
r
V
べ

な
シ
ー
ら
い
一
士
、
ハ

1
五
月
立

H
、
交
送
事
故
h

ふ令税金吾川
J

寸
什
折
、
川

多
量
の
イ
J

め
し
柿
惇
l

状
態
に
げ
一
ヤ
た

A
～
胃
也
、
三
～
J
）
が
田

U

竹
院
円
V
咋
K
z

股
口
且
い
ぴ
到
久
出
1
r
も
の
の
、
自
発

η吸↑山
M
L
f
、
A
の一向
J）

の
希
υヱ
ザ
人
工
呼
吸
待
か
試
日
コ
さ
れ
た
に

そ
の
後
、

C
T
ス
主
ャ
ン
で
断
り
内
お
か
詞
べ
寸
一

12一
人
脳
細

抱
何
十
、
品
分
が
域
売
し
一
、
い
る
、
と
が
わ
治
、
閉
病
院
外
科
部
長

X
店
、
家
践
に
そ
の
片
を
店
、
ん
だ
し
万
戸
川
口
、

X
は、

A
ヮ
可

視
か
ら
「
い
h
f

一
心
部
U

白
山
残
さ
れ
乙
U

た
け
一
比
に
こ
の
よ
つ
な
正
持

E
1
F
J
け
7

ζ

日
記
の
一
ベ

i

J
ノ
を
立
り
に
つ
的
丈
J
そ
の
中

L

は

「
時
間
が
げ
が
小
治
抑
制
に
口
さ
れ
た

n
、
版
記
に
な
っ
た
れ
ノ

J
h
一

y

－3
辺
、
軒
目
な
げ
臨
ん
州
川
市
は

L
1
一
は
し
＼
な
い
も
刊
に
淀
川
尽

な
械
存
ド
ま
よ
同
点
勺
て
い
る
な
～
J

山
川
旦
付
や
店
主
と
て
い
る
人
に

捻
存
企
山
崎
地
，
て
川
氏
J

い

1
Y
4

一
か
わ
て
二
一

A
の
山
部
仰
は
、

vA

h

一白

s
fも
こ
う
詐
い
と
い
る
こ
乞
だ
し
、
も
、
ノ
悩
死
、
民
レ
f
μ

斗
込
ら
な
v

の
て
£
札
ば
、
持
の
巴
廿
一
週

η
人
工
一
以
d
h
u
誌
を

d
め

股

1
t
L刑
パ
い
し
一
、
〈
だ
三
品
一
と
頼
ん
だ

X
T
h

、
以

t
前
か
ら
、
患
者
の
子
民
じ
私
ま
れ
ん

T
、
咋
明
広
市
岡

山
内
医
川
い
削
談
す

hvE
な
＼
独
断
で
末
剣
山
ぽ
者
門
人
L
v
九以

認
を
止
め
乙
レ
九
九
j

こ
と
む
あ
り
、

1
n
山
設
か
ら

A
に
ιか
す
る
悩
吋

八問ユ学辺i式験問題ヰド札

判
定
ヘ

σ
川
主
再
と
扶
器
存
情
一
対
す
る
同
ウ
引
き
を
μ
い
た
徒
、
法
同
社

に
見
吋
て
悩
死
HAJ｛ム
Z
P
Fわ
し
、
心
服
、
叶
川
、
村
政
な
／
の
誠
月
刊
を
崎

山川山
J
F
L
f

川
市
〕
〕
向
者
ト
ピ
レ
へ
の
ん
p
p
r
f九
円
高
村
粍
v

？を叶用

V
C
牛
信
品
川
防
与
畑

士一も
J

ぇ
け
て
山
山
川
高
凡
〕
た
工
の
ょ
っ
に
1

て
fJ
ま
れ
と
き
た
？
？
の
プ
、
」
ん

治
位
に
つ

v

亡
、
悶
リ
4
7ゐ
及
判
例
、
げ
J

一
肌
仁
川
同
を
し
な
が
ら

H
う

の
法
日
前
を
民
間
什
一
究

山
市
八
問
別
紙
市
司
法
判
決
「
ド
志
位
打
九
口
約
一
ー
小
グ
、
ヤ
」

村

山

千

店

r

牛
L

ご
第
ヘ
J

凡
一
サ
、
一
ハ
j
T
J
、
一
弓
事
件
｛
｝

へ
官
崎
）
の
判
決
押
川
い
つ
？
に
も
批
判
的
い
前
乙
よ
「
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